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０．「亜・かぐや姫」







　よく人はオーラなどと簡単に口にするが、そんなものが本当に存在するわけではない。しかし彼かの女じよにはそんな言葉でしか表現できない不思議な存在感があった。

　舞ぶ台たいに立つだけで取り巻く世界は見る間に華はなやぎ、一挙一動が軽かろやかなメロディを奏かなで、その歌声はあらゆる魂たましいを魅み了りようする。

　それが何なのか。当時、小学生だった林はやし崎ざき悠ゆう人とは分からなかった。しかし彼女がこんなステージに相応ふさわしい存在ではないという事は直感的に理解していた。

　彼女が立つのは悠人の家にほど近いショッピングセンターのステージ。小さなそのステージでは定期的に子供たちを集めた歌のイベントが行われていたのだ。時折、彼女目当てと思われる若い男性客をちらほら見かけたものの、大たい抵ていは親子連れが買い物ついでに立ち寄るのがほとんどだった。

　その小さなステージで行われるボランティアイベントで、彼女は『歌のお姉さん』として歌っていたのだ。当時はボランティアの意味もピンとこなかった悠人だが、それでも彼女が子供相手でも一いつ切さいの手て抜ぬきをしていない事だけは理解できていた。

　悠人も最初はこんなイベントには興味がなかった。男子小学生らしくスポーツとゲーム、マンガに夢中だった悠人にこのイベントを紹しよう介かいしたのは、妹同然に付き合っている一つ年下の隣りん家かの女の子とその二人の友達だった。二人の友達の一人、耀ひかるという女の子は特にこのイベントを楽しみにしていた。

『歌のお姉さん』が童どう謡ようやポピュラーソングを何曲か歌った後、客席にいる子供たちに向かってステージに上がるように声を掛かける。大抵の子供は興味を抱いだきながらも物もの怖おじしてしまうのだが、耀だけは元気よく手を挙げ、いの一番にステージに駆かけ上あがるのだ。いつも本ばかり読んでいる印象のあった耀だが、その時ばかりは人が違ちがったように積極的になるのだ。

　耀に促うながされてあとの二人もステージへ上がる。隣家の女の子、燈あかりは悠人に向かって『お兄ちゃん行ってくるね』と一声掛けてから。耀と燈の友達、晶あきらはいつも照れくさそうな様子で一番、最後にステージに上がるのだ。

『歌のお姉さん』もこの三人には何か感じていたようだ。ステージに上げた子供たちと一いつ緒しよに歌う時、耀、燈、晶の三人はいつも最後にしていた。いつしか観客の中には、あの三人の女の子は養成所にでも通っているんじゃないかと噂うわさされるようになっていたほどだ。

　悠人自身は一度もステージに上がった事はなかった。最初の頃ころこそ『歌のお姉さん』や耀たちからも誘さそわれたがいつも断っていた。悠人はステージを観客席から見ている方が好きだったのだ。

『歌のお姉さん』と耀たちのステージ上での立たち振ふる舞まいや効果的な歌い方。悠人のは知らず知らずのうちにそれを観客席から観察していた。それをステージから降りてきた耀たちにアドバイスしてやるのだ。単にステージ上で歌うだけで楽しかった燈や晶はあまり関心を示さなかったが、耀だけはいつも熱心に悠人の指し摘てきを聞いていた。やがて燈や晶もステージが終わると悠人の所へ感想や意見を聞きに来るようになっていた。

『いいプロデューサーになれるわね』

　耀たちから悠人の事を聞いた『歌のお姉さん』はそう言ったらしい。悠人が『プロデューサー』という単語を意識したのは恐おそらくその時が最初だったのだろう。漠ばく然ぜんと理解していた悠人に対して、耀たちはそれが何をする仕事なのかよく分かっていなかった。

　耀たちに尋たずねられた『歌のお姉さん』は『アイドルを輝かがやかせる仕事』だと答えたという。

　その事を話した耀は目を輝かせて言った。

「あたしもアイドルになる！　燈ちゃんや晶ちゃんと一緒にアイドルになって、あのお姉さんみたく歌うんだ！　だからユウくんはあたしたちをきらきらに輝かせて！」

　その時、悠人は自分が何と答えたのかよく覚えていない。ただ拒きよ絶ぜつしなかったのは確かだ。おそらく曖あい昧まいなまま肯うなずいたのだろう。『大人になったらあたしたちをきらきらに輝かせてくれるんだね！』という耀のひと言だけは、悠人の心の奥おく底そこへと響ひびき渡わたっていた。

　そうだ、俺おれは耀を燈を晶を、あの『歌のお姉さん』に負けないくらい輝かせるんだ。

　夜空に輝く星のように。

　密ひそかにそう決心していた事だけは、悠人はしっかりと記き憶おくしていた。




　しかし物事はそう都合よく回ってくれない。

　ほどなくしてそのショッピングセンターは改装工事が始まり、ステージは長期にわたり閉へい鎖さされた。燈を介かいしての知り合いでしかなかった二人とは徐じよ々じよに疎そ遠えんになり、そのうち耀が転校したという話を聞いた。晶も燈とは別の中学へ進学するつもりだとかで、習い事が忙いそがしくなり、あまり会わなくなったらしい。

　ショッピングセンターの改装が終わりステージが少し立派になっても、あの『歌のお姉さん』は戻もどってこなかった。理由を知ったのは悠人が中学へ入る直前。悠人の母親が言うには、ボランティアイベントを主しゆ催さいしていた団体が財政難から活動を休止したようなのだ。

　子供に人気のヒーローショーやタレントのサイン会が催もよおされるだけになったステージを、悠人は何か取り残された気持ちで見るだけだった。

　そんなものだろうか。いや、そんなわけがない。なにかが出来るはず。なにかをやらなければならないはず。だがなにをしていいのか分からない。

　その時、湧わき上がった焦しよう燥そう感かんは小さなものだったが、悠人の心の奥底で密かに燃え続け、そして時を経へるに従い徐々に強くなっていった。

　それから数年。林崎悠人は中学三年生になっていた。隣家の幼おさな馴な染じみ真ま弓ゆみ燈は、さすがに悠人を『お兄ちゃん』とは呼ばなくなったものの、未いまだに兄妹きようだいのような感じで接している。時を経て焦燥感が強くなったからといって、なにをするべきか見えてくるわけでもなかった。

　ただただ何かしなくてはという衝しよう動どうだけが強くなっていたのである。




　満天の星が地上へ降りてきたようだ。まだ夕方だというのに太陽よりも地上の星々の方が圧あつ倒とう的てきな存在感を持って輝きを放っている。

「うわ、すごすご。見てよ、ユウ。あれ全部、桜だよ。桜！　もう秋だってのに桜ってどうなってるのよ。こっちは紅葉もみじが紅あかくなってるし、わけわかんないよ!!」

　やたらハイテンションなその声で林崎悠人は我に返る。

「うるさいな、今時分、桜って造花か何か……」

　言いかけた悠人ははらはらと舞い落ちてきた花びらに気づいてそれに手を伸のばす。

「……うわ、マジか？　これ本物の桜の花びらなのか!?」

　その一方で道の両わきには色づいた紅葉の木が並んでいる。桜の花びらは目の前にある庭園から舞い落ちてきたもの。そこには立派な桜の木が満開の花を咲さかせていた。

「見て見てユウ！　こっちはひまわりだよ。なんか季節感なくて笑っちゃうよね！」

　相変わらずのハイテンションでそうまくし立てるのは真弓燈。悠人の隣家に住む少女で一つ年下の中学二年。悠人とは幼馴染みで妹のような存在だ。金色になびく髪かみは北ほく欧おう系けいアメリカ人の祖父から受うけ継ついだもの。どこか大人びた雰ふん囲い気きとは裏腹にまだまだ言動は子供っぽい。

「それにしても凄すごいねー。まるでディズニーランドかＵＳＪみたい。これが学校だって言うんだもの」

　この空間の雰囲気を全身で受け止めるように、燈は両手を大きく広げてくるくると回っている。金色の髪と相まって、桜と紅葉の中で回ってみせる燈は、なにか現実離ばなれした美しさを漂ただよわせていた。

「そうだよなあ。しかもこれで平常通りのカリキュラムだって言うんだから」

　悠人は改めて周囲を見まわした。人ひと混ごみとまではいかないが、二人がいる大通りには人が絶えない。大通りの突つき当あたりにはいくつかの野外ステージが設置されており、今まさにライブが行われているところだ。大通りの両わきに立つビルは昼でも鮮あざやかなイルミネーションで飾かざられ、そこに設置された大型スクリーンでは様々なミュージッククリップが流されている。そのビルが学校の校舎だというのだから恐れ入いったものだ。

　大通りにも自動車の影かげはなく屋台が並び、様々な衣装に身を包つつんだ芸人がパフォーマンスアートを繰くり広ひろげていた。屋台でお菓か子しやお土産みやげを売る人やパフォーマーはそれを仕事にしているわけではないのだ。

　彼らはこの学校の生徒、学生なのである。

　悠人や燈のように首からＩＤカードを提げている人間が見学客。提げていない人間が学園の生徒、学生、教職員などの関係者だ。もっとも燈が提げているＩＤカードは、悠人や他の一いつ般ぱん見学客のものとは色とデザインが少しばかり違っていた。それは学園関係者が招待した見学者だと示すものだ。

「さすがは輝かぐ夜や学がく園えん！　凄いわよねえ。『夢の創つくり方を教える』ってキャッチコピーは伊達だてじゃないわ」

　バルーンアートのパフォーマーから犬のバルーンを受け取り、燈は喜色満面でそう言った。

「『夢の創り方』ねえ」

　悠人はそうつぶやきながら周囲を見まわした。一見するとテーマパークとしか思えないのも無理はない。この学園はもともと廃はい業ぎようしたテーマパークを買収、改装したものなのだ。

　その名を輝夜学園。エンターテイメント産業従事者を養成する為ため、官民一体で企き画かく運営されている巨きよ大だい学園だ。官民一体というだけあって、設立当初はもっと堅かた苦くるしい名めい称しようだったのだが、十数年前にこの学園出身の伝説的なアイドルの名前を取って輝夜学園と名付けられたのである。

　大型スクリーンで流れているミュージッククリップ、野外ステージで行われているライブ、ストリートパフォーマンスはもちろん、イルミネーションのデザインや屋台で売られているお菓子の製造まで、全すべてが輝夜学園の生徒、学生が実習として行っている事なのである。秋だというのに満開の桜も、校内の屋内庭園で育てられていたものを移植してきたものなのだ。

　元はといえば、日本のポップカルチャーを海外へ売り込む際、必要となる人材を育成する学園だ。一いつ般ぱん企き業ぎようも輝夜学園のカリキュラムに協力してくれている。しかし如何いかに企業が協力してくれるとはいえ、客の居ないエンターテイメントは成り立たない。そこで普ふ段だんから学園の一部施し設せつを一般に開放して、市民を客として招き入れているのである。
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「それでさ、燈……」

　子供の頃から妹のように付き合っている幼馴染みへ声を掛けようとして悠人は戸と惑まどった。燈の姿がいつのまにか傍かたわらから消えていたからだ。燈は子供の頃から何かに興味を持つと、他の事がすっかり頭から消えてしまう質なのだ。大方また何かに気を取られてふらふらとどこかへ行ってしまったのだろう。

「燈！　おい、燈!!　ちょろちょろ動き回るんじゃないっていつも言ってるだろう！」

　到とう底てい、学校内とは思えない雑ざつ踏とうの中を悠人は声を上げて燈を捜さがし回まわる。いざとなったら携けい帯たいで呼び出すかと思った悠人だが、幸いその必要はなかった。

　壁へき面めんスクリーンを見上げる人ひと垣がきの中に燈の姿があった。長くなびく金色の髪というは、ただでさえ目立つルックスだ。丸ごと非日常の世界といってもいいこの学園の中でも、燈は一目で見分けがつく。悠人は犬のバルーンを持ったままの燈へと歩み寄って行った。

「おい、燈。勝手にふらふらするなっていつも言ってるだろう」

　しかし悠人の注意が耳に入らないのもいつもの事。

「ねえねえ、ユウ。ここに転校してきたら私もあんな風になれるのかな」

　先さき程ほどまでのハイテンションはどこへやら。燈は夢見るような瞳ひとみを頭上の大型スクリーンに向けていた。

　そこで流れているのはアイドルのプロモーションビデオ。いや正確にはアイドル候補生のプロモーションビデオだ。映像の向こうで歌い踊おどっているアイドルも、このビデオを制作撮さつ影えいしたスタッフも、みなこの学校の生徒や学生なのだ。その為、あくまでプロではなく、志望者の生徒という事になるが、学園に遊びに来る一般人にしてみればアイドルである事に変わりはない。そして生徒たちもその期待に応こたえる事が求められており、それはある程てい度どまでは実現されている。事実、燈はその映像にすっかり魅み入いられているようだ。

「転校したからって簡単になれるわけでもないだろう。あそこに映ってる子だって、ちゃんと勉強やレッスンしてたはずだ。燈みたいに厭あきっぽい性格じゃ無理無理」

　からかい半分にそう言った悠人に燈は頬ほおを膨ふくらませる。こういうところはまだまだ子供っぽい。悠人はそう思い内心苦く笑しようする。

「もう！　好きな事だったら一いつ生しよう懸けん命めいにやるもん！」

「そうかぁ？」

　にやにや笑う悠人の態度が癪しやくに障さわったのか、燈はさらにむきになって言い返す。

「やるったらやるもん！　折せつ角かく、チャンスが来たのよ。小学校の頃からの、みんなとの約束でしょ！　ユウだって他人ひと事ごとじゃないのよ!!」

　燈の言葉に悠人は所在なさげに視線を泳がせた。

「いや、だって……。別に俺が自分から約束したわけじゃないし。それに……」

　そう言いかけた時だ。悠人は忙せわしなく動き回る係員に気付いた。季節外れの桜の木の側そば。数人の係員が現れ、見学客の人ひと払ばらいを始めたのだ。背せ伸のびした悠人が人混みの上から覗のぞき込んでみると、路面が開いて地下から何かがせり上がってくるようだ。

「なになに、どうしたの？」

　悠人よりも頭二つ分は背の低い燈は、ぴょんぴょん飛とび跳はねながら覗き込もうとするが、他の見学客に遮さえぎられてうまくいかない。周囲にも徐々に人だかりができはじめていた。

　突とつ然ぜん、桜の木の側にスポットライトが灯ともる。まだ昼下がりだが、晴れた秋の陽ひ射ざしよりもはるかに強きよう烈れつなスポットライトに、悠人や燈をはじめとする見学客は、一いつ瞬しゆん、目ま蓋ぶたを閉じた。そして目蓋を開けた時、彼がそこに立っていた。

　地下からせり上がってきたのは円えん筒とう形けいのステージ。人の背せ丈たけほどの高さにせり上がったそのステージには、一人の若い男性が彫ちよう像ぞうのように身じろぎすらせずに立っていたのだ。

　その様にどよめきすらあがらない。皆みな、息を呑のむだけしか出来ない。

　悠人も言葉に出来ない迫はく力りよく、プレッシャーを感じて男性から目を離はなせなくなっていた。

　若い男性は白のシンプルなシャツとジーンズ。飾り気けなどまったくない服装だが、それだけでも異様な存在感を醸かもし出しているのは、着ている人間が放つ空気の為だろうか。

　ただそこに立っているだけなのに、ずっと男性を見ていたい、きっと何かをやってくれるという期待感を誰だれもが抱いてしまう。そんな雰囲気があるのだ。

「……ＩＫＵＴＯ!?」

　誰かがその名を叫さけぶ。

「そうだ、ＩＫＵＴＯだ！　ＩＫＵＴＯ!!」

「ＩＫＵＴＯさま～～ッ！」

「ＩＫＵＴＯ!?　本物？　本物だわ!!」

　絶ぜつ叫きよう、歓かん声せい、金切り声。声の質は様々なれど、誰もが同じ名を叫ぶ。

　ＩＫＵＴＯ。

　数年前に彗すい星せいのごとく現れ、一瞬にしてスターダムに駆け上がった若手男性アイドルである。歌、ダンス、トーク、演技、立ち振る舞いに至るまで、デビューした当時から傑けつ出しゆつしており、若いながらも今や日本どころか世界でも知らぬ人間はいないとされるスーパーアイドルなのだ。もっともその私生活やデビュー前の素す性じようは謎なぞに包まれ、たまに見せるプライベートな映像では天然とも言える言動もある為、一部では『不思議の国の王子さま』などともあだ名されていた。

　天下のトップアイドルでありながら、仕事に対しては常に真しん摯しに取り組んでおり、輝夜学園芸能科の特別講師も務めている。八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくを見せながらも、一つ一つに決して妥だ協きようしない姿勢は、ライバルや年長の同業者からも深く尊敬されているのだ。

「ユウ、見て見て！　ＩＫＵＴＯよ、ＩＫＵＴＯ！　本物よ、本物のＩＫＵＴＯよ!!」

　悠人の隣となりにいた燈も感かん極きわまったようにそう叫んだ。

「いや、見れば分かるって」

　そうは言ったものの、ステージに立つ若い男性は右手を当てた顔を伏ふせている。本当に彼がＩＫＵＴＯなのかどうかは、顔を見なければ分からないはずだ。しかし奇き妙みような事にその場にいる誰もが、もちろん悠人や燈たちも、彼がＩＫＵＴＯだと確信していた。

　そこには確かに頂点に君臨するものしか放つ事の出来ない空気、オーラ、気配のようなものが漂っていたからだ。

「ほら、あたしの言った事は嘘うそじゃなかったでしょ!!　あたし、本当にＩＫＵＴＯからスカウトされたんだからね!!」

　頬を紅潮させた燈がそうまくし立てる。

「分かってる分かってる、別に疑っていたわけじゃないだろう」

「もう、ユウったら！　本物のＩＫＵＴＯなんだから、もうちょっと有あり難がたがったらどうなのよ!!」

「だから落ち着けって！」

　かなり興奮している為か、燈の言う事も今ひとつ要領を得ない。もっとも悠人は燈から説明を受けた上で、この学園までついてきたのだから、事の経けい緯いはすでに理解している。むしろ同じ説明を今になって繰り返す燈の興奮ぶりが察せられるというものだ。

　ＩＫＵＴＯ！　ＩＫＵＴＯ！　ＩＫＵＴＯ！

　興奮しているのは燈だけではない。悠人の周囲にいる人々もその名を叫ぶ。最初はばらばらで口々に叫んでいた声も、いつの間にか揃そろい始めて押おし寄よせる波のように繰り返す。

　その波が最高潮に達したかと思われた時だ。

　ＩＫＵＴＯは右手を当てて伏せていた顔を上げる。イケメン男性アイドルというだけあって、そのマスクは男性の悠人から見ても綺き麗れいに整っている。だが単に整った顔立ちだけではここまでの人気は出ない。否いや、アイドルにすらなれない。ＩＫＵＴＯの特とく徴ちようは端たん整せいなマスクと、どこかつかみどころの無い、現実離れした雰囲気を漂わせている事。それが『不思議の国の王子さま』というあだ名の一因にもなっている。

　ＩＫＵＴＯは無言で頭上を仰あおぎ、そして右手を突き上げ天を貫つらぬくかのように人差し指を伸ばす。周囲に詰つめかけていた観衆はその仕草にやはり天を見上げた。一瞬、歓声が静まったその瞬しゆん間かんを見計らいＩＫＵＴＯは右手を振り下ろして叫んだ。

「さぁ行くぜ！　『ライドオンレインボー』!!」

　ＩＫＵＴＯがヒット曲のタイトルを口にするや否いなや、一時、静まった歓声が再びボルテージを上げる。それに呼応するかのように曲の前奏が荒あら波なみのように襲おそいかかってきた。

　これは、カラオケじゃないぞ。生バンドだ。いつの間にかＩＫＵＴＯの周囲にはバックバンドが勢せい揃ぞろいしていた。どうやらＩＫＵＴＯが天を指さしていた間、同様に地下から出てきたようだ。

　なるほど、あのパフォーマンスにも意味があったのか。悠人は感心するが、そんな事を気にしている人間は他にいない。隣となりにいる燈もリズムに合わせて歓声を上げていた。

　前奏に続いてＩＫＵＴＯの歌が始まる。演奏、照明、そしてＩＫＵＴＯの歌が一つとなり、まるで実体のあるエネルギーのように襲いかかってきた。

　燈、そして歓声を上げる観客の中で悠人は一人立ち尽つくしていた。

　なんだ、これは……！　これは一体なんだ!?

　今までにも何度かライブやコンサートに足を運んだことはある。クラシック、ロック、そしてアイドル。しかしこんな体験は初めてだ。観客と一体になって盛り上げているなんて言葉の比じゃない。段だん違ちがいだ。

　中心にいるのはあくまでＩＫＵＴＯ。それでありながら走りすぎずバックバンドをコントロールして、さらに観客への気配りも忘れない。その目線、表情、パフォーマンス、手指の仕草など、ＩＫＵＴＯは歌いながら観客に全身でアピールするのを忘れず、そしてなによりも楽しませるのを怠おこたらない。

　これがトップアイドルというものなのか！

　悠人は今さらながらその力量に圧あつ倒とうされた。

　ＩＫＵＴＯは女性のみならず、老ろう若にやく男なん女によから広く支持されている。毛け嫌ぎらいされそうな同年代の男性からも人気を博しているのである。それもまたこれだけの実力があってのことだ。しかし今の悠人はそこまで思いを巡めぐらせている余よ裕ゆうなど無かった。ただただＩＫＵＴＯのパフォーマンスに圧倒されるだけだ。今までテレビやＣＤ、ネットでしかＩＫＵＴＯに接したことが無かった悠人だが、現実に目まの当たりにしたそのパワーには立ち尽くすことしか出来なかった。

「……ユウ！　ねえ、ユウってば!!」

　聞き慣れた声に名前を呼ばれて悠人は我に返った。

「あ、あれ。ああ、燈か……」

　すぐ横から燈が不ふ機き嫌げんそうな顔で悠人の方を覗き込んでいた。興奮して手放してしまったのだろう。犬のバルーンはどこかへ行ってしまったようだ。

　あれ、待てよ。ＩＫＵＴＯのライブはどうなったんだ？

　悠人が見回してみると、すでにＩＫＵＴＯやバンドの姿はない。どうやら悠人が呆ぼう然ぜんとしている間に、ＩＫＵＴＯたちは引っ込んでしまったようだ。

「ああ、じゃないわよ！」

　憤ふん然ぜんとする燈に悠人は尋ねる。

「ＩＫＵＴＯはどうしたんだ？」

　悠人の問いに燈は思いきり呆あきれてみせた。

「はぁ……!?　何を見ていたのよ、とっくに下がっちゃったわよ！」

「どうやって？」

「当然、出てきた時と同じように地面の下に降りて行ったに決まってるじゃないの」

　悠人はすっかりＩＫＵＴＯのパフォーマンスに魅入られて意識が飛んでしまったようだ。

「それにしてもすごいな」

　悠人はＩＫＵＴＯが現れ、消えた路面に歩み寄り、その周囲を確かく認にんする。確かに路面には迫せり出し用の溝みぞが見て取れる。

「すごいでしょ♡」

　燈は自分が誉ほめられたようににっこりと笑った。

「なんだってこんな凝こった仕し掛かけをするんだ？　普ふ通つうに出てくればいいじゃないか」

　もっともな事を言ったつもりの悠人に、燈はすぐにぷうと頬を膨らませて反論する。

「そんなの、見に来た人を楽しませるために決まってるじゃないの！」

「見に来た人ってなぁ」

　改めて周囲を見回してから悠人は言った。

「ここは学校だろう？」

「……この学校はステージだ。そして君のステージは世界だ」

　突然、悠人の背後から輝夜学園のキャッチフレーズを囁ささやく者がいた。驚おどろいた悠人は慌あわてて飛び退のき、そして背後を振り返る。

「ＩＫ……」

　悠人の前にいた燈が先にその正体に気付いたようだ。背後にいたのは地味なグレイのパーカーを羽織った青年。フードの下に隠かくれた口元の前に指を立て、燈に黙だまっているように伝える。

「来てくれてありがとう。僕ぼくのパフォーマンスはどうだった」

　声を潜ひそめて青年はそう言った。

「ああ、あのええと……」

　燈は身体からだの震ふるえを抑おさえるだけで精せい一いつ杯ぱい。到底、答える事など出来ない。そればかりか突然、身体から力が抜ぬけてへなへなとその場にしゃがみ込みそうになる始末だ。悠人が慌てて手を貸さなければそのまま倒たおれ込んでいたかも知れない。

「……あなたは!?」

　正体を察した悠人の言葉に青年はフードの下で少し笑えみを浮うかべる。そしてフードの縁ふちを指で挟はさんで少し上げてみた。フードの下にもベースボールキャップをかぶっていたが、その顔は見み間ま違ちがえようもない。

「しッ」

　再び唇くちびるの前で人差し指を立てたＩＫＵＴＯに、悠人はなんとか声を抑え込む。先程のゲリラライブの興奮がさめやらぬこの状じよう況きようで、大きな声でその名を呼べば、パニックになりかねないだろう。

「真弓燈くんだね」

　ＩＫＵＴＯはまたフードを下げ、顔を隠してから燈の方へ視線を巡らせる。

「よく来てくれた。どうだい、実際に見る輝夜学園は？」

「は、は、はい！　凄く素す敵てきです!!」

　反射的に直立不動の姿勢となった燈はそう答えてから、ようやくＩＫＵＴＯが自分の名前を呼んだ事に気付いた。

「あ、あの……。私の名前……」

「君の名前がどうかしたかい？」

　フードの下でにこりと微笑ほほえんでＩＫＵＴＯは聞き返した。

「いえ、ちゃんと覚えてくれているんだなって。ちょっと感動しちゃいました」

　少しはにかむように燈はそう言った。

「当たり前だろう？　あのステージで君は一番、輝いていた。忘れるはずがない。それに人の名前を覚えるのも、アイドルに求められる能力の一つだ。決しておろそかにしてはいけない」

　ＩＫＵＴＯの言うステージとは、悠人と燈の中学校で行われた文化祭の事。校内アイドルコンテストと名前だけは立派だが、実質カラオケ大会に過ぎなかったそのイベントで燈はステージに立っていたのだ。単なる中学校の文化祭を、なぜかお忍しのびで見学していたＩＫＵＯは、いたく燈を気に入り輝夜学園への転校を勧すすめたのだ。もっともその時、燈はＩＫＵＴＯ自身と話したわけではない。連れん絡らくも学校を通じて行われた。直接の面識はなく、ＩＫＵＴＯから声を掛けられるのはこれが初めてだ。緊きん張ちようするのも当然だろう。

　ＩＫＵＴＯは真顔になってそう答え、さらに続けた。

「学園に来てくれたという事は、僕の申し出に応えてくれるんだね」

「あ、えっと、そのぉ……」

　ＩＫＵＴＯの質問に燈は突然しどろもどろになる。そんな燈に悠人は横から声を掛けた。

「なんだよ、ここに来るまではやる気満々だったじゃないか？」

　そう言った悠人へＩＫＵＴＯは改めて視線を送る。

「君は？」

「幼馴染みです……。あ、そうはいってもこいつとは兄妹みたいなもので……」

　なにしろアイドルとしてスカウトされたのだ。あまり周辺に異性の影があってはまずいだろう。悠人は咄とつ嗟さにそう判断してひと言付け加えた。

「なるほどね」

　ＩＫＵＴＯはちょっと感心したように一つ肯いてから燈の方へ向き直った。

「決心が鈍にぶったのかな？　それとも自信がなくなった？」

　図星だったようだ。燈はうっと小さく呻うめき、金色の髪を揺ゆらして後ずさった。放っておくとそのままこの場から逃にげ出しそうだ。悠人は反射的に燈の手を取った。

「おいおい、何をびびってるんだよ」

「ユウには分かんないわよ！」

　語気も荒あらく燈は言い返す。そんな燈にＩＫＵＴＯはフードの下でしばし考えを巡らせ、意外にも悠人へと声をかけた。

「それで自じ称しようお兄ちゃん的存在くん。君は妹みたいな彼女のこの反応をどう解かい釈しやくする？」

「はぁ？」

　唐とう突とつに、しかも妙みような呼びかけをされて悠人は呆あつ気けにとられる。ＩＫＵＴＯのこの天然ぶりが、どこまで演技でどこまで本気なのか訝いぶかりながらも悠人は答える。

「ええと、だからびびってるんじゃないですか？」

「び、びびってなんかないもん！」

　むきになって言い返す燈に悠人はますます自信を深める。

「びびってるじゃん」

　こういう時の燈は自分を誤ご魔ま化かしている。これまで兄妹同然にすごしてきた経験から悠人はすぐにそう判断した。

「案外、こいつは気が小さいんですよ。だから……」

「気が小さいんじゃないの！　繊せん細さいなの!!」

　そんな事を言い合う悠人と燈を遮ってＩＫＵＴＯはさらに尋ねる。

「それで、その原因は何だと思う？」

　問いかけるＩＫＵＴＯの視線は燈ではなく悠人へと向けられていた。ＩＫＵＴＯにスカウトされてこの学園へ見学に来たのは燈だろうに、なぜ俺ばかり質問されるんだ。ＩＫＵＴＯの態度にいささか腹立たしさを覚えながらも悠人は答えた。

「そりゃあ、ＩＫＵＴＯさんのゲリラライブを見たからじゃないですか？」

　目の前にいるのがＩＫＵＴＯとばれぬように、名前だけは少し小声にする。しかし悠人がそう言うや否や燈がすぐさま反論した。

「そんなの関係ない！　だって私なんかから見れば別世界の人じゃないの！」

「ふふふ。それは違うな、真弓燈くん」

　ＩＫＵＴＯは顔の前で立てた人差し指を振りながら言った。

「これに関してはお兄ちゃん的彼の言う通りだ。そして君はそれを否定することも恥はじ入ることもない。さもないと僕が君をスカウトした意味が無いからね」

　その真意が分からず顔を見合わせる悠人と燈、二人の肩かたを一緒に抱き寄せるとＩＫＵＴＯは声を潜めて言った。

「燈くん。君は本当のところでは、僕を別世界の人間なんて思ってない。今はまだ遥はるか彼方かなた天上の存在だけど頑がん張ばれば追いつける。自分なら追いつき追おい越こすことが出来るはずだと思ってる」

「わ、私、そんな……」

　燈は否定したが、むしろ悠人にはＩＫＵＴＯの指摘の方が合が点てんがいく。

「なるほど、燈らしいな。お前は昔からいざとなるとびびるタイプだったもんな」

「違うわよ！」

　ポンと頭を叩たたこうとした悠人の手をかわして、燈はむきになって言い返した。

「そうだ、違う！　違うんだ、僕はそれを分かっているからこそ君をスカウトした」

　二人のやりとりにＩＫＵＴＯは大きく身をのけぞらせて芝しば居いがかった動作でそう言った。フードをかぶったままだがただでさえよく通る声だ。周囲の通行人たちが不ふ審しんそうに視線を送り始めた。

「おっと、これはいかん。僕のアイドルオーラが漏もれ出でてしまったようだ」

　そんな事を言いながらＩＫＵＴＯはフードとキャップをさらに目ま深ぶかにかぶり直した。

「なんですか、そのアイドルオーラってのは？」

　呆れて尋ねる悠人にＩＫＵＴＯは悠ゆう然ぜんとして答える。

「君たちは知らないだろうが、僕くらいになると自在にアイドルオーラを操あやつれるのさ」

「いや、そういうのを聞きたかったわけじゃ……」

　冗じよう談だんとも本気ともつかないＩＫＵＴＯの返答に悠人は二の句が継げない。

「さて、真弓燈くん。君は心の奥底では決して他人には負けないと思っているはずだ。それは決して悪いことではない。実力の世界で求められるのはまず自信。自分ならばどんな高みへと昇のぼっていけると思う自信が必要だ。うぬぼれといってもいい」

　自分の正体を隠しているつもりなのか、開いた手の平で顔を覆おおいながらそう言うＩＫＵＴＯだが、それはどこかのマンガで見たようなポーズだ。そんな芝居がかったポーズでも、ＩＫＵＴＯがやれば様になってしまうから不思議なものだ。

「……はぁ」

　そんなＩＫＵＴＯに気け圧おされたように燈は曖昧に肯いた。

「だがしかし、先程の僕のゲリラライブを見てその自信を失ってしまった。違うかな？」

「それは……、まぁ。確かに……」

　また弱気の虫が覗いたか。しょげかえる燈を見て悠人は苦笑する。

　まったく、こいつは子供の時からこうなんだから。普段は自信満々のくせにいざとなるとびびりまくって。そうなるといつもあの子が手を引っ張っていたな……。

「よろしい」

　ＩＫＵＴＯはどこからともなくチケットを取り出した。

「そこへ行ってみたまえ。必ずもう一度、やる気が出るはずだ」

　おずおずと手を伸ばしかける燈だが、指がそれに触ふれようとした時、ＩＫＵＴＯは勿もつ体たいぶったようにチケットを少し引っ込めた。

　ＩＫＵＴＯは真しん剣けんな面おも持もちになると厳しい口調で言った。

「それでも駄だ目めだというのなら無理は言わない。これまでの話は無かったことにしよう。それが君の為でもある」

　燈はその口調に一瞬、伸ばしかけた手を止める。しかししばしの黙もつ考こうの後、意を決したようにそのチケットをＩＫＵＴＯから奪うばうようにして受け取る。

「あれ、これ……」

　燈が受け取ったチケットは二枚だ。首を傾かしげる燈に、ＩＫＵＴＯは悠人へと頭を巡らせ付け加えた。

「もう一枚はお兄ちゃん的存在の君へだ。君も見ておきたまえ。悪いことにならないだろう。お互たがいにね」

「いや、でも俺は……」

　しかしＩＫＵＴＯは悠人の言葉を最後まで聞くつもりはないようだ。途と中ちゆうでくるりと背中を向けた。

「それではよりよい決断をしてくれるのを待っているよ。ではまたいずれ」

「待って下さい。あの、ちょっと……」

　ＩＫＵＴＯと呼びそうになったが悠人は躊ちゆう躇ちよして口をつぐんだ。ＩＫＵＴＯはそのまま人混みの中を少し歩いた辺りで、突然、かぶっていたパーカーのフードを上げた。

　アイドルオーラ全開！

　そんなＩＵＫＵＴＯの声が聞こえてきたかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。途と端たんにＩＫＵＴＯの周辺は華はなやいだ空気に包まれ、羽織っていたパーカーさえも地味なグレイから目にも鮮やかなシルバーグレイに変わったかのようだ。

「見て、ＩＫＵＴＯよ！」

「おお、ＩＫＵＴＯだ!!」

「うそ、どうしてここにいるの？　さっき下がったばっかりじゃないの！」

「うしゃあ、やっぱ本物のオーラはパねえぜ！」

　老若男女問わずＩＫＵＴＯの名を呼びその周囲に押し寄せていく。ＩＫＵＴＯの姿はあっという間に人垣で見えなくなった。

「……アイドルオーラを自由にオン／オフできるって本当だったんだな」

　妙な事に感心する悠人の目の前に一枚のチケットが差し出される。

「これ、どうしようか？」

　一枚は自分で持ち、残ったもう一枚を燈が悠人に差し出したのだ。よく見るとそのチケットには『中等部芸能科アイドルコース二年生秋期発表会』と印刷してあった。開場時間はまもなく。17：00からだ。中等部二年生となると燈と同学年。同じ年ねん齢れいの生徒たちのパフォーマンスを見せて、燈の決心を促うながそうというのがＩＫＵＴＯの算段だろう。

「行くのか？」

「う～～ん……」

　口元に持っていったチケットをひらひらさせながら燈はしばし考え込む。

「さっきもＩＫＵＴＯさんが言っていたけど、自信が無いというわけでもないのよね。ただ何て言うかなあ、踏ふん切ぎりがつかないというか……」

　燈はそう言うと意味ありげに悠人へ視線を送る。その視線の意味に気付かず悠人は首を傾げてからようやく口を開いた。

「覗いてくればいいじゃないか。自信があるんだろう？」

「はぁ……!?　私一人で？」

　悠人のその答えに燈は憤然とするや、腰こしに手を当てて身を乗り出してきた。

「なによ、その言いぐさ！　ユウは一体なにをしにここへ来たの!?」

「一体なにしにって……」

　燈にそう言われて悠人は今さらながら考え込む。スカウトされたのはあくまで燈。燈は自分で決心すればＩＫＵＴＯの推すい薦せんでいつでも輝夜学園に転校できる。一方、悠人はあくまで付つき添そいとして来たまで。もっとも輝夜学園にまったく興味が無かったわけでもない。先程、燈が口にした『小学校の頃ころの約束』。もしもそれを実現できるとしたら……。

「行くわよ、ユウ！」

　黙り込んでいる悠人に痺しびれを切らしたのか、燈は金色の髪を揺らして振ふり返った。

「北Ａ－３ホールだって。あっちかしら」

　そんな事を言いながら燈はすたすたと歩き去ってしまう。

「おい、待てよ！　そこは曲がるんじゃない。まっすぐだ、まっすぐ！　まったく何を見てるんだ」

　我に返った悠人は標識を確認しながら慌てて燈の後を追った。




　大通りから少し歩いた区画に北Ａ－３ホールがあった。輝夜学園の施設自体、廃業したテーマパークを買い取り改装したもの。中等部が発表を行っている施設もちょっとした野外ホールとなっている。悠人はＩＫＵＴＯがチケットを渡わたした時点でひっかかる点があった。輝夜学園で行われているイベントやステージは基本的に生徒の学習成果の発表であり原則的には無料だ。観覧希望者が殺さつ到とうした場合、整理券が配付されるという話は聞いたことがあるが『中等部芸能科アイドルコース二年生秋期発表会』程度で発行されるとも思えない。

　内心、首を傾げていた悠人だが、会場となっているホールについてようやく合点がいった。ホールの受付をやっている生徒にチケットを見せると、そのまま最前列の席へと案内されたのである。早い話が関係者席、ＶＩＰシートである。

　ＩＫＵＴＯが用意したのだ。それくらいの事は予想して然しかるべきだった。

「うわあ～～ッ、凄い凄い！」

　燈は素す直なおに感動しているようだが、ステージを見せるだけなら会場に入るだけでも充じゆう分ぶんなはずだ。なぜステージの最前列に通したのだろう。

　はしゃぐ燈に悠人の横に座すわった年ねん輩ぱいの男性が不機嫌そうな視線を向ける。胸のＩＤカードをそれとなく確認すると、有名な芸能プロダクションの名前が目に入った。

　これは怒おこらせるわけにはいかないな。そう考えた悠人は、中ちゆう腰ごしになって騒さわぎながら周囲を見回している燈の手を掴つかんだ。

「ほら、落ち着けよ」

「落ち着いているってば」

　少しふくれっ面つらをして燈は椅い子すに座り直す。それを待っていたかのように会場にアナウンスの声が響ひびいた。

「これより輝夜学園中等部芸能科アイドルコース二年生による秋期発表会を開かい催さいします」

　セッティングやバックバンドはもちろん、場内アナウンスやライティング、ミキサーもすべて輝夜学園の生徒、学生が授業の一いつ環かんとして行っている。一連の作業は淀よどみなく進められており、素人しろうとの悠人からすればプロの仕事と変わりないレベルに見える。

　ステージのセッティングが調えられ、あとは主役を待つばかりとなった時だ。突然、ホール全体の照明が落とされた。観客の目が秋の薄はく暮ぼに慣れぬうちにいきなり演奏が始まった。続いて会場のあちらこちらにスポットライトの光こう芒ぼうが現れる。

　一瞬の静せい寂じやくと暗がりの後に現れた音と光の洪こう水ずいに観客は圧倒されるだけだ。

　悠人は燈と共に目を細めながら近くに現れたスポットライトへ目をやる。そこにはきらめく光をまとった少女の姿があった。無論、その衣装も華か麗れいできらびやかだ。だがその少女からは得も言われぬ存在感を覚える。それは決して不快なものではない。むしろただ立っているだけの姿であっても何時間も見ていたいと思える程ほどに甘かん美びな存在感だ。先程、冗談半分にＩＫＵＴＯが言っていた『アイドルオーラ』なる空気に近い。

　スポットライトの光芒は五本。それぞれに華麗な衣装に身を包つつんだ少女たちがその中に立っていた。

「今年度中等部選せん抜ばつユニット『シャイニングレインボー』です！　皆さん、よろしくお願いします!!」

　いち早くステージに上がったリーダーらしき少女が用意されていたマイクを取り、そう言った。悠人たちの側にいた少女も小走りにステージへと駆かけ上あがる。

　おや……？

　その後ろ姿に悠人は既き視し感かんを覚えた。

　いつかどこかで同じような走り方をする少女を見たような記き憶おくがかすかに残っていた。

　曲の前奏が始まる。ステージの上でその少女はくるりと振り返り、満面の笑みを観客へ向かって放った。

「ああ!?」

　悠人と燈は声を揃えて叫び、そして一いつ緒しよに立ち上がってしまった。背後の観客たちは興奮を抑えきれず、すでに立ち上がり歓声を上げていたが、さすがはＶＩＰシート。悠人と燈の周囲に座る関係者たちは、真剣な眼まな差ざしながら落ち着いた様子でステージを見つめていた。そんな中で大声を上げて立ち上がった悠人と燈は目立つ事この上ない。

　隣と背後からの視線を感じた悠人は燈の手を取って椅子に座り直す。しかし燈はまだステージに気を取られているようで、悠人が座れと促していることにも気がつかない。

「見て見て見て見て！　ユウ！　あ、あれ……！　いま私たちの横からステージに上がったのって……！」

「分かってる！　分かってるから落ち着けってば!!」

「これが落ち着いていられるッ!?」

　燈はむきになって悠人に言い返す。その時だ。やんわりと燈を諭さとす声が掛かけられた。

「お嬢じようさん。興奮するのは分かるが、ここはＶＩＰ席だ。ただ単にライブを楽しみたいなら、後ろの席へ移動したまえ」

　声を掛けたのは後列に座る初老の紳しん士し。悠人が肩ごしに一いち瞥べつをくれると、ＩＤカードに大手テレビ局のロゴマークが入っているのが分かった。

　そう諭されてようやく燈は我に返ったようだ。頬を赤らめて椅子に座り直す。

　歌は徐じよ々じよに盛り上がり始めており、隣に座った悠人と燈でも大きな声を出さなければ話せないほどだ。

「ユウ、見た!?　っていうか分かるでしょ!!」

「あぁ……」
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　悠人もステージへ目を向けたまま肯うなずいた。

「耀ひかるだ。耀に間ま違ちがいない」

　悠人と燈、二人が見つめる視線の先。そこでは先程、二人の側に現れたあの少女が晴れやかな笑え顔がおで歌い踊っていた。

　仁に藤とう耀。

　悠人や燈と一緒に『歌のお姉さん』のステージに遊びに行ったあの女の子だ。『歌のお姉さん』に促されてステージに上がる時、順番はいつも決まっていた。

　耀が最初、次に燈、最後に晶だ。

　そして今度も、最初にステージに上がっていたのは耀だったのだ。

　小学校の時から、妙に人を引きつける魅み力りよくがあった女の子だった。今でもその面おも影かげは残っているが、成長した耀は太陽のようなはつらつとした輝かがやきがあった。耀の笑顔は彼かの女じよを飾かざる衣装やアクセサリー、そして舞ぶ台たい装置やスポットライトすら霞かすませてしまう魅力に満ちあふれていたのだ。

　悠人は言葉も無く、魅入られたようにステージ上の耀を見つめるだけだった。




　中等部アイドルコース二年生選抜ユニットのステージはそれほど長く続いたわけでもないが、悠人にはことさらに短く感じた。五曲くらいの歌を披ひ露ろうしたから正味でざっと十五分から二十分ほどだろうか。しかし悠人にしてみれば耀を目で追っているうちに、気がついたらあっという間に終わっていたというのが実感だ。

　最後にアンコールに応こたえて一曲歌い、中等部二年生選抜ユニットは下がっていった。それと同時に観客も席を立つ。

「驚いたな……」

　ＶＩＰシートに残っているのは悠人と燈の二人くらいなものだ。燈に注意した初老の紳士もすでに席を立ってしまっている。悠人はまだ呆然とした様子のままでつぶやいた。

「連絡が取れなかったけど、まさか輝夜学園に通っていたなんて……」

　そんな悠人の横で燈が無言で立ち上がる。その視線の先にあるのは先さき程ほどまで耀が歌っていたステージ。見上げた悠人は燈のその表情に既視感を覚えた。

　宝石のようにきらきらと光る瞳ひとみ。興奮を抑えきれずに紅潮する頬ほお。居ても立っても居られない、今すぐにでもステージに駆け上がりたいという衝しよう動どうを抑えるのに精一杯という様子だ。金色の髪かみさえその感情に揺れているようだ。

　そうだ、間違いない。燈のこの表情、この雰ふん囲い気き。子供の頃、『歌のお姉さん』のステージに一足早く上がった耀から声を掛けられた時とまったく同じだ。

「燈……」

　悠人は声を掛けようとしたが、燈はついにその衝動を抑えきれなくなったようだ。

「え～～い!!」

　すっ頓とん狂きようなかけ声と共に燈はステージに向かって駆け上がる。さすがの悠人も燈のその反応には呆気にとられるだけだ。

「わぁ～～ッ！　わ～～ッ！　わッ、わッ、わぅ!!」

　慌てて止めようとする警備員や道具係のスタッフをかわして燈はステージにすっくと立った。

「お、おい、燈。何しているんだ、迷めい惑わくだろう。すぐに降りろ！」

　椅子から立ち上がりステージの前に駆け寄ると悠人は声を張り上げた。しかし燈は悠人に向かって得意げな顔で答えた。

「私、決めた！」

「は？」

　当とう惑わくする悠人に向かって燈は続ける。

「輝夜学園に入る！　今すぐ転校する事に決めたの!!」

　力強くそう宣言したのだ。

「なんかずっと迷っていた。ずっと悩なやんでいた。ずっとずっとどうしていいのか分からなかった。私には出来ると思っていたのに出来なかった。どうして出来ないのか分からなかった。でも今ようやく分かった」

　興奮に任せて燈は言った。内容はとっちらかっているが、悠人には燈が何を言いたいのか概おおむね想像がついた。

「一緒に夢を見られる人を探していたんだって分かったの。耀ちゃんがいなくなって、私と一緒に同じ道を進んでる人がいる実感が湧わかなかったのよ。ＩＫＵＴＯだって他のアイドルだってどこか遠くに居た。だけど今日、私の前に耀ちゃんが帰ってきてくれたの！」

　そして燈は天を仰ぐ。

「だから私はここへ来る。輝夜学園でアイドルを目指す！」

「そうか……」

　悠人はホッとしたように笑みを漏もらして肯いた。

　偶ぐう然ぜんなのか必然なのか、あるいは全すべてＩＫＵＴＯの思おも惑わく通りなのか。それはどうでもいい。ただ耀が迷っていた燈の背中を押したのは事実だ。

「燈がそうしたいならそうするのが一番だ」

　そう言いながらも悠人は一いち抹まつの寂さびしさを味わっていた。

　いつもそうだ。俺おれはこうしてステージの下から光を浴びるみんなを見ていることしか出来ない。せめて精一杯、ステージに立つあの子たちを応おう援えんしてやろう。

　しかし燈はそんな悠人に手を差さし伸のべて声を掛ける。

「だからユウも一緒に来て！」

「……は？」

　その言葉の意味が分からず悠人はぽかんと燈が差し伸べた手を見るだけだ。そんな悠人に構わず燈は続けた。

「ユウだって約束したじゃないの！　私を、私たちを輝かせてくれるって!!」

「おいおい、そんなの小学生の時の約束じゃないか。今の俺に何が出来るって言うんだ？　受験を控ひかえたただの中学三年生だぞ」

　悠人は髪を掻かきながら答えた。

「ちょうどいいじゃないの！　輝夜学園に進学すればいいじゃないの」

　燈はにっこりと笑いながら言った。悠人は眩まぶしいものを見るように、燈から目をそらしながら答える。

「冗談じゃない。俺には似合わないよ、こういう学校は。人を喜ばせる、楽しませるなんて柄がらじゃない。まして燈たちを輝かせるなんて、一体どうやればいいのか……」

「輝くものが全て黄金とは限らない。しかし黄金は泥でい中ちゆうにあっても必ず輝く」

　悠人の背後から突とつ然ぜん、声が響く。

「ＩＫＵＴＯさん!?」

　ステージ上に立っていた燈の方が先に気付いたようだ。悠人が振り返るとスタッフジャンパーを着て帽ぼう子しをかぶった男性が一人、ゆっくりと客席の間をこちらへ向かって歩いてくるところだった。

　名乗らずとも身に纏まとう空気で分かる。ＩＫＵＴＯだ。

　ＩＫＵＴＯは目深にかぶった帽子で表情を隠したままで続けた。

「だがそれには最初に黄金を輝かせる為ための光が必要だ。泥どろを払はらいのけ、泥濘ぬかるみの奥おく底そこにある黄金を照らし出す最初の光が……！」

　そこまで言うやＩＫＵＴＯは芝居がかった動作でかぶっていた帽子を高く放ほうる。

「一度輝かがやけば、黄金はさらなる光を呼び込み、より一層輝くだろう」

　そしてＩＫＵＴＯは悠人へと視線を巡らせて言った。

「それこそが日の無い夜に輝くものなのだ」

「……はぁ」

　悠人は周囲を見回してある事に合点がいった。

「ＩＫＵＴＯさんが、他のスタッフを引き上げさせたんですね」

　悠人は嘆たん息そくしてそう言った。燈がステージに上がった時はそれを止めようとした会場スタッフが居たはずだ。しかし今その姿は見えない。道理で燈がステージから引きずり下ろされないはずだ。

「ははは、面白おもしろいね、君は」

　そんな悠人にＩＫＵＴＯは笑い返してみせた。

「それにしても一体全体どこから現れたんですか？」

「アイドルは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ！」

　ＩＫＵＴＯは天を指さしてそう言った。

　どうやらこの件についてはあまり深く詮せん索さくしても徒労に終わりそうだ。悠人はそう確信した。

「真弓燈くん、決心がついたようだね」

「あ、はい！」

　いきなりＩＫＵＴＯから声を掛けられ、燈は直立不動の姿勢になると元気よくそう答えた。

「あの……、よろしければ輝夜学園にお世話になりたいと思います！」

「僕の方から来て欲ほしいと無理を言ったんだ。むしろ僕の方から御お礼れいを言いたい。ありがとう」

「い、いえそんな……！　ＩＫＵＴＯさんから御礼を言われるほどの事はまだ……」

　畏かしこまる燈にＩＫＵＴＯは満足げに肯いて言った。

「そうだな。転校は僕のわがままだ。そこから先は君自身がどうするかにかかっている。しかしこのＩＫＵＴＯに目を掛けられたんだ。そううぬぼれてくれるくらいでちょうどいい。君は君らしく己おのれの道を進んでくれ」

「はい！」

　いささか緊張した面持ちながらも燈は精一杯元気よく答えた。

「さて、次は君だな、お兄ちゃん的存在くん」

　ＩＫＵＴＯは振り返るなり悠人にそう声を掛けた。

「は？　俺？　あ、そういえば名前まだでしたね。俺は……」

「林崎悠人くんだな」

　悠人が名乗る前にＩＫＵＴＯはそう言った。呆気にとられる悠人に、ＩＫＵＴＯは得意げに種明かしをしてみせた。

「胸に手を当ててよく考えてみろ」

「……あ」

　ＩＫＵＴＯに言われた通り、胸に手をやろうとした悠人はようやく自分の間ま抜ぬけぶりに気付いた。そこには入場する時に貰もらったＩＤカードが提がっていたのだ。ＩＤカードには悠人自身が氏名を書き込んでいる。

「ははは、自分の事となるとずいぶんと無む頓とん着ちやくなんだな。いいね、ますます気に入った」

　さも楽しそうに笑うとＩＫＵＴＯは馴なれ馴れしく悠人の肩に手を置いた。

「受験生だそうだね。進学先は決まってるのかい？」

「いえ、まだ……」

　不ふ穏おんな空気を感じつつ悠人は慎しん重ちようにそう答えた。

「よろしい！」

　ＩＫＵＴＯは悠人の肩を勢いよく叩いた。

「輝夜学園高等部芸能科プロデュースコースが君を待っている！」

「はぁ……!?」

　誘さそわれるのは半ば予期していたものの、事細かに学科まで指定してくるとはさすがに予想外だった。言葉の意味を測りかねている悠人に向かってＩＫＵＴＯは一方的に続ける。

「先程から見ているけど、君はなかなか面白い。ステージを見ている時も、一箇か所しよを見ているわけではなく、全体を俯ふ瞰かんして捉とらえようとしている。そんな気配がするんだがどうだい？」

「いや、それは……。あんまり意識したことはないですけど……」

「今はまだそうだろう」

　悠人の答えにＩＫＵＴＯは肯いた。

「しかしさっき僕ぼくがやったライブ、そして今のステージを見ている君を観察していて気がついた。確信と言ってもいい。君はその場の空気に呑のまれず全体を把は握あくしようと努める意識がある。それは教えてもなかなか覚えられるものではない。天性のものだ」

　ＩＫＵＴＯにそう言われても悠人はピンとこない。

「そうですかねえ。ＩＫＵＴＯさんや、今の耀……。あ、あの中等部ユニットにいた女の子。実は俺や燈の幼おさな馴な染じみなんですけど、ずっとそちらに気を取られていたんですよ？」

「しかし君は熱ねつ狂きように囚とらわれている様子は無かった。あの状況では空気や雰囲気というものに流されても仕方ない。それなのに君は冷静に全体を観察しようと努めていた」

　そしてＩＫＵＴＯはにやりと笑い付け加える。

「そしてそれが最後まで徹てつ底ていできなかった事も自分自身で理解している。そうだろう？」

「……よく分かりませんけど」

　悠人は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。そんな悠人の手をやにわに誰だれかが掴んだ。

「いいじゃない、やろうやろう！　ユウ！」

　いつの間にかステージから降りてきた燈が悠人の手を掴み、勢い込んでそう言っているのだ。そんな燈の表情を見て悠人はある事に思い至りＩＫＵＴＯへと向き直る。

「ひょっとして燈のお守りをさせようってつもりじゃないでしょうね」

「ひど～～い！　どういう意味よ、ユウ！」

　燈は頬を膨ふくらませるが、ＩＫＵＴＯは笑いながら答えた。

「ははは、それは深読みのしすぎだ。僕は純じゆん粋すいに君の将来性に興味を持ったんだ」

　そしてＩＫＵＴＯは真剣な顔つきで付け加えた。

「それに他人の面めん倒どうを見る、面倒を見て貰うなんて考えは捨てたまえ。そんな心構えでは到とう底ていやっていけない。そういう世界だ」

「そうですか……」

　悠人は安あん堵どしたようだ。ＩＫＵＴＯはそんな悠人に目め敏ざとく反応する。

「ホッとしたようだね？」

「ええ、まぁ。厳しい世界ですからそれに越したことはないと思いまして……」

　隣となりで聞いていた燈はそれを了りよう承しようと受け取ったようだ。

「やったぁ！　これで同じ学校だね、ユウ!!」

「いや、まだそうと決まったわけじゃ……」

　まとわりつく燈に悠人は鬱うつ陶とうしげな顔をする。燈はそんな悠人に頬を膨らませて言った。

「なによ、ユウは昔、私を輝かせてくれるって約束したの、忘れちゃったの？　私は忘れてないよ、ずっと……」

「……あ」

　燈のその言葉に悠人は口ごもる。そして無人のステージへと視線を送る。

　誰も居ない、真っ暗なステージ。しかし悠人は突然、目の前にあった霧きりが晴れたような感覚があった。

　あの時から、ずっと止まっていた時間が動き出そうとしている。そんな感じだ。

「やる気になったようだな、お兄ちゃん的存在くん。いや林崎悠人くん」

「はい」

　肯く悠人にＩＫＵＴＯも満足げに微笑ほほえみを返す。

「僕はアイドルコースの講師なんで生あい憎にくとプロデュースコースへの推薦は出来ない。君には実力で高等部を受験して貰う事になるが、この学校は学科の成績よりも本人の姿勢や資質が優先される。やる気次し第だいだが君なら大だい丈じよう夫ぶだろう」

「望むところです」

　そう答えた悠人はあの事に思い至りＩＫＵＴＯに尋たずねた。

「あの、一つ聞いていいですか？　ＩＫＵＴＯさんは、なぜ俺たちを関係者席に……」

　その問いにＩＫＵＴＯは意味ありげな笑えみを浮うかべた。

「それは当然、同年代の頑張りを君たちに見て欲しかったからさ」

「ひょっとして……」

　ＩＫＵＴＯは耀が燈の幼馴染みだって事を知っていたんじゃないのか。そう言いかけた悠人だが、後の言葉は呑み込んだ。結果的にこうなったわけだ。今さら詮索したところで何か意味があるわけでもない。

「いえ、何でもないです。決めました、俺もこの学園へ来ます。輝夜学園へ」

「期待しているぞ、林崎悠人くん。みんなが輝けるように、君が魔ま法ほうを掛けてやるんだ」

　不思議な言い回しだったが、なにしろあのＩＫＵＴＯが言う事だ。その時の悠人はさして気に留とめなかった。

「よぉ～～しッ、行くわよ！　目指せ、ビッグアイドル!!」

　燈は威い勢せいよく天へと手を突つき上げた。それを追いすっかり暮れた空へ目をやった悠人はそこに輝く星を見た。







１．「景色が変わる」







　その年の晩秋、燈あかりは宣言した通り、輝かぐ夜や学がく園えん中等部芸能科アイドルコースに転入した。中学二年生の二学期途中からの転校になるが、芸能科はもともと転入転科が多いそうで、燈にとってもさして不利になる事はないという話だった。

　悠ゆう人とも燈の懇こん願がんとＩＫＵＴＯの勧すすめもあって、輝夜学園高等部芸能科プロデュースコースへの進学を決めた。しかしＩＫＵＴＯの推薦があった燈とは異なり、悠人は自力で輝夜学園高等部を受験して合格しなければならない。プロデュースコースへの志望者は、この数年でめっきりと減少しているが、それで入学が容易になるわけでもないと中学の進路指導担当教師が教えてくれた。輝夜学園は定員よりも生徒の能力を優先する。入学試験の結果如何いかんでは、新入生がいない学科も珍めずらしくないそうだ。

　もともと悠人の成績自体は悪くはなかった。特に理由や目標もなく中ちゆう堅けん以上の進学校を目指していた悠人にとって、輝夜学園高等部の受験は学科試験に関しては問題なかった。

　問題は学科試験ではなく珍ちん妙みような実技試験があったという事だ。その内容は毎年変わるので、中学の進路指導担当教師や進しん学がく塾じゆくもまったくお手上げだった。悠人が受けた実技試験は、道行く人々を観察してそれぞれの素す性じようを想像するレポートや、一ひと抱かかえもあるカラフルなブロックを並べたり積んだりするものだった。

　合格発表の日、高等部芸能科プロデュースコースの欄らんには、ぽつんとたった一つ数字があった。言うまでもなくそれは悠人の受験番号。一緒に入学試験を受けた生徒が少なかったのは事実だ、結局合格できたのは悠人だけだったのだ。

　こうして翌年の春、林はやし崎ざき悠人は真ま弓ゆみ燈より数ヶ月遅おくれで輝夜学園の生徒になったのだ。




「やれやれ、ようやく終わったか」

　講堂から出てきた悠人は嘆息すると共に大きく伸びをした。プロデュースコースの新入生が自分一人だとは分かっていたが、やはり入学式の最中、周囲から孤こ立りつした席で一人ぽつんと座っているのは気が滅め入いる。もっとも今さらそんな事を悔くやんでも仕方ない。自分にはやるべき事があってこの道を選んだのだ。

「よしッ！　頑がん張ばるぞー！」

　なかばやけくそ気味に悠人は右みぎ腕うでを春の青空へ振り上げてそう叫さけんだ。

「うふふ、気合い入ってるじゃない」

　やにわに背後から聞き慣れた声がした。

「燈か」

　振り返るとそこには真弓燈の姿があった。輝夜学園の芸能科に転校してから寮りよう住まいをしている燈だが、家が隣となり同どう士しという事もあり、休日に帰ってきた時には今まで通り顔を合わせて話もしている。疎そ遠えんになったわけではないが二人きりで話すのは久しぶりだ。そしてなにより輝夜学園の制服に身を包んだ燈に校内で会うのはこれが初めてなのである。

　ボレロにプリーツスカートと言えばごく一いつ般ぱん的てきな学校制服を連想するだろうが、そこはやはり輝夜学園の制服。色合いこそ地味だがエポレットやフリンジで飾り付けられた上着に、サッシュベルトを配したスカートという組み合わせは、さすが輝夜学園の制服と言わせるだけの非日常性があった。そしてなによりもこの数ヶ月で燈もその制服と学校になじんでいるように感じたのだ。

「……へえ、可愛かわいいじゃないか」

　一瞬、息を呑のんだものの、悠人は素直に感想を口にした。

「……なっ!?」

　パッと燈の頬に朱しゆ色いろが散った。

「制服姿を見るのは初めてというわけじゃないけど、やっぱり校内で見ると何か違ちがうなあ。この前までは制服に着られてる感じだったけど、ずいぶん様になったというか……」

「ば、ばばば、馬ば鹿かなこと言ってるんじゃないわよ!!　私が可愛いのは当たり前じゃないの!!　なに言ってるのよ、今さらッ！」

　燈はやにわに両手をぶんぶん振り回し始めた。あまりの勢いに周囲を舞まっていた桜の花びらが渦うずを描えがくほどだ。照れているのは悠人にも分かるが、なぜ燈がそんなに過か敏びんな態度を取るのかはピンとこない。

　去年までは頬を膨らませてそっぽを向く程てい度どだったのにな……。まぁ輝夜学園に転校して半年。多少は成長したのかな。本当に妹が居ればこんな感じなのか。悠人はそんな事を考えていた。

「ま、まぁいいわ」

　ようやく落ち着いた燈は勿もつ体たいぶってそう言った。

「とにかく入学おめでとう。ユウ。でも輝夜学園では私の方が先せん輩ぱいだからね」

　得意げな顔でそう言う燈に悠人は苦く笑しようした。

「おいおい、数ヶ月早く転校しただけで先輩風吹ふかされてもなあ……。第一、俺は高等部で燈はまだ中等部三年じゃないか」

「まったくユウは何も分かってないんだから！」
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　燈は少し頬を膨らませると、悠人に向かって言い聞かせるように続けた。

「いいユウ、輝夜学園では学年や中等部、高等部なんて区分けはまったく意味がないの！　必要なのは実力。それも単なる学力じゃないわ。実習、実技の実績なのよ」

「それは分かってるけどな。そう言う燈だって学園のキャリアは数ヶ月しかないじゃないか。俺に説教できるほど実績を残したのか？」

　少し意地が悪いのを承知で悠人がそう尋ねると、燈はうっと小さく唸うなって後退あとずさってしまった。どうやら痛いところをつかれたようだ。

「そ、それはまぁ。自分なりにはそこそこいけてるんじゃないかって……」

「凄すごかったなあ、入学式の高等部アイドルコース在学生によるライブ」

　悠人はわざとらしく、入学式で披露された高等部芸能科アイドルコースのアイドル候補生によるライブの話を振った。

「だって、私は中等部だもん！　高等部の先輩みたくできなくても当然じゃないの！」

　燈は憤ふん然ぜんとして開き直ってみせた。

「はいはい、そういうことにしておいてやるよ」

　これ以上、燈を攻せめても意味は無い。いくらＩＫＵＴＯから才能を見込まれたとはいえ、ちょっとばかりアイドルに興味があっただけの中学生が転校してきて、いきなり実績を残せるほど甘あまくないとは悠人も分かっていた。

「もう……！　後で私の実力を見て驚おどろいても知らないわよ!!」

　燈は子供っぽい仕草でぷうと頬を膨らませた。悠人が話を切り上げたのには他にも理由がある。燈にどうしても確かく認にんしたいことがあったのだ。少し真顔になると悠人は尋ねた。

「それで、耀ひかるの事なんだけど……」

「あ、うん……」

　慎重に切り出した悠人に燈も浮かぬ顔になる。

「やっぱりアイドルコースの授業には出てきてないの。先生に聞いたんだけど、高等部は芸能科以外にするかも知れない、場合によっては別の学校に進学するかもって……」

「えっ!?　どういう事だよ、それ？　学外進学ってわけなのか？」

　驚いた悠人は思わず声を荒あららげた。

「私も分からないわよ。だって耀ちゃんが会ってくれないんだもの！」

　燈も苛いら立だちを隠かくせない。

　耀は中等部の試験を受けて輝夜学園に入学した。小学校の時に転校したのも、輝夜学園中等部を受験するための準備だったらしい。しかし燈が耀から聞けた話はこの程度。

　燈が転校した頃には、すでに耀はろくにアイドルコースの授業には顔を出していなかった。初めて顔を合わせた時こそ、耀は燈の転校を喜んでくれたが、それ以降はろくに話もしてない。何度か立ち話をした程度だ。

　悠人が燈から直接、話を聞いたりメールや電話で知った話はそこまで。転科や他の学校への進学の話など初耳だ。

「本当はユウにも話を聞いて欲しかったんだけど、受験に差し支つかえると思って……」

　燈なりに気を使っていたのだろう。悠人の方も燈から具体的な話がないので、耀については妙みように楽観して考えていた。

　いや、楽観していたわけじゃないな……。あの耀がアイドルの道を諦あきらめるわけがない。ましてや中等部から輝夜学園に進学して学んでいるのだ。授業に顔を出さないのも特別なレッスンを受けているからなのだろう。大した根こん拠きよもなく何となくそう考えていたのだ。

「先生からは他に何か聞いてないのか？」

　気を取りなおして燈にそう尋ねた。

「これはあくまで生徒のプライベートな問題だからって……。去年の中等部クリスマスライブのバックで歌っていて何かミスしたって噂うわさもあるけど、詳くわしい事はさっぱり。もちろん耀ちゃんから私に話してくれれば問題は無いんだけど……」

　燈は力なく頭を振ふった。

「耀とは会ってないと言うけど、学校には来ているはずだろう？　どこかで見かけたことはないのか？」

「最近、芸能科の授業以外でも見かけてないの。同級生も知らないって言ってるし……。うちの学校は引ひき抜ぬきやストーカー、パパラッチ対策で生徒のプライバシーには厳しいでしょ。こんなに大きな学校だし、どこでどんな授業を受けてるかなんて分からないわよ」

　苛立たしげに燈は答えた。

「……それもそうか。しかしこれは参ったな」

　入学したばかりで悠人自身、まだ学園には不慣れだ。今はまだ右も左も分からない状態である。確かに学園では燈の方が先輩だが、それもわずか数ヶ月程度では面積、人員、カリキュラム共に『巨きよ大だい』という単語が相応ふさわしい輝夜学園の全容を把握するのは無理だろう。

「……あ、ごめんね。せっかくの入学式なのに。それでユウはこれからどうするの？　予定がないならお茶でもする？　どうせプロデュースコースの新入生はユウ一人だし。他にやることもないでしょ。なんだったら付き合ってあげてもいいわよ」

　燈なりに気を利きかせているのだろう。考え込む悠人に向かって冗じよう談だんめかしながらも燈はそう言った。

「いや、まぁ……」

　上の空で悠人がそう答えかけた時だ。

「仁に藤とう耀くんについては僕もいささか気になっていた」

　背後から出し抜けにそう言う声が聞こえてきた。

「確かにこれは彼女自身のプライベートな問題だ。もっともアイドルにとってはプライベートはないも同然。これを乗のり越こえない限り彼女はアイドルには、スターにはなれない」

　悠人と燈が振り返った先には、地味なグレイのパーカーに身を包んだ若者がいた。もっとも地味なのはあくまでパーカーの色だけ。ただそこに立っているだけにも拘かかわらず、パーカーを身につけている若者は、圧あつ倒とう的てきとも言える存在感を放っている。

　そんな人間はそうはいない。ましてや悠人が知っている、そして声を掛けてくる人間と言えば思い当たるのは一人だけ。

「いきなり現れないでくれませんか。ＩＫＵＴＯさん」

　呆あきれたように悠人はそう言った。

「ははは、気にすることはない。アイドルは神出鬼没だと前にも言っただろう」

　先程終わった入学式でもＩＫＵＴＯは祝辞を述べたのだが、その時も突然、講堂の天てん井じように渡わたされた鉄骨の上に現れ、そのままダイブしてくるという荒あら技わざを見せていたのだ。もちろん、降りる場所にはマットレスが用意してあったのだが、人を驚かせずにはいられない性しよう分ぶんらしい。もっとも単に来場者を驚かせただけではない。その後の祝辞も単に言葉を述べるのではなく、その場で新入生へ贈おくる言葉を即そつ興きようで歌にして歌ってみせたのだ。驚かせるだけではない。人を楽しませる事にもぬかりはない。それがＩＫＵＴＯなのである。

「よろしい。いずれにせよ今年度のプロデュースコースは林崎くん一人しかいないんだ。まずは君に仁藤くんの件を任せようではないか！」

「はぁ、俺がですか!?」

　説明や前置きもなしにそう言うＩＫＵＴＯには、さすがに悠人もうろたえた。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。俺は今日、入学したばかりなんですよ！　授業はもちろんオリエンテーションだってまだなのに、何をしろと言うんですか!?」

「プロデュースコースの生徒には、ゴールデンウィーク中に行われる新入生ニユーカマー歓かん迎げいフェスティバルに合わせてステージを企き画かくして貰う事になっている。ちょうどいい。そこで真弓燈くんと仁藤耀くんで何かやってみないか？」

　この学園に於おける新入生歓迎会とは、新入生が祝って貰うものではなく、その実力を学園側や来場者に見て貰う為のイベントなのだ。言うなればお披ひ露ろ目めのようなものである。その辺りの説明は、すでに入学式の前にされていた。

「何かって……」

　ＩＫＵＴＯから一方的にそう言われた悠人は思わず反論しようとしたが、口を開く前に燈が歓かん声せいを上げた。

「本当！　それならきっと耀ちゃんも喜ぶよ！　私もユウなら安心だし!!」

「ちょっと待て、おい！」

　喜色満面の燈に悠人は慌あわてる。

「今も言ったけど、俺は入学したばかりなんだ。第一、ゴールデンウィークの新入生歓迎フェスティバルって、一ヶ月もないじゃないか。いきなりそんな事を言われても……」

「あら、それは私だって同じだったわよ」

　燈はえへんと言わんばかりに胸を張ってみせる。

「私なんて途と中ちゆうから転校してきたのよ。直前まではごく普ふ通つうの中学校に通う、可愛いのが取とり柄えのごく普通の女子中学生だったのに、輝夜学園に転校したその日から問答無用でいきなりアイドル候補生だったのよ。それよりはマシじゃないの」

「環かん境きようが人を作るという言葉もある。林崎くん」

　そう言うや否いなやＩＫＵＴＯは何故なぜか天を見上げて青空を指さす。

「習うより慣れよ。それがこの学園に於ける暗あん黙もくのポリシーでもある。百パーセント完全な準備などない！　思い立ったが吉きち日じつ！　まずは翔とべ！　天に輝く星となれ！」

「……はぁ」

　入学したばかりでいきなり耀と燈でステージを企画しろと言われても、あまりにも難易度が高すぎて逆にピンとこない。

「やろう、ユウ！」

　学園に於いては数ヶ月先輩の燈はすっかり乗り気だ。悠人の手を取り、熱のこもった調子でそう言った。

「子供の頃ころの約束通り、私たちを輝かがやかせてよ！　耀ちゃんだってユウと会えば絶対にその気になるわよ!!」

　約束か……。そうか、そもそも俺は……。

「その為にこの学園に入学したんじゃないのか……！」

　悠人の胸の内を言葉に出して言ったのはＩＫＵＴＯである。

「勝手に人の心境を代弁しないでくれませんか？」

「ははははは！」

　悠人が睨にらみ付つけてもＩＫＵＴＯが動じるわけもない。さわやかに笑ってみせた。

「状じよう況きようが限定されればある程度は他人の考えている事は分かる。それもアイドルやプロデュースには必要な技能だ。忘れるな」

　そう言うなりＩＫＵＴＯはどこからともなくマイクを取り出した。

「プロデュースコースの野の口ぐち先生と中等部アイドルコースで真弓くんの担当である西さい条じよう先生には、僕の方から連れん絡らくしておく。おって実習計画を提出する事になるだろうが、それぞれの先生の指示に従ってくれ!!」

　ＩＫＵＴＯは突然、マイクをかざし羽織っていたパーカーを脱ぬぎ捨すてた。

「レッツ、ミュージック!!」

　そう叫ぶや先さき程ほどまで入学式が行われていた講堂の方へ向かって駆かけ出していく。そんなＩＫＵＴＯの後を追うように、どこからともなくギターやベースを手にしたバックバンドが現れる。照明や音おん響きようスタッフも植え込みや建物の陰かげからライトやボーカルアンプをセッティングする。ＩＫＵＴＯが羽織っていたパーカーをスタッフの一人が受け取った瞬しゆん間かん、その場の空気が変わった。

「ＩＫＵＴＯだ！」

　誰かが叫ぶ。

「ＩＫＵＴＯよ、本物のＩＫＵＴＯ!!」

「まじかよ、本当にＩＫＵＴＯだぜ！」

　入学式を終えた生徒や家族たちが一いつ斉せいにＩＫＵＴＯの周囲へと群がり始めた。ついさっき入学式で祝辞に代えて一曲披ひ露ろうしたというのにまったく満足していないようだ。

　いや満足というのはないのかも知れない。ＩＫＵＴＯが発するオーラは人を惹ひきつけて止やまないようなのだ。

「まさにアイドルオーラねえ」

　燈の言う通りだ。悠人はそんな燈の方へ向き直って言った。

「それでアイドル候補生になって数ヶ月の燈は、そのアイドルオーラとかを出せるようになったのかよ？」

「そりゃ当然よ」

　燈はとぉーと何やら気の抜けるかけ声を掛かけてから両手を天にかざす。

「アイドルオーラ全開!!」

　ヒーローマンガの主人公みたいなポーズでそんな台詞せりふを口にしたところで何が変わるわけでもない。講堂の前に移動したＩＫＵＴＯを一目見ようと集まった群衆も誰だれ一人ひとり燈の方へは目を向けようともしない。

「アイドルオーラ全開というか全ぜん壊かいだな。全面的に壊こわれる方の」

「なによもう！　私だってバックバンドに照明やその他のスタッフがいれば……」

「いれば……？」

　少し意地悪だなと思いつつも悠人は講堂前で始まったＩＫＵＴＯのゲリラライブへと視線を巡めぐらせた。それだけで燈には充じゆう分ぶんだった。燈は肩かたを落としてため息をつく。

「……まぁＩＫＵＴＯさんには敵かなわないわ。それは認める。でもこの学園の生徒は誰も現段階ではＩＫＵＴＯさんに敵わない。それも事実よ」

「それで諦めるのか？」

「そんなわけないでしょ！」

　肩を落としたのも束つかの間ま、燈は気を取りなおす。

「今に見てなさい。ＩＫＵＴＯさんが空に輝く一等星でも、それを凌しのぐほどの輝きを放つ超ちよう新しん星せいになってやるんだから！」

「そりゃいい元気だ」

　そして悠人は苦笑しながら付け加える。

「だけど超新星はヤバいだろう。だってあれは恒こう星せいの爆ばく発はつだろ？」

「え？　そうなの？　でもまぁ一気に人気爆発しようぜ！　的な気構えという意味で」

　燈は意外そうな顔をしたものの、威勢のよさは変わらない。笑いながらそう言った。

「気構えならいいけど人気以外は爆発するなよ」

　そして悠人はＩＫＵＴＯの方へと視線を巡らせた。ゲリラライブは最高潮に達しているようだ。

「……一つ疑問なんだけど」

「なに？」

　ちょこんと燈が顔を出す。

「ＩＫＵＴＯさんはどうしていつも歌いたがるんだ？」

「アイドルだからじゃないの？」

　即そく答とうである。

「なるほど」

　悠人も納なつ得とくせざるを得ない。そして悠人は考えを巡らせる。

　耀か……。

　燈から耀の話は聞いていても、実際に目にしたのは半年前、学園へ見学に来た時に見たライブのステージだけ。悠人の脳のう裏りに住む耀はまだ小学生の女の子だ。

　話すにしても何をどう切り出せばいいのか見当もつかない。

　だけど……。

　悠人は考える。

　そうだ。俺おれは耀や燈を輝かせると約束したんだ。それは俺自身の為でもあるんだ……。

　ＩＫＵＴＯの歌声に耳を傾かたむけながら悠人は決意を新たにした。







２．「眠り姫」







「ふむ、まぁいいだろう」

　プロデュースコースの教師、野の口ぐちは悠ゆう人とが提出した企き画かくに目を通して肯うなずいた。もっとも納得はしているが感心はしていない。

　初心者はこんなものかという心情が顔に出ている。今年度のプロデュースコース新入生は悠人一人だ。一いつ般ぱん科目は他コースの生徒と一緒に授業を受けているが、プロデュースコースのみの科目は一人になってしまう。今日も教室で教師の野口とマンツーマンの授業。その内容はＩＫＵＴＯに言われたゴールデンウィーク中の新入生歓迎フェスティバルライブ実習の企画書とスケジュール作りだ。

「林はやし崎ざきくんも一人で大変だね」

「ええ、まぁ」

　曖昧に肯く悠人に野口は苦笑した。

「何かと派手なうちの学園だろ。どうしてもプロデュースコースみたいな地味な学科は人気がなくてね。プロデュースコース不要論なんて話も出てるくらいだから、君には頑張って貰わないと」

　やはり表に出ない仕事は輝夜学園でも人気がないようだ。

「はい、頑張ります」

　苦笑しながらそう答えた悠人に、野口も苦笑を返しながら話を続けた。

「アイドルコースの真まゆ弓み燈あかりさんの承しよう諾だくは取れているようだね。あとは仁に藤とう耀ひかるさんか」

　自分自身もかつて男性アイドルだった野口はＰＣを操作して首を傾かしげた。

「林崎くん、やはり仁藤さんは普ふ通つう科かへの転科願を出してるよ。三年になってからは普通科で授業を受けてる。それにまだ決定ではないようだけど、場合によっては学外進学も考えているそうだ。中等部アイドルコースの西さい条じよう先生からそうメールが来ている」

「そうですか」

　燈から聞いた通りだ。学校側でも確認していた事になる。

「転科願は西条先生のところで保留されてるから、一応、まだ学がく籍せきはアイドルコースにある。君の方からライブ実習への参加を要よう請せいする事も出来るけどどうする？　どうも転科の意志は強いようで、他の芸能科実習にも参加してないそうだ」

　そして野口は意味ありげに悠人へ視線を送る。

「どうする？」

「説得してみます」

　悠人は即答した。

「耀……、いえ仁藤耀さんは俺や中等部芸能科の真弓燈とは幼馴染みなんです。燈は耀とアイドルになるって約束していたんです。俺もそれを応おう援えんするって……」

「その話は面接の時も言っていたなあ」

　野口は眼鏡めがねを直してそう言った。

「まぁいい。子供の頃の夢を大切にするのは悪い事じゃない。それが実現するにせよ、しないにせよな」

　そして野口は首しゆ肯こうして続ける。

「一応、この線でやってみたまえ。何か分からない事があったら、その都度、私なり他の先生なりに相談すればいい。忙いそがしいのでなかなか学園に顔を出せないのだが、ＩＫＵＴＯくんでも構わないぞ」

「はぁ……。そうさせていただきます」

　悠人が生返事なのは、忙しいという割にはＩＫＵＴＯがやたら自分や燈の前に姿を現しているように思えたからだ。もっとも実際には半年間で二回だけなのだが、それでも多た忙ぼうなトップアイドルとしては充分だろう。野口はそんな悠人の心情を察したようだ。にやりと笑い教きよう卓たくから立ち上がりながら付け加えた。

「ＩＫＵＴＯくんも君には期待しているからな。無理をしない範はん囲いで頑張ってくれたまえ」

「はい」

　一体自分のどこに期待しているのだろうか。内心、首を傾げながらも悠人は答えた。

「一応、企画書はこれで預かっておくよ。真弓さんとは話がついてるようだから、あと二人は君の交こう渉しよう次し第だいだな」

　悠人は野口の言葉に首を傾げた。

「あれ、企画書には仁藤耀と真弓燈のデュオユニットと書いておいたはずですけど」

　野口は悠人にタブレットＰＣの画面を示した。そこには今しがた中等部アイドルコースの教師西条から届いたばかりのメールが映し出されていた。

「ほら、真弓燈さんはトリオでやると申しん請せいしているそうだ」

　確かにメールに添てん付ぷされた燈のライブ実習申請書には『楽曲、ダンス：トリオ予定』とあったのだ。




「だってえ……！」

　悠人の言葉に燈は金きん髪ぱつのツインテールを揺ゆらせて不服そうな顔で答えた。

「晶あきらちゃんとも約束したでしょ！　ユウ。三人で一緒に輝こうって!!　私と耀ちゃんが一緒にやるのに、晶ちゃんをのけ者にするわけにもいかないでしょ！」

「いやまぁ、それはそうなんだろうけどさ……」

　唇くちびるを尖とがらせる燈に悠人は辟へき易えきとしたように答える。

「第一、晶が今どこで何をやってるかも分からないだろう。それをどうしろって……」

「この学園にいるんじゃないの？」

　こともなげにそう言ってのけた燈に悠人はぽかんとする。

「え、マジで？」

　我に返った悠人は即そく座ざにそう聞き返した。

「知らないけど」

　今度はあっさりとそう返された。

「おいおい、根拠もなしに言わないでくれよ」

　さすがの悠人もうんざりとする。そんな悠人に燈はにんまりとして続けた。

「ユウだって今、私からそう言われて『あるかも』って思ったでしょ？　それはそうよ。アイドルを目指すなら、この学園に来るのが一番手っ取り早いもの。晶ちゃんもアイドルを目指しているならいるはずよ」

　燈は得意げだが、残念ながらその理り屈くつには大穴がある。

「じゃあ燈は学園内で晶を見たのかよ？」

　悠人のもっともな指し摘てきに燈はうっと呻うめいて後ずさる。

「そもそも晶が今でもアイドル目指してるなんて確証はないだろう？　俺だって燈だってもう何年も会ってないんだ」

「目指してるもん！　私が今でもアイドルを目指しているんだから、晶ちゃんが諦めちゃうはずがないわよ！」

　燈はそう言って食ってかかった。

「でもなぁ。お前が見てないって言うんじゃ、少なくとも中等部芸能科のアイドルコースには在ざい籍せきしてないはずだろう？　それなら……」

「確かにそれはそうだけど他の学科でもアイドルは目指せるよ。アーティストとかダンサーやモデル、声優コースから目指してる人もいるんだよ」

「それはまぁ……、そういうのもあるだろうけど」

　一応そう答えたものの、悠人も納得したわけではない。

　悠人と燈は耀が授業を受けている校舎に向かっている途中。芸能科の生徒とアポイントを取って交こう渉しようするのもプロデュース実習の一いつ環かんだ。しかし耀は最近、芸能科の授業に出席しておらず、どこで何の授業を受けているのかすらも分からなかった。生徒個人のスケジュールは公開されておらず、悠人は耀の居場所を見つけるのにも一苦労だったのである。

　燈の応援を頼たのんでようやく何人かの生徒から話を聞き出し、耀が受けている授業のスケジュールが判明。今から燈と一緒に交渉に向かうところなのだ。

　時刻はすでに放課後。学校とはいえ輝夜学園は昼夜の区別はないも同然。二十四時間どこかで講義や授業、実習が行われており、学がく生せい寮りようや合宿用の施し設せつも完備している。その中で唯ゆい一いつと言っていいほど、夕方にはきちんと授業を終えるのが普通科なのだ。耀と会うならそろそろ急がなければならない。

「そもそもなんで輝夜学園に普通科があるんだ？　エンターテイメント産業従事者を育成するのが目的の学校なんだろう？　輝夜学園に来てまで普通科に入る事もないだろうに」

　散々振り回された恨うらみも手伝って、そんなぼやきが口を衝つく悠人に、燈はさも得意げな顔で言う。

「学園全体のバランスなんだって。エンターテイメント関連志望者ばかりになると、学園内での評価が偏かたよりがちになるでしょ。それに他の学科で足りない部分を補う為ため、こちらのカリキュラムで授業を受ける事も……」

　そこまで言ったものの燈は後の言葉を濁にごす。耀の事を思い出したのだろう。耀こそまさにまだ芸能科に在籍しているにも拘かかわらず、中等部三年生になってからは普通科の授業しか受けていないらしいのだ。そしてその本当の理由もまだ分からない。

「まぁいいさ。急ごう。普通科の生徒が帰っちゃうぞ」

　悠人は足が止まっている燈を促うながすと普通科の校舎に入っていった。




　輝夜学園の制服は全学科共通。しかし襟えり章しようやバッジなどで学年や学科、選せん択たくコースの違いはすぐに分かる。普通科校舎に入るなり悠人と燈はすぐさま奇き異いの目で見られた。

「ほら、あの子……。中等部芸能科の三年……」

「数ヶ月前に転校してきたばかりだっていうのに、もう人気トップクラスなんでしょ？」

「サイン貰もらえるかな、サイン」

「隣となりにいるの誰だれ？　彼かれ氏し？」

　生徒たちの囁ささやきを背中で聞き流す燈はまんざらでもない様子だ。

「ほら、長居すると色々と変な噂うわさ、流されちゃうわよ。さっさと耀ちゃんを捜しましょう」

　わざとらしく金色の髪かみをかき上げてそう言った。

「彼氏じゃないわよ。アイドルコースは恋れん愛あい厳禁よ～～。隣は高等部のプロデュースコースの生徒よ。襟章のところにＰの字があるでしょ」

「あれ、高等部の誰だっけかがセルフプロデュースで大成功したんで、プロデュースコースって廃はい止しになったんじゃないの？」

「まだ一応あるらしいわよ。今年入学してきた物好きがいたって聞いていたけど……」

　背後から聞こえてくる生徒の噂話に悠人は思わずずっこけそうになる。その時だ。別の会話が耳に入ってきた。

「プロデューサー志望か。いいなぁ、私もスカウトしてくれないかな」

「なに言ってるのよ、ダイエットや恋愛禁止が嫌いやだから、自分で芸能科志望やめたんじゃないの」

「でもさぁ、ほら。三組の仁藤さんが普通科に転科志望なんでしょ。一人欠員がでるわけじゃないの」

　仁藤？　転科志望？　悠人と燈は同時に振り返り声の主を探した。

「別に欠員が出たからって新しく募ぼ集しゆうしないよ～～」

「そういやそうだよねえ」

　悠人はそんな話をしている女子生徒二人組を見つけ声を掛ける。

「あ、あの……！　俺、高等部芸能科プロデュースコースの一年で……」

　言いかけた悠人の前に燈が割って入る。

「こういうのは女同士で話した方がいいでしょ。いらぬ誤解を与あたえる事もないし！」

　燈は悠人を視線で牽けん制せいすると女子生徒の方に向き直った。

　一いつ瞬しゆんで燈の顔には輝かんばかりの笑えみが浮うかぶ。

「あの私、中等部芸能科アイドルコースに在籍している真弓燈といいます」

　その瞬間、燈の周囲には華はなやいだ空気があふれる。横で見ていた悠人も思わず驚きよう嘆たんしたほどだ。冗談半分なのだろうが、ＩＫＵＴＯの言うアイドルオーラとはこの事かと改めて感心する。

「知ってます、知ってます！」

「この前のひな祭りライブ見ました！」

「ありがとう」

　にっこりと笑う燈に、悠人はこれが妹同然だったあの女の子なのかと我わが目を疑うほどだ。この数ヶ月間で燈もアイドル候補生としての実績をはぐくんでいたのは事実のようだ。

　なんだ、人気無いわけじゃないんだ。

　悠人は少し安心した。

「それでちょっと伺うかがいたいんですけど、今お話ししていた仁藤さんという方。実は私の幼おさな馴な染じみなんです。それでちょっと事情を聞きたいと思って……」

「幼馴染み？　意外～～」

「いいですよ、私たちで分かる事ならお話しします」

　我が慢まんしきれずに悠人は燈の肩ごしに二人へと尋たずねた。

「仁藤耀だけど、最近何かおかしなところは無いかな？　学校やめたいって言ってるとか」

　勢い込んでそう尋ねる悠人に女子生徒二人は警けい戒かい心しんを露あらわにする。燈は悠人を横目で牽制してから改めて女子生徒に聞いた。

「こちらの方は高等部プロデュースコースの先輩です。実はその仁藤さんと私でゴールデンウィークのライブ実習を予定しているんです」

　燈の言葉に女子生徒たちは何度も首肯を繰くり返した。

「あ～～、やっぱりね。仁藤さんって芸能科に戻もどるんだ」

「仁藤さんの学籍って、まだ普通科にないって話だもんね」

　そんな二人に燈が尋ねる。

「放課後だけど行き先に何か心当たりはありませんか？」

　悠人は逸はやる心を抑おさえながら返答を待った。




　耀は放課後いつも図書館に寄っている。それを聞いた悠人と燈は図書館へと急いだ。

「こっちが近いはずよ。だけど図書館とは盲もう点てんだったわねえ」

　小走りになり息を切らせながら燈はぼやいた。

「よく考えてみれば耀は本が好きだったし、むしろなんで気がつかなかったのかと……」

　悠人はまだ入学したばかりで校内には不案内だ。燈が先を行き、悠人がその後からついていく形になっている。無論、駆け足なら悠人の方が速いのだが、燈が近道を知っていると言う以上ついていくしかない。

「だって図書館なんて最初の学園案内の時しか行ってないもん。劇場や映画館と同じ区画にあるからよく前は通るけど、中には入ったことないし……！」

　燈は悠人の言葉にむくれている。

「まぁ、それもそうか」

　この学園では悠人よりも先せん輩ぱいとはいえ燈も転校してきて数ヶ月。広大な学園の施し設せつ全すべてを隈くまなく見て回るのは不可能だ。劇場や映画館があるのは文化施設ブロック。図書館の他に美術館や博物館もあり、生徒や教職員だけではなく、学園外にも広く公開しており、常に見学者の姿は絶えない。

「ほら、無む駄だ話ばなししていないで急ぐわよ。ユウ！　その道を渡れば図書館……」

　金色のツインテールを揺らして燈が振り返った時だ。突とつ然ぜん、背後から声がした。

「ユウ？　ユウって、まさか……？」

　悠人の肩ごしに声の主と視線を合わせた燈の顔に驚きが浮かぶ。

「あれ……、燈ちゃん？」

　悠人は即座に誰の声なのか思い出せなかった。しかし転校してきてから何度か会っていた燈はすぐに声の主に気付いた。

「耀ちゃん！」

　その名に悠人は声の方へ向き直る。そこには眼鏡を掛け、花冷えする季節という事もあり、制服の上に厚手のカーディガンを羽織った女子生徒がいた。小首を傾げると、肩より少し長めに揃そろえられた髪がふわりとゆれた。

「もう、耀ちゃんじゃないの！　散々メールしたのに、どうして会ってくれないのよ！」

　そう言うや否や燈は耀に食ってかかった。子供の頃のイメージしかない悠人は、目の前の少女が耀の面おも影かげと一いつ致ちするまでしばしの時間を要した。燈から聞いていたとはいえ、特に眼鏡が耀のイメージとなかなか合がつ致ちしない。

「ごめんごめん、こっちも色々と忙しくて……」

　むきになる燈に対して耀はにこやかに笑いながらそう答えた。

　耀……？　本当に耀なのか？

　昨秋のライブで見ているとはいえ悠人には何かピンとこなかった。子供の頃とも違ちがう、そしてそのライブで見た時とも何か雰囲気が違うように思えたからだ。

　確かに可愛かわいいが、どことなく地味な印象がある。例えるなら去年の秋、ステージで見た耀は純金。今の耀は輝いているが、輝きそのものが金のそれとは違う。

　輝くものが全すべて黄金とは限らない。悠人はＩＫＵＴＯのその言葉を思い出していた。

　声を掛けあぐねている悠人に耀の方が気付いた。

「えっと、あの……。ひょっとして、いま言っていたユウって……」

　なにか言いかけて耀は口ごもる。そのまま燈へと視線を巡らせた。

「そう、これがユウ！」

「これとはなんだ！」

　半分照てれ隠かくしに悠人は思わずそう声を荒あららげた。

「ホント!?　ユウくん？　ユウくんなのね!!」

　耀はパッと顔を輝かせた。その瞬間、悠人は彼かの女じよが幼馴染みの仁藤耀だという事を確信した。その笑顔は確かに子供の頃に見せていたあの屈くつ託たくのない笑顔に間ま違ちがいない。しかしなぜだろう。その一方で何かまだ違い和わ感かんが残る。去年の秋、見学に来た学園で見たライブ。やはりその時の耀とは何かイメージが繋つながらないのだ。無論、ステージ衣装ではなく普通の制服。そしてメイクもしていないのだから、外見から違う印象を受けても当然だ。だが違和感は外見から起因するものでもなさそうだ。
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　なんだろう、一体……？

　悠人は首を傾げるばかりだ。

「ユウくん？」

　近寄ってきた耀が上うわ目め遣づかいにそう尋ねたのに気付いて、悠人はうわっと驚おどろいて思わず後退あとずさった。

「もう、そんなに驚く事はないでしょ。四年ぶりだっけ？　へえ、なんか変わらないね。背は高くなったけど」

　そう言うとまた耀は笑った。

「四年ぶりと言っても、去年の秋に学園見学した時、耀のライブを見たんだけどな」

　耀とは何か目を合わせにくい。悠人は少し視線を逸そらしながらそう言った。

「うん、燈ちゃんからもその話聞いたよ。控ひかえ室しつに来てくれれば良かったのに」

「そういえばそうよねえ」

　今さらのごとく燈が肯く。

「あの時は気が動転してそこまで頭が回らなかったから。ＩＫＵＴＯさんも出てきたし」

「あの人が出てくると、何か調子狂くるっちゃうわよねえ」

　悠人の言葉に燈も笑った。耀はそんな二人の横で相づちを打ちながら笑っているが、何か取っ付きにくい印象は相変わらずだ。

　おかしいな、耀ってこんなに周囲と距きよ離りを置く女の子だったかな？

　悠人は首を傾げる。燈は気にしてないようだが、悠人にはどうしても耀が自分たちとの間に壁かべを作っているとしか思えなかった。

「いや、ＩＫＵＴＯさんの話じゃないんだってば！　ユウ、耀ちゃんに話があってきたんでしょ!?」

　我に返ると燈は悠人にそう促した。しかし悠人が何か言う前に耀が少し慌てたように口を開く。

「そういえばユウくん、ＩＫＵＴＯさんの勧すすめで輝夜学園に入ったんだってね」

「……え、あぁ。まぁ……」

　ライブ実習の件を切り出そうとした悠人だが、先に耀から別の話を振ふられて気勢を削そがれてしまった。二人の間では燈が呆れた視線を悠人へ送っていた。

「プロデュースコースって他の生徒がいなくて大変でしょ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　話している間に何となく耀との距離感が埋うまってきたように思えた。悠人は子供の時のように親しげに耀と話を続ける。

「まぁ同級生はいないけど、先生や学校側がちゃんとしてるから大丈夫だよ」

「そっか、色々と大変だと思うけど頑がん張ばってね」

　耀はそう言ってにっこりと笑い続けた。

「それじゃ、あたし用事があるから。またね、ユウくん、燈ちゃん」

　二人に手を振ると耀は足早にその場から離はなれようとした。反射的に手を振りかえそうとしてしまった悠人だが、一足早く我に返った燈が思わず声を上げた。

「ちょ、ちょっとユウ！　ライブの話してないでしょ!!」

「あ……、しまった」

　耀に何となく流れされてしまうところだった。悠人は慌てて耀の背中に呼びかけた。

「耀、ちょっと聞いて欲ほしい事があるんだ！　おい、耀!!」

　小走りとはいえ女の子の足、そして広大で騒さわがしいとはいえ、あくまで学園内だ。耀はまだ目と鼻の先にいるし、悠人の声が聞こえていないはずがない。しかし耀には悠人の声が届いていないようだ。まるで逃にげるように耀は街路樹の間に入っていく。

「何やってるのよ、耀ちゃん！　話聞いてよ！」

　燈も何かおかしいと気付いたようだ。燈も悠人に続いて、行き交う生徒を押しのけて慌てて耀を追った。

　逃げるようにじゃない……。耀は逃げているんだ！

　悠人は確信した。俺たちからか？　いや、違う。それなら最初から声を掛ける事はしなかったはずだ。逃げているのは、もしかしたら……。

「耀！」

　街路樹を抜ぬけた悠人は周囲を見回すが、耀の姿はない。生徒や学生、見学者はいるが、見失うほどの人数でもない。

　この周囲にあるどこかの建物か校舎に入ったのだろうか？　しかし入学したばかりの悠人にはどれが何の建物なのか皆かい目もく見当もつかない。悠人は燈へと頭を巡らせて尋ねた。

「燈、耀はどこかの建物に入ったと思うけど、何か心当たりは無いか？」

「あるわけないでしょ！」

　即答である。ろくにこの辺りへ来た事のない燈に聞いても意味がないのは確かだ。

「どうしよう。手て当あたり次し第だいに入ってみる？　こっちがデザインスタジオで隣がなんか音響関連の施設が入ってるみたいだけど」

　燈はそう尋ねるが悠人も即座に判断できない。二人から逃のがれる為に入ったとすれば、それが何の建物であるかは関係ないだろうし、結局どこを選ぶにせよ勘かんと運頼みだ。手分けするにも二人ではいかんともしがたい。そもそもなぜ耀が二人を避さけているのか、それが分からない限りは見つけたところでまた同じ事の繰り返しだろう。

「困ったな」

「困ってる場合じゃないでしょ！」

　燈は憤いきどおるが、だからといってどうにかなるわけでもない。悠人と燈がそんな事を話しながら改めて周囲を見回した時だ。音響関連の施設が入っているすぐ目の前の建物の入り口から、出し抜けに耀が飛び出してきたのだ。

「ユウ！　耀ちゃんよ！」

　燈に言われるまでもない。悠人は反射的に身体からだが動いていた。

「耀、ちょっと！　ちょっと話があるんだ!!」

　声を掛けたみたものの何か様子がおかしい。どうやら耀はまた別の誰かから逃げているようなのだ。

「ご、ごめんなさい！　いま急いでるの!!　本当、ごめんなさいね!!」

　悠人たちを見て一度は立ち止まったものの、謝あやまりながらまた駆け出してしまう。

「何を急いでいるんだよ！　ちょっと話を聞いてくれるだけで……」

　耀を追いかけようとした悠人だが、続いて建物から出てきた誰かとぶつかりそうになり慌あわてて身をかわす。

「おい、待てって言ってるだろう！　耀！　聞いてるのか！　逃げるんじゃねえよ！」

　荒っぽい口調だが女の子の声だ。建物から出てきたその小こ柄がらな女の子の方も、悠人を避けようとしてバランスを崩くずしてしまった。

「……と!?」

　ポニーテールを揺らせて倒たおれそうになった小柄な女の子に悠人は咄とつ嗟さに手を差さし伸のべた。女の子の方も差し出されたその手を握にぎり体勢を立て直す。

「いや、悪ぃ」

　素っ気なくそう言うとポニーテールの女の子はすぐさま耀の方へと向き直る。

「おい待て、耀！　ちったぁ私の話も聞いたらどうだ！」

　そう言うなり悠人の手を振り払はらい耀を追いかけようとしたが、今度は燈がやにわに大声を上げた。

「晶ちゃん!?」

　数歩、駆け出しかけたポニーテールの女の子はその名前に足を止めた。

「……へ？」

　そのまま燈の方を振りかえる。ポニーテールの女の子の顔を正面から見た燈はパッと顔を輝かがやかせてその名を繰り返した。

「やっぱり晶ちゃんだ！　こんなところで何してるのよ!?」

　晶……？　晶ちゃんだって？

　首を傾げる悠人の目の前でポニーテールの女の子は面めん倒どうそうに頭を巡らせたが、燈を見るなるすっ頓とん狂きような声を上げた。

「おいおい、なんだよ。燈じゃないか！」

「そうよ、私よ！　どうしたのよ一体？」

「いや、どうもこうも……。話すと長くなるんだけど……」

　そこまで言った時、晶と呼ばれた女の子は自分の用事を思い出したようだ。

「ああ、いけね。耀を追いかけてるところだったんだ。じゃ、またな！」

　サッと手を挙げてまた走り出そうとした晶だが、すぐにまた足を止める。そして難しい顔をして悠人の顔を覗のぞき込んだ。

　何か言う度に大げさな身み振ぶりをしてみせるので、それに合わせてポニーテールも揺れる。小柄だがすらりとして均きん斉せいの取れたプロポーションだ。正面から見てみると、乱暴な口調とは裏腹に結構な童顔で、むしろ愛らしい小動物といった雰囲気である。

「……？　あれ、お前。会った事があったっけか？」

　その問いに悠人も頭を掻かく。

「いやぁ……。俺も何か覚えがあるんだけど……」

「はぁ……!?」

　二人の会話に燈は思いきり呆あきれた顔をしてみせる。

「なに言ってるのよ、二人とも。晶ちゃん、これユウよ！　林崎悠人！　それでユウ、こっちは晶ちゃん！　相あい本もと晶！」

　しかし燈の説明にも悠人とポニーテールの女の子はぽかんとする。そんな二人に燈は一瞬にっこりと笑い、深呼吸してから声を張り上げて言った。

「いい加減にしてよ！　忘れたとは言わせないわよ!!」

　通行人が驚いて振り返るほどの声量だ。転校してからの数ヶ月間でよほど発声練習をこなしてきたのだろう。悠人が思わず耳を塞ふさぐほどである。しかしその大声も無む駄だではなかったようだ。

「あ～～！」

　悠人は耳を塞いでいた手を思わず叩たたいた。

「晶か!?　相本晶!?」

　晶の方もあっと声を上げて悠人を指さした。

「ユートか？　あのユート!?」

　いささか発音が微び妙みようだ。どうやら晶は『ゆう』とうまく発音できないらしい。

　そうだ、間違いない。相本晶は子供の頃ころからそうだったのだ。

　そして二人はお互たがいを指さして叫さけんだ。

「「なにやってんだ、お前！」」

「いいから離れて！」

　妙みようにシンクロしている二人の言動に、燈は一瞬、むっとした表情を浮かべてから、中に割って入り力ちから尽ずくで引ひき離した。

「いや、だからほら。燈も……。あれ、燈。なにしてるんだ？　それになんでお前ら、この学校の制服を着てるんだ？」

　今さらのごとく晶はそんな事を尋ねる。

「いや、お前だって着てるだろう。制服」

　悠人の言う通りだ。上着を腰こしに巻き、ブラウスの上に安っぽいスタジャンを羽織っているが、一応、晶も輝夜学園の制服姿だ。

「いや、だって。ほら、私も一応この学園の生徒だし」
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　その答えに悠人と燈は一瞬の沈ちん黙もくを経へた後、思わず声を合わせて叫んでしまった。

「「はぁああ!?　本当に？」」

「本当にはないだろう、本当には！」

　二人の反応に晶はふて腐くされたように近くのベンチに座すわり込む。

「つうかお前らこそ、なんで輝夜学園の制服着て校内にいるんだよ？」

「いや、俺おれも燈も輝夜学園の生徒なんだが……」

　今度は晶が大声を上げる番だった。

「はぁ!?　なんでだよ！」

「なんではないだろう、なんでは！」

「さっきから全然！　まったく！　これっぽっちも話が進んでいない!!」

　堂どう々どう巡めぐりを繰り返す会話にとうとう燈が切れた。

「そもそもなんだよ、いきなり。私にはお前らと進めなきゃならない話なんて……」

　そこまで言った時、晶は小首を傾げる。

「……あれ？」

「なんだよ？」

　悠人が聞き返そうと顔を近づけた時だ。晶がやにわに勢いよくベンチから立ち上がったものだから、頭がぶつかりそうになり慌てて飛とび退のいた。

「いけね、耀だ！　耀!!　あいつ、どこへ行きやがった!!」

「そうよ、耀ちゃんよ。耀ちゃん!!」

　晶と燈は慌てて周囲を見回すが、すでに耀の姿はない。

「くそ、また逃げられたか！」

「晶ちゃん、相変わらず言こと葉ば遣づかい悪いよ～～！」

　舌打ちする晶に燈が注意する。ああ、そういえばそうだった。徐じよ々じよに悠人も記憶がはっきりしてくる。あの頃から燈と晶はこんなやりとりをしていたっけ。落ち着きなくとっちらかった晶の言動もあの頃のままだ。

「手分けして捜すぞ！　燈!!　おい、ユートもぼんやりしてやがる！　耀を捜すんだ」

「おい、待てよ！」

　悠人はまた駆かけ出そうとする晶の手を掴つかんだ。

「落ち着け、晶。燈もだ。別に今すぐ耀を見つけなきゃいけないわけでもないだろう」

　そんな悠人に晶はむきになって言い返す。

「でもとっ捕つかまえでもしないと、あいつは私の話を聞いてくれないんだよ！　分かってるだろう、そんな事は!!」

「分かってるが、分からない」

「なんだよ、そりゃあ!!」

　晶に問われて悠人は言い直す。

「耀が話を聞いてくれそうにないのは分かってる。俺たちもそうだ。だけど晶が耀に何を話そうとしてるのかはさっぱりだ。第一お前、俺たちと四年ぶりくらいに会った事をすっかり忘れているだろう！」

「は……？」

　悠人に言われて晶はきょとんとする。そのまましばし上目遣いで考え込んでばつの悪そうな笑えみを浮かべた。

「……あ、あれ？　ええと、まぁそうなるのかな？」

「頭に血が上ると全然周囲が目に入らなくなるのは相変わらずねえ」

　燈が呆れた顔でそうぼやいた。

「ええと、ちょっと待てよ。いま状じよう況きようを整理する……」

　晶はベンチに座り直なおして腕うでを組んで考え込む。

「整理するほどややこしい状況でもないだろう。つまり輝夜学園の生徒だったのに、お互いそれを知らなかったというわけだ」

「まぁそうなるか」

　悠人の言葉に晶は釈しやく然ぜんとしない顔ながらも肯うなずいてみせた。

「でも晶ちゃん、アイドルコースじゃ見た事ないよね」

　小首を傾かしげて燈がそう尋ねる。

「アイドルぅ？　ハッ！　今さら私がアイドルなんて出来るかよ」

　その言葉に晶は自じ嘲ちよう気味に笑い、ふて腐れたように足を組んでみせた。

「どういう事だよ、晶？」

　悠人が尋ねても晶は憮ぶ然ぜんとしているだけだ。燈はそんな晶をしばし見つめた後、おもむろに一つこほんと咳せき払ばらいをしてから言った。

「……晶ちゃん、パンツ見えてる」

「な!?」

　慌てて組んでいた足を閉じる晶に燈はにんまりと笑って続けた。

「嘘うそ」

　燈はぺろっと舌を出してみせる。そんな燈を晶は真っ赤になった顔で睨にらみ付つけた。

「てめえ!!」

「まぁ、パンツはともかくだな」

　悠人は頭を掻きながらそう言った。悠人のその言葉に晶は気色ばむ。

「他人のパンツを捕まえてともかくとは何だ！」

「いや、この際パンツは関係だろう」

　突然、パンツ談義に道行く生徒や教職員が怪け訝げんな視線を送り始めた。

「だから、パンツは関係ないの。はい、パンツの話はここまで!!」

　事の発ほつ端たんであった燈は慌てて割って入り話を収める。晶はまだ憤ふん然ぜんとしているが、悠人は気を取りなおして話をする。

「ちょっと話を聞かせてくれないか。どうも晶も耀に話があったようだし。場合によっては協力できるかも知れない」

「別に構わないぜ」

　晶はベンチから立ち上がり、悠人を見上げその胸をポンと拳こぶしで叩いて言った。

「なんかお前、プロデューサーみたいな事を言うな」

「プロデューサーじゃないけど、その勉強を始めたところだ。ほら」

　悠人はそう言うと学科バッジを晶に示してみせた。そんな悠人に晶は思い切り意外そうな顔をしてみせる。

「は？　なんで!?」




　悠人にとって燈が妹なら、晶はあまり女の子を意識せずに付き合えた友達のような存在だった。記憶を辿たどっても『歌のお姉さん』のステージに行く時以外は、キャッチボールやサッカー、格かく闘とうゲームという男の子同士で遊ぶような事しかやっていなかった。

　その頃は髪も短かったし、男の子みたいな服装がほとんど。ただし『歌のお姉さん』に誘さそわれてステージに上がり、少し照れくさそうに歌う時だけは、耀や燈と同じ女の子に見えるのが、当時の悠人にしてみれば不思議だった。

　そんな晶が髪を伸ばしポニーテールにして、着き崩くずしているとはいえ輝夜学園の制服を着て目の前に現れたのだ。悠人の中ですぐに晶の面影が繋がらなかったのも、そんなイメージが強く残っていたからかも知れない。もっとも背せ丈たけだけはあまり変わらない。当時から背の高い方では無かったが、今では耀や燈よりも頭一つ分は小柄になってしまっていた。




「……バンド？」

　輝夜学園は事実上二十四時間、授業や実習が行われている。その為、学園内の各種施設、コンビニエンスストアや生徒、学生や教職員向けレストラン、ファストフード店に各種売店も二十四時間営業だ。日が傾かたむき始めた時間になっても、普ふ通つうに営業しており、客足も途と絶だえない。悠人と燈は、晶と共に文化施設ブロックにあるファストフード店に入ったところだ。

「そ、バンドやってる。芸能科のバンドコースだ」

　指に挟はさんだストローを振って晶は自じ慢まんげにそう言った。一方、悠人と燈はしばし顔を見合わせて沈黙する。燈は首を傾げた後、得心したようにパッと笑顔になるや晶へ向かって言った。

「ああ、あれね。エアバンドとか」

「ちげーし！」

　テーブルをバンと叩く。

「でもなぁ……。晶がバンドとか言われても……」

　そう言う悠人に燈も肯く。

「うん。だって晶ちゃんは協調性ないし」

　燈に痛いところを突つかれて晶はうっと呻いてたじろぐ。

「つうか晶、お前楽器できたのか？」

　燈には痛いところを突かれていた晶だが、悠人の質問には得意げに答えてみせる。

「はは、私を舐なめちゃいけないぜ」

　言うなり制服のポケットからスマートフォンを取り出し手早く操作する。そしてその画面を悠人たちの前に差し出した。

「お～～、キーボードか」

　液えき晶しよう画面には派手な衣装に身を包んだ晶がショルダーキーボードを演奏しながら歌っている画像が表示されていた。

「そういえば晶ちゃん、昔ピアノ習っていたって言ってたわよね」

「ようやく思い出したか」

　得意そうな晶だが、悠人と燈は顔を見合わせる。

「それでも意外だな」

「意外よねえ。今さらだけど」

「だ～～ッ！」

　二人の会話に晶は焦じれてみせる。

「大体なんだ、お前ら！　すっかり気が合って夫ふう婦ふかおい！」

「「いや、別に」」

　否定はするが、それも二人一緒だ。

「これは妹みたいなものだしなあ。恋愛とかそういうのは別次元の存在だ」

　自分を指さしてそう言う悠人を、燈はちょっと不満げな顔で見つめたものの、口を開いて出てきた言葉はさして変わらない。

「これって言い方はどうかと思うけど、私もほぼ同意よ。手のかかる駄だ目め兄貴って感じ」

　言うなり金きん髪ぱつのツインテールを揺ゆらせてそっぽを向いた。

「だけどなぁ……。まぁいいか」

　そういえば子供の頃もこの二人はこんな感じだったな。頭を掻いていた晶は苦く笑しようして話を変える。

「しかしユートが高等部のプロデュースコースに入学したなんて驚きだぜ。第一、あんなコースに居て何か役に立つのかよ。他に生徒なんていないだろう」

「まぁＩＫＵＴＯさんに騙だまされたようなもんだけどなぁ」

　そう言う悠人に晶は笑う。

「お前も一方的にスカウトされた口か。でもあの人がアイドルコース以外の生徒に口を出すのは珍めずらしいなあ」

「お前もって、晶ちゃんも？」

「まぁな」

　燈が尋ねると晶は肯いた。しかし悠人はその答えに首を傾げた。

「あれ、いまＩＫＵＴＯさんはアイドルコース以外の生徒に口出すのは珍しいとか言ってなかったか？　お前もバンドコースに誘われたのか？」

　晶はばつの悪そうな顔をして頭を掻く。

「あ～～、いやまぁ。入った時は違ったんだけど……。ほら色々とあってさ」

「耀ちゃんじゃないけど、アイドルコースから転科する生徒も多いけど、ひょっとして晶ちゃんもその口？」

「あ～～、う～～ん……。っていうか、燈。お前、子供の頃からそうやって言いにくい事をずばずば口にするタイプだよな！」

「そう？」

　小首を傾げるところを見ると、燈にはそんな自覚などとんとないようだ。しかし話をそらしたという事は図星なのだろう。

「じゃあ結局、晶はアイドルコースからバンドコースに移ったのか」

「……いや、まぁ。……面めん目ぼくない」

　苦笑いしながら晶は言葉を濁にごしたが、すぐさま反はん撃げきに出る。

「それよりもお前らだ！　ユートに燈！　一体、耀に何の用事があったんだよ！」

「俺のコースを考えればある程度は予想がつくだろう」

　悠人はそう前置きしてから続けた。

「ゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいフェスのライブ実習だ。耀と燈に出て貰もらおうと思って」

　悠人の言葉にすかさず燈が付け加える。

「それと晶ちゃんも！」

　どうやら燈は先さき程ほど言った事を諦あきらめていないようだ。むしろ晶が輝夜学園に通っているのが分かり、余計その気になったようだ。

「は？」

　燈の言葉に晶は一瞬、ぽかんとする。そして納なつ得とくしたように首しゆ肯こうした。

「ああ、バックバンドね。それだったら……」

　しかし燈は晶が言い終える前に繰り返す。

「違う違う！　晶ちゃんも、私や耀ちゃんと一緒にステージに立つの！　もちろんアイドルとして!!」

「だって、なにを今さら……」

　口ごもる晶に燈はさらに詰つめ寄よる。

「アイドルになるって言ったでしょ！」

　晶は少し厳しい表情になり、そんな燈から視線を逸らした。

「私は……、駄目だ」

「……駄目？」

　その言葉に悠人と燈は顔を見合わせた。

「なんていうかなぁ、才能ないんだ。それがはっきりと分かった。それだけ」

　突き放はなしたような口調だ。説明になっていないが、晶本人もそれ以上、説明するつもりはないらしい。

「どうしてよ！」

　燈は食ってかかるが、晶はそっぽを向き黙だまり込むだけ。悠人もそんな晶に尋ねる。

「何かあったのか？　話したからってどうにかなるわけでもないけど、良かったら……」

「私の事はどうでもいいんだよ。問題は耀だ、耀！」

　晶はやにわに振りかえると話を変える。

「でも……」

「まぁいいだろう」

　燈は反論しようとするが悠人はそれを止めた。晶の頑かたくなな態度からして簡単には話してくれそうにないと察したからだ。それに今は確かに耀だ。もともと耀の事を話すためにこのファストフード店に入ったのである。晶も無む闇やみに詮せん索さくされたくはないだろう。

「それで耀なんだけど……。今も言った通り耀にライブ実習に参加して欲しいんだ。だけど全然会ってくれないんだ。これが」

　話の矛ほこ先さきが自分から耀へ向かったのに安心したのか、晶はようやく悠人たちの方へ向き直る。そして嫌けん悪お感かんもあらわに吐はき捨すてた。

「あいつ、逃げやがったんだ」

「逃げた？　耀が？」

　晶の意外な言葉と態度に悠人は首を傾げる。

「そうだよ、私もよく知らないんだけど、なんか去年のクリスマスライブ実習の時にやらかしたみたいなんだ。それで自信喪そう失しつしたとか何とかで……。なんだよ、自信喪失って……。あれだけ出来るのに、失って困るものなんてあるのかよ……！」

　最後のひと言は自分へ向けた愚ぐ痴ちのようにも聞こえた。

「クリスマスのライブ実習か……。燈、もうちょっと詳くわしい話を知らないか？」

　そういえば燈もそんな話をしていたはずだ。悠人は燈に確かく認にんしてみた。

「うん、前にも言ったけど何かトラブルがあったみたいなの。でもライブ実習中のトラブルやアクシデントなんてしょっちゅうだし、それほど気にする事なんてないんだけど」

　首を傾げる燈に晶も勢い付く。

「だろう！　そんな事を気にするのが変なんだよ。あいつは才能があるんだ。堂々としていればいいんだ。逃げることなんてないんだ。まったく……！」

　如何いかにも口惜くやしそうに晶は唇くちびるを噛かむ。そんな晶に悠人は尋たずねる。

「晶は輝夜学園に入ってからずっと耀と一緒だったのか？」

「ずっとというか一年少しかな。私がアイドルコースに居たのは去年の夏前までだし。耀も輝夜学園に来ていたのを知ったのは中等部の入学式の時だ」

「じゃあ晶ちゃんと私とは三ヶ月くらいの差で入れ違いだったんだ。どうして耀ちゃん、話してくれなかったんだろう」

「いや、まぁな。色々とあったんだろう」

　訝いぶかしげな燈に晶は露ろ骨こつに目をそらして誤ご魔ま化かす。さすがの燈も晶には何か触ふれられたくないところがあると察したようだ。納得した様子は無いもののそれ以上は詮索しない。それは悠人も同様だ。

「まずはクリスマスライブのアクシデントか」

　悠人は耀の方を優先する事にした。

「何か手て懸がかりはないかな。そのライブの映像でもあればいいんだけど」

「アクシデントやトラブルで中止になったら学園の公式ライブラリから削さく除じよされてるんじゃないかしら」

　燈の言葉に晶も肯く。

「そうなんだよな。私も当たってみたけどそのライブ映像は見当たらないんだ。これが。学園の資料課なら保管してあるんだろうけど、生徒じゃ閲えつ覧らんできないし。あとは居合わせた生徒や見学者が撮さつ影えいしていればだけど……」

「動画投とう稿こうサイトでも当たるか。でも輝夜学園関係でも厖ぼう大だいな量になるはずだし……」

　悠人がそうつぶやいた時だ。三人が座る席の横で立ち止まった客が声を掛かけてきた。

「あの、こちらは空いていますか？」

　悠人たちが座っているのは四人がけのテーブル。確かに一人分は空いているが、他にも空席はある。わざわざ相席を求めるのも変な話だ。

「まぁ空いてますけど……」

　曖あい昧まいに答える悠人に対して晶はストレートだ。

「いま難しい話をしているんだ。ほか行ってくれないか」

　その時になって悠人は横に立つ客の姿に見覚えがある事に気付いた。グレイの地味なパーカーを着てフードを頭からすっぽりとかぶっている若い男性だ。体形はスリムだがよく鍛きたえ上あげられているようだ。若者はそのフードの下でにやりと笑みを漏もらしていた。

「僕ぼくの方から君に話しておきたい事もあるんだけどね。相本晶くん」

「はぁ？」

　晶は露骨に不満げな顔で、横に立った若者を見上げた。その晶よりも先に燈の方が若者の正体に気付いたようだ。

「ＩＫＵ……」

　芝しば居いがかった仕草でＩＫＵＴＯは唇に指を当て黙っていろと仕草で示す。その頃にはすでに晶も気がついていた。

「あんた!?　一体どこから湧わいて出……」

　驚いて反射的に席から立ち上がった晶をＩＫＵＴＯはなだめながら座る。

「まぁまぁ難しい話をしていたんだろう」

　空いていた席に勝手に座ると、ＩＫＵＴＯはトレーに載せてあったドリンクのストローに口をつけた。

「ええと、その……。何をしに来たんですか？」

　悠人がもっともな質問をするがＩＫＵＴＯはいつもの調子だ。

「なるほど、いい質問だ」

　オレンジジュースを一口飲むとＩＫＵＴＯは答えた。

「なに偶ぐう然ぜん、店の前を通ったら君たちが難しそうな顔をしているのを見かけてね。これは何か問題があるのだろうと覗いてみたわけだよ」

　すげー嘘くさい……。話を聞いた三人は一様にそう言いたげな顔をしていたが、ＩＫＵＴＯが相手では何をどう突っ込んでも意味は無さそうだ。

「それで仁藤耀くんの件は何か進展があったのかな？」

「クリスマスライブで何かアクシデントがあったらしくて、それを気にしているんじゃないかというところまでは何とか推測できたんですけど……」

「ＩＫＵＴＯさん、何か知りませんか？」

　悠人に続いて燈がそう尋ねた。

「ふむ、クリスマスライブか。確かにアクシデントがあったという情報は聞いているが、まぁライブ実習では珍しいことではないからな」

　そう言うとＩＫＵＴＯはパーカーのポケットからタブレットＰＣを取り出し、何かを検けん索さくして一人肯いた。

「ふむ、これだな……。学園の資料用映像アーカイブに保管されている。生徒権限では見られないが、僕の方から林崎くんに資料として提供する形で、閲覧可能にしておいた。データの持ち出し、外部での閲覧は禁止なので資料閲覧室で確認してくれたまえ」

　いとも簡単に閲覧許可は出たので悠人たちは拍ひよう子し抜ぬけだ。

「はぁ、ありがとうございます」

　悠人は頭を下げたが、晶は何か気に入らないらしい。

「なんだよ、あんたは。私らを監かん視ししていたのか？」

　ふて腐れたようにそう言い放った。

「それは遺い憾かんだね。気に掛けていたと言って欲しい」

「否定はしないんだ」

　燈が苦笑した。

「相本晶くん。仁藤耀くんを気に掛けるのも結構だが、少しは君自身の事も考えた方がいいんじゃないかな。仁藤くんには君自身も思うところがあるんだろう？」

「それは……！」

　ＩＫＵＴＯの言葉に晶は露骨にうろたえた。そんな晶に構わずＩＫＵＴＯは立ち上がり、そしてパッとかぶっていたフードを下ろす。その後の騒さわぎは言うまでもない。ファストフード店内の客が一いつ斉せいに騒ぎ出し、その合間に悠人たちは外へ出た。晶はまだ大騒ぎの店内へ目をやりぼやいた。

「まったく、あいつは普通に出たり消えたり出来ないのか！」

「アイドルだから普通じゃいけないんだろう」

「私、自信なくしそう。別の意味で」

　スマートフォンを取り出した悠人の隣となりで燈がため息をついた。

「確かに閲覧許可は出てるな。もう資料閲覧室で見られるはずだ」

「じゃ今から行こうぜ。資料室も二十四時間開いているし、私もこの後、特に予定無いし」

　晶にそう言われて悠人と燈は顔を見合わせた。

「じゃあ行っちゃおうか。早い方がいいでしょ」

　燈もそう言った。どちらにせよこのまま帰っても耀の事が気になり、何も手につきそうにない。それなら今日のうちに出来る事は全すべて片付けておいた方がいいだろう。

「それもそうだな。じゃあこのまま資料室に行くとするか」

　そう考えた悠人は燈と晶に言った。




　輝夜学園はその運営方針上、生徒、学生の手になる作品が多数送り出されている。大半は資料として一いつ般ぱんに公開されており、それは全て学園内にある図書館とその付属施し設せつでいつでも閲覧可能だ。しかし中には何らかの理由で一般への公開が見送られている資料もある。未完成作品、習作などで関係者が公開を拒きよ否ひしているもの。あるいは最初から公開を意図せずに制作された実験作。そして何らかのトラブル、アクシデントに見み舞まわれたもの。そんな作品、資料でも今後の指導や学習の参考になると判断された場合、教職員関係者の権限で図書館付属の資料閲覧室で閲覧できる。悠人たちが向かったのはその資料閲覧室だ。




　資料閲覧室は文化施設ブロックの中央に建つ図書館のすぐに横にある。輝夜学園の性質上ここも二十四時間利用可能だ。普ふ段だん、生徒、学生は立ち入り出来ないのだが、ＩＫＵＴＯが手はずを整えてくれていたおかげで、出入り口のセンサーにＩＣチップが組み込まれた生徒手帳をかざすと簡単に入ることが出来た。悠人だけではなく燈と晶も同様だ。

「もう二年以上この学校に通ってるけど、ここに入るのは初めてだなあ」

　物もの珍めずらしげに周囲を見回しながら晶はそう言った。

「それを言ったら俺なんて初めての所だらけだ」

　入学早々こんな事になるなんて。今さらながら悠人はそうぼやく。

　基本的には教職員用施設なので周囲に生徒、学生の姿はほとんどない。すれ違ちがう他の利用者も教職員ばかりで、悠人たちを訝しげな目で見ている。

　受付で利用申しん請せいをした悠人は、指示された端末の方へ向かう。端末はちょうどネットカフェにある個人スペースのようにパーティションで区切られていた。中にはモニター一体型ＰＣが一台とそれが載ったデスク。そして椅い子すが一脚きやく。中の広さもネットカフェの個人スペース程ほど。つまり三人入れる余よ裕ゆうはない。それを確認してから悠人は背後で待っていた燈と晶を振ふり返り尋ねた。

「で、どうする？　待ってるか？」

「これくらいなら何とか三人は入れるんじゃないの？」

　悠人の肩かたごしにパーティションの中を覗き込んだ燈はそう言った。

「え～～、私も数のうちかよ。いいよ、別に。外で待ってる……」

　そう言いながら立ち去ろうとする晶の袖そで口ぐちを燈が掴む。

「私たちは詳しい事情は知らないんだから！　晶ちゃんが居てくれないと困るでしょ！」

「私だって詳しく知ってるわけじゃないって!!」

　そんな晶に悠人は言った。

「でもクリスマスライブの事は知っていたんだろう？　それに晶も気にならないのか？」

「それは……、まぁ気にならないと言えば嘘になるけど……」

　悠人から目をそらしながら晶は煮にえ切きらない様子でぶつくさとつぶやく。

「ほら、早く！　早く!!」

　また燈が声を上げる。静かな資料閲覧室ではかなり響ひびく声だ。何人かの利用者が何事かとパーティションから顔を出した。

「あ、すみません」

　悠人は小声で謝あやまると、さらに声を潜ひそめて晶に向かって言った。

「ほら、他の人に迷めい惑わくだ。さっさと入れ」

　そう促うながされ晶は不承不承ながらもパーティションに入った。一度は椅子に腰こし掛かけた悠人だが、背もたれに寄りかかっている燈と、床ゆかに直接膝ひざをついて座っている晶を見て声を掛ける。

「椅子に座るか？」

「いいわよ、私は」

　燈は即そく答とうした。晶も面倒くさそうに手を振りながら続く。

「いや、ＰＣの操作とか面倒だし」

　そう言って床から立ち上がる気配はない。本人たちがそう言うならまぁいいか。悠人は一つため息をつくとＰＣへ向き直った。付属のＩＣカードセンサーに生徒手帳をかざし、指し紋もん認にん識しき端たん末まつに指を置いて個人認にん証しようは　終しゆう了りよう。悠人はタッチパネル式のＰＣを操作してＩＫＵＴＯから送信されていた画像データを検索した。目的の映像はすぐに見つかる。

「これだな。『中等部クリスマスライブ映像。アクシデント。閲覧制限。要注意』」

　タイトルや年月日と一緒に表示された数字と記号は、この映像が輝夜学園資料室が撮影した公式のものであり、諸しよ般はんの事情により閲覧制限がかかっている事を示していた。

　悠人の言葉に燈と晶が身を乗り出す。

「後ろに居るのが耀ちゃんね。センターは多分、三年生の人だと思う」

　燈は静止画サムネイルを指さす。

「去年の話だから、もう高等部のはずだな」

　悠人がそう言うと、背後で燈と晶が顔を見合わせて首を傾げる。

「どうした？」

　怪訝に思った悠人に問われて燈は答えた。

「そういえばそのセンターの人、最近見かけないと思って」

「いや、見かけないも何もこいつもアイドルコースやめたんじゃなかったか？　学外の高校に進学したって噂うわさだぞ」

　晶も腰を浮うかせてそう言った。

「何かありそうだな」

　悠人はそうつぶやき画面の再生ボタンをタップした。すぐさま動画の再生が始まる。パーティションがあるとはいえ防音は完全ではない。悠人は念のために音量を下げ、パーティション内の三人だけに聞こえるように調整した。

　モニター上では五人の中等部アイドル候補生のステージが始まった。耀はセンターではないが、そのすぐ左というまずまずのポジションだ。

「間ま違ちがいない。センターやってる人、学外の高校に進学した幡はた池いけ七なな華かさんだよ」

　立ち上がって晶は言った。

「実際のところその幡池さんの成績はどうだったんだ？　いやアイドルコースだから成績といっても一いち概がいには言えないだろうけど」

　悠人の問いに晶は腕を組んで考え込む。

「う～～ん、まぁ何というか……。微妙って感じ？」

　晶は首を傾げて悠人に同意を求めた。

「いや、俺に聞き返すなよ」

　晶の態度に苦笑する悠人に、今度は燈が言った。

「私も幡池さんの評判は聞いた覚えないし、正直微妙としか言えないんじゃないかしら」

　それは直感的に悠人も感じていた。ＩＫＵＴＯの言う『アイドルオーラ』なる意味不明の概がい念ねんを認めるわけではないが、モニター上の七華は確かに何かが足りない。ほんの十数秒の映像では、プロデュースコースに入学したばかりの悠人に、具体的に何かが分かるわけでもないが、やはり物足りなさを覚える。

「やっぱり耀ちゃんの方がオーラあるよね」

「なんだよ、そのオーラって。確かに耀は凄すごいけど、それは……。まぁいいや」

　燈はいとも簡単にそんな感想を口にするが、晶は納得しない様子だ。しかし晶は燈への反論を途と中ちゆうで呑のみ込んでしまった。それを気にしつつも悠人は動画を見つめていた。いま画面の前に居る三人同様、この動画を撮影した人間も耀に何かを感じていたようだ。まるで引き寄せられるかのようにカメラの焦しよう点てんは耀へと向かう。しばらく耀を映した後、学園公式資料用として撮影しているのを思い出したのか、カメラマンは慌あわてて七華へ焦点を戻もどす。そんな事を何度か繰くり返しながら最初の曲が終わり、簡単なＭＣのあと二曲目に入った直後だ。カメラはセンターの七華をアップで映していたが何か様子が変だ。燈と晶も同じように感じたらしい。

「ちょっと変じゃないか？」

「うん、幡池さん。隣となりを気にしてるみたい」

　隣というと耀か？　露骨に視線を送る事はしないが、七華の注意は明らかに向かって左隣に居るはずの耀へ向けられていた。

「おい、耀を映せよ！」

　相変わらず七華のアップを続けるカメラに晶は思わずそう叫さけんだ。もっとも撮影は四ヶ月前に終わっているのだから、今さら何を言ってもアングルが変わるわけもない。

「うるさいぞ、晶。他の人に迷惑だ」

「それは、分かってるけど……」

　注意する悠人に晶は唇を尖とがらせながらも引き下がった。別アングルで映したものはないのか？　再生を続けたままで、悠人が別の動画を探そうとした時だ。

「あ!?」

　燈が小さく声を上げた。悠人が画面に注意を戻すと、七華は一いつ瞬しゆんなにかに戸と惑まどったように表情を強こわ張ばらせる。

「なにがあった？」

　動画を少し巻まき戻す。しかし画面は七華のアップになっており、ステージ全体の状況は掴めない。それでも七華が何かに気を取られたのは確かだ。

　それが切っ掛けだった。七華は音程を外し、歌詞やダンスを間違え、そのミスはバックバンドや一緒にステージに立っていた他のアイドル候補生にも広がっていく。耀も例外ではない。七華の動どう揺ようが波は及きゆうしてしまったかのように、急に視線を泳がせ始めた。

「まずいな……」

　今さらそんな事を言っても意味は無い。しかし悠人は思わず声に出し、そして画面を食い入るように見つめる。曲はサビに近づいていく。しかし七華の動揺は収まるどころか、より酷ひどくなるばかり。何かおかしいと気付いたのか、観客席がざわめくのも分かる。ただ七華が動揺した原因は映像だけでは分からない。時折、耀の方を気にしているのは確かだが、カメラも常にそちらを映しているわけではないのだ。カメラに映ってないところで耀が何かミスをして、七華がそれを気にしているのだろうか。少なくとも映像からはそう判断できる。

「……えッ！」

　映像を見ていた燈と晶が声を押おし殺ころして叫んだ。サビの途中で突とつ然ぜん、七華が歌う事を放ほう棄きして、突然、両手で顔を覆おおってしまったのだ。そしてそのまましゃがみ込んでしまう。

「なにがあったんだ？」

　自分もちゃんと映像を見ていたはず。しかし何が起きたのか分からない。悠人は混乱するばかりだ。実際にアイドルコースの授業を受け、ステージに立った経験もある燈と晶なら何か分かるかも知れないと聞いたのだが、二人とも首を傾げる。

「いや、なにが何だか……」

「徐じよ々じよにおかしくなっていって、とうとう限界を超こえちゃって、決けつ壊かいしたって感じかしらねえ」

　晶は首を傾げるが、一応、燈は説明らしい事を言ってみせた。画像ではしゃがみ込んだ七華に、耀をはじめとした他のアイドル候補生やバックバンドのメンバーが歩み寄り声を掛けていた。しかし七華は顔を伏ふせ頭を振るだけで埒らちが明かない。そのうち耀が一歩、二歩と七華を取り巻く人ひと垣がきから離はなれ始めた。

『ごめんなさい！』

　音量を下げた状態でもはっきりと聞き取れる程の声で耀はそう言い、頭を下げるや次の瞬しゆん間かん踵きびすを返してステージを降りてしまった。

「こういうことか……」

　晶は床に膝を突き、腕うで組ぐみをして肯いた。

「でもこれじゃ耀ちゃんが何をしたのか分からないじゃないの」

　唇を尖らせる燈に悠人も言った。

「そうだな。そもそも本当に耀がミスをしたのかどうかも分からない。だけど耀が自分から謝ってステージを降りたんだ。耀のミスが切っ掛けで、それがステージ全体に広がり、あの七華さんにも影えい響きようしたと、みんなが考えても仕方ない」

「状じよう況きよう証しよう拠こありすぎるもんなあ」

「でも決定的な証拠は何も無いよ」

　考え込む晶にそう言うと、悠人は深く椅子に座すわり直なおしヘッドレストに頭を乗せた。ヘッドレストの柔やわらかい感かん触しよくに後頭部を委ゆだねながら悠人は続ける。

「映像からはそう解かい釈しやくされても仕方ないし、だからこそ耀がミスをしたという噂が広まっているんだろう」

「でもライブ実習でのミスくらいは当たり前だし、他のメンバーやバンド、それに観客だってそれは承知だよ。むしろ観客なんてそっちを期待して見に来てる連中もいるしな。それ考えると七華だっけ？　彼かの女じよの反応が……、っと!?」

　晶はそんな事を言いながら立ち上がり、悠人の方へと顔を向けたが、そこで後の言葉を呑み込んでしまった。

「どうした？」

　悠人は尋ねるが、晶はにんまりといささか意地の悪い笑えみを浮かべる。

「まぁなんだ……。私自身はあんまり拘こだわってないつもりだったけど、頭が乗るって光景を見せられるとちょっとうらやましくなるな」

　晶の言葉に首を傾かしげながらも悠人は椅子に座ったまま伸のびをしようとした。しかしその手をいきなり掴つかむものがいた。このスペースにいるのは悠人と晶、そして燈の三人。晶は横にいるから、悠人の手を掴んだのは燈に間違いない。問題はなんで手首を掴んだのかという事だ。

「一体……」

　悠人はそう言いかけてヘッドレストに頭を置いたまま、背中を反そらせて後ろにいるはずの燈を見ようとした。その時になってようやく晶の意地の悪い笑みの理由を悟さとった。

　視界に入ってきたのは、顔を真っ赤にして怒いかりを堪こらえている燈の顔。そしてもう一つ重要な問題があった。この椅子にはもともとヘッドレストなどついておらず、燈は後ろから背もたれに寄りかかるようにして立っていたのだ。

「ええと、燈……さん？」

　事態を悟った悠人は思わず敬けい称しよう付きで下手に出る。

「いいご身分ねえ。人の胸を枕まくらがわりにして！」

　その通りである。悠人は椅子付属のヘッドレストと勘かん違ちがいして燈の胸に頭を乗せていたのだ。

「いや、待て！　落ち着け、大体ヘッドレスト的な位置にあったのがいけないんだ。そりゃヘッドレストにしてはちょっと柔らかすぎると思ったけど……！」

「柔らかすぎた時点で気付きなさいよ！」

　掴んでいた手を振り放すや、燈はそのまま悠人の額を平手で叩たたいた。

「胸に乗っかられるのが嫌いやなら、最初の時点でそう言えよ！」

「普通、嫌に決まってるでしょ!!」

「あーそういえばさぁ。私、こいつ名前と顔くらいは知ってるわ。ベース弾ひいてる奴やつ。一応、話を聞いてみようか？」

　あれこれ言い合う悠人と燈を尻しり目めに、晶は映像に映るバンドメンバーの一人を指さしてそう言った。

「そうね。一応、関係者に話を聞いた方がいいわね。出来れば当事者の幡池七華さんも含ふくめて」

　今しがたのやりとりなどどこへやら。けろっとした様子で燈も首肯した。

「怒おこったり、落ち着いたり忙いそがしいな。まったく」

　呆あきれる悠人に燈は得意げに答えた。

「切り替かえの速さもアイドルには必要なの。ＩＫＵＴＯさんもそうでしょ？」

　燈に聞こえぬよう晶はぼやく。

「アイドルのそういうところについて行けないんだって……」
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３．「何故ですか？」







「うん、そうか。じゃあ直接的な原因は分からないんだな」

　悠ゆう人とはスマートフォンの向こうに居る晶あきらに向かって再確認した。クリスマスライブの映像を確認してから数日後の放課後、悠人は輝かぐ夜や学がく園えんから電車で小一時間程の駅にいた。

『そうだなぁ。でも動揺が広がっていってどうにもならなくなったのは確かみたいだ』

　晶は動画に映っていた顔見知りのバンドメンバーに話を聞きに行ってくれたのだ。

『私にはよく分からないんだけど、最初の段階から何かズレみたいなものがあったらしいぞ。フィーリングというかそういうものらしいけど』

「そういうのは当事者じゃないと分からないからなあ」

　悠人は駅の天てん井じようを見上げてそう嘆なげいた。

『でもそいつは幡はた池いけさんに原因はないと思うと言っていたな。むしろ幡池さんは最初から耀ひかるを気にしていたみたいだって言ってた』

「耀を？　一体、耀の何を気にしていたんだ？」

『さぁねえ。そいつは分からないって言ってたけど……。私、思うんだけど……』

「晶は何か心当たりがあるのか？」

　思わせぶりな晶の口調に悠人は重ねて尋ねる。

『いや、ほら。え～～と、パンツ穿はき忘れていたとか』

「おいおい……！」

　空気を読まない、それも品の無い晶の冗じよう談だんに、さすがの悠人も辟へき易えきとする。

『あ、でも結構有るんだぜ。衣装がずれてるとか。ステージが始まっちゃうとなかなか注意しづらいし』

「結構あるんなら、そんなに気にすることもないだろう」

『でもパンツとかブラとか言い出しにくいし』

『パンツはもういい！』

　この前、燈あかりにパンツの事でからかわれた意い趣しゆ返しだろうか。やたら下着に拘る晶に悠人は思わず声を荒あららげてしまった。周囲を歩く人たちが何事かと声を上げた悠人へ怪け訝げんな視線を送る。午後とはいえまだ夕方のラッシュが始まる前。駅のコンコースには買い物客などがちらほら見えるだけ。人が少なくて良かったと悠人は安あん堵どした。

「結局、幡池七なな華かさんがずっと耀の何かを気にしていたのは確かというわけか」

『うん。それが引き金になってステージがぐたぐたになったのかもとか言ってた』

「なるほど、そうか」

　悠人は視線を落として考え込む。

『バンドメンバーだけじゃなくて、同じステージに立っていたアイドルコースの生徒も同じような事を言っていたよ。本当のところは幡池さんと耀しか分からないんじゃないかなって。私もそう思うよ、何となくだけど』

「何となくじゃ困るんだけどな……」

　その言い回しに悠人は嘆たん息そくするが、考えてみれば晶は小学生の頃ころから、良くも悪くもこんなアバウトというか調子の良いところがあったのだ。

　まぁ晶ならここまで調べてくれれば上等か。今後の状じよう況きようによっては自分でもう一度調べた方が早いかも知れないな。悠人はそう考えた。

「分かった。ありがとう、晶。こちらもそろそろ時間だから……」

『あ、う、うん……』

　何か奥おく歯ばに物が挟はさまったような言い方に悠人は怪訝に思い聞き返す。

「どうかしたのか？」

　一瞬、回線の向こうで沈ちん黙もくしてから、晶は少し慌てて言った。

『いや、だからさ。ほら……。ええ～～と、そう簡単にありがとうとか礼をするなよな。私だって耀が心配だからやってるだけで、別に何て言うか、ほらアレだよ。アレ』

「アンタのためにやったんじゃないわよっていうアレか？」

　からかい半分に悠人が言うと、晶は突然スマートフォンの向こうでたじろいだ。

『ち、ちげーし！　下らない事言ってるんじゃないって。切るぞ!!』

　悠人の返答を待たずに晶は通話を切った。

「照れるほどの事かよ……」

　苦く笑しようしながら悠人はスマートフォンをポケットにしまう。

　この駅から少し行った所に高校がある。その高校の普ふ通つう科かに輝夜学園中等部芸能科アイドルコースから進学した幡池七華が通っているのだ。

　七華はＳＮＳをやっており、悠人たちがネットで検索をかけたらあっさりと見つけ出す事が出来た。もっともアカウントはクリスマスライブから放置状態。何かあればラッキーという程てい度どの期待でメールを出してみたところ、意外にもすぐに返信してきたのである。

　どうやら七華は今の耀の状態を薄うす々うす察していたようだ。短いメールの文面からもそれは窺うかがえた。会って事情を聞きたいという悠人の申し出にも快く応じてくれたのだ。

　仁に藤とうさんのお役に立てれば……。メールの結びにはそうあった。どうにも彼女なりに何か思うところがあるのは確かなようだ。

　放課後、駅近くのデパート内にあるフードコートで会う約束になっているのだが、悠人にはその前に待ち合わせている人間がいるのだ。

「授業も終わってるはずだし、そろそろ来てもいい頃なんだが……」

　悠人はそうつぶやいて改札の方へ視線を送る。ちょうど輝夜学園方面から電車が着いた後なので、改札を通ってくる客が目につく。

　その中の一人が無む駄だに目立つ。

　……あの馬ば鹿か！

　その格好に悠人は思わず呆れかえった。ハンチングにトレンチコート。やたら似合わないサングラス。いや似合わないと言えば全てにおいてそうだ。昼下がりの駅構内で女の子がそんな格好をしていれば目立つことこの上ない。今度は彼女が利用客の怪訝な視線を受ける番だったが、悠人とは違い本人はさして気に留とめていないようだ。

　出口近くにある案内板の前に立つ悠人を見つけると、彼女は慎しん重ちように左右を窺い、一度は反対側へ向かう。そしてぴたっと足を止めると、周囲を見回しながら壁かべと構内にあるコンビニエンスストア沿いにこちらへと駆かけ寄よってきた。

　悠人の傍かたわらに来ると彼女はハンチングを目ま深ぶかにかぶり直してから、顔を下へ向けたまま小声で言う。

「やぁ林はやし崎ざきくん。どうだい私の完かん璧ぺきな変装は！」

「完璧すぎて目立ちまくりだ」

　言うまでもなく目立ちまくりの女の子は真ま弓ゆみ燈である。悠人にそう言われるや、燈はハンチングとサングラスを取り、むきになって言い返した。

「え～～、だって一度はこういう事やってみたいじゃないの！」

　どうやら本人もあまり変装になっていないという自覚はあったようだ。

「ほら、私だって一応はアイドル候補生だし。同じ年とし頃ごろの男の子と歩いていてあれこれ噂になると困るし。そりゃ今はまだ候補生止まりだけど、いずれはこういう事にも慣れておかないと。それに今日、写真撮とられて将来ネットに出回ったりすると……」

「なにしているんだ、置いていくぞ！」

　燈がまくし立てている間に悠人はさっさと駅構内から目的地へ向かって歩き出していた。

「もう、待ってよ。ユウ！」

　燈は慌てて悠人を追いかけようとするが、コートの裾すそが邪じや魔まになりバランスを崩くずした。

「まったくもう！」

　ぶつくさと言いながら燈はハンチングとサングラス、そしてコートを脱ぬぎ捨てる。コートの下は輝夜学園の制服だ。しかし脱いだはいいがバッグも何も持ってきてない。

「ちょっと待って。ユウ！　これコインロッカーに入れていくから！」

「だったら最初から着てくるなよ」

　コインロッカーを探して駅構内をあたふたかけずり回る燈に悠人は呆れてそう言った。




　幡池七華との待ち合わせ場所はデパート一階のフードコート。平日なのでそれほど混こみ合あっていない。

「時計台の側そばで待っているとメールが来たけど……。まだ早いから来てないかもな」

　悠人はフードコートのスペースに入りながら中央にある時計台の周囲へと目をこらす。

「ほら、あの人じゃない？　あの人よ、きっと！」

　コートとサングラスをコインロッカーにしまってきた燈が、悠人の袖そでを引きながらそう言った。燈が指さす方を見ると、そこには確かに制服姿の女子高生が立っていた。スマートフォンの画面に目をやっているので、顔は見えないが、制服は七華が通っているという高校のもの。しかし何故なぜだろうか。悠人にはそれが七華には思えなかった。

「そうかなぁ？」

　悠人は首を傾げる。確かに動画で見た七華と背格好は同じくらい。先さき程ほどの燈のように変装している様子も無い。動画の中の七華もそうだったが、それ以上に華が無い。雰ふん囲い気きが無いのだ。横に居る燈の方がよっぽど存在感がある。そんな事を思いながら悠人が横へ目をやってみると、いつの間にか燈の姿がない。

　慌てて七華の方へ視線を戻すと、そこには平然と歩み寄っていく燈の姿があった。燈は子供の頃から、良くも悪くもこうして空気の読めないところがあるのだ。

「ちょ、待てよ。燈、もし人ひと違ちがいだったら……」

　悠人が言い終える前に燈はその女子高生に声を掛けていた。

「あの～～、申し訳ありませんけど幡池七華さんですね？　私、輝夜学園の生徒で……」

　スマートフォンから顔を上げた女子高生は、燈の制服を確かく認にんしてから笑みを浮かべた。

「はい、そうですけど。ひょっとしてメール下さった、林崎さんという方は……」

　そこで燈の肩ごしに慌てて駆け寄ってくる悠人の姿を見つけた。

「あの、あちらの方が林崎さんですか？」

　いちいち振り返り確認せずとも分かる。燈も満面の笑みで肯うなずいた。

「うん、そう。それで私は中等部芸能科アイドルコース三年の真弓燈。ゴールデンウィークのライブ実習で耀ちゃんと一緒にステージに上がる……。予定になってんですけど。まぁ、メールで大体お察しいただけた状況でして」

　そう言って燈はばつの悪そうな笑みを浮かべた。燈の言う通り、悠人からのメールでおおよその状況は察していたのだろう。七華は肯いた。

「そうですか……」

　そして少し寂さびしげに笑う。

「すみません、待たせてしまって」

　駆け寄ってきた悠人に燈は途と端たんに不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「この人に間違いないって言ったでしょ」

　そんな燈とは対照的に七華は穏おだやかな笑みを浮かべて悠人に声を掛けた。

「いえ、私も少し早く来てしまったものですから」

　ああ、そうか。悠人は合が点てんがいった。どうして彼女が七華には思えなかったのか。ＩＫＵＴＯがよく言うアイドルオーラなるものは悠人にはよく分からない。しかし先程の第一印象通り、七華はその辺を歩いている普ふ通つうの女子高生と同様だ。あの動画を見た時もアイドルとして何か物足りなさを感じたが、このように普通の制服姿だと華の無さを余計に感じてしまう。

　ひょっとして、いや間違いなく彼女は無理をしていたのだろう。

　悠人は直感的にそう思っていた。

「あの～～、どうかしましたか？」

　自分の方を無言のままじっと見つめる悠人に困こん惑わくしたのか、七華はそう尋たずねた。

「あ、いえ……。ちょっと」

　曖あい昧まいに笑い返す悠人の頭を、燈がぽかんと叩いた。

「もう、デレデレしちゃって！」

　そんな二人に七華の笑みは本当の笑いに変わる。

「仲がいいんですね。ええと高等部芸能科プロデュースコースの林崎悠人さんでしたね」

「はい、林崎です。ええと、燈は妹みたいなもので、仲がいいとかそういうのとは……」

　燈が自己紹しよう介かいをしているのは分かっていたので、悠人はまず七華にそう釈しやく明めいしてみせる。しかし横に居た燈はそれはそれで気に入らないようだ。

「もう、どうして会う会う人、いちいちそんなことを説明するのよ！」

　頬ほおを膨ふくらませて文句を言っている。

「お前は一応アイドル候補生なんだから、変な噂立てられると困るだろう？　第一、さっきは自分で変装してきたくらいじゃないか！」

「あれは予行演習みたいなものだからいいのよ！」

　そんなやりとりをする二人を、七華はどこか寂しげな笑みを浮かべて見守っていた。




　そのまま三人はデパート二階の和風喫きつ茶さ店てんに場所を移した。悠人が予あらかじめデパートのサイトで当たりを付けておいたのだが、七華も普段からここを利用しており、静かで良い店だと了りよう承しようしてくれたのだ。ここならじっくりと話を聞けそうだ。ウェイターが注文した飲み物を持ってくるのを待って悠人は七華に用件を切り出した。

「メールでも簡単に説明したんですけど、去年のクリスマスライブで何があったか教えて欲ほしいんです。特に仁藤耀の件について」

　悠人がそう尋ねても対面の席に座った七華はすぐには答えない。悠人たちと視線を合わせぬよう、顔を伏せてティーカップの中の紅茶を、スプーンで所在なさげにかき回しているだけ。自分よりもやはり同じアイドル候補生で同性の燈の方が話しやすいだろうと、悠人は隣に座っていた燈へ目配せする。しかし燈は自分の目の前に置かれた和風パフェをじっと見つめているだけで悠人の視線には気付かない。

「ねえ、ユウ」

　パフェを見つめたままで燈はやにわに口を開く。何とかこちらの意思が伝わったかと悠人が安堵したのも束つかの間ま、燈はまたもや突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出した。

「どうしてマロンと抹まつ茶ちやクリームが載っただけで和風パフェなのかしら？」

「はぁ？」

「抹茶クリームは分かるわよ。和風って感じだもん。でもマロンは別に日本しか食べないわけでもないでしょ？　和風パフェなら他に白玉とかあんことか入れるでしょ、普ふ通つう は」

　どうやら燈は注文した和風パフェに不満があるようで、一方的にそんな事をまくし立てた。そんな燈に七華は笑みを浮かべて指し摘てきした。

「そのパフェの栗くりは和栗です。真弓さん。マロングラッセや本場のモンブランに使われるのは洋栗で、和栗はもっと黄色がかっていて甘あまみも強いんですよ」

「そうなの？」

　きょとんとする燈に七華は笑いながら肯いた。

「へえ、そうなんだ」

　感心したようにそう繰り返しながら燈はパフェにのった栗をスプーンで口に運ぶ。

　燈自身が意識してやったのかどうかは知らないが、今のやりとりで少し七華も和なごんだようだ。ホッとした様子でティーカップを口元に運んだ。

　そしてカップを戻してから話し始めた。

「あれは私のミスです」

　そう切り出す。

「確かに動画でも幡池さんの様子がおかしいのは気付いていました。でもずっと耀を気にしているように見えたもので……」

「耀？」

　悠人がいきなり耀を名前フアーストネームで呼んだことに七華は小首を傾げる。その疑問には悠人ではなく燈が答えた。

「耀ちゃんとは二人とも幼おさな馴な染じみなんですよ。もう一人、晶ちゃんという女の子がいて、さっきも言った通りゴールデンウィークのライブ実習は、トリオでユニット組もうっていう話になってるんです」

　そこまで言うと燈はスプーンを下ろして少し神しん妙みような顔になって続けた。

「子供の頃、三人で約束したんです。実は再会したのは輝夜学園に入ってからなんですけど……。でもだからこそ、絶対に約束は守りたいって……」

　えっと、俺おれはハブですか。横で聞いていた悠人はそう思い苦笑を浮かべた。しかし話の流れも良くなってきたようだ。ここで下手に水を差しても意味は無いとしばらくは燈に任せる事にして、エスプレッソが入ったデミタスカップを口元に運ぶ。

「そうですか……。いいですね、約束って。輝夜学園で再会できたのも何かの運命かも知れません」

「はい！」

　七華の言葉に燈は元気よく答えた。どこか陰かげのある七華に対して無む闇やみに明るい燈へ、悠人は少しは空気読めと言いたくなるが、辛かろうじてその衝しよう動どうを抑え込んだ。結果的にそれが良かったようだ。燈に元気づけられたのかも知れない。七華は微笑ほほえみ、そして憑つき物ものが落ちたような表情で言った。

「あれは私のミスなんです。仁藤さんには問題はありませんでした。私がミスをしたせいでそれが他のみんなに波及したんです。そのミスなんですけど、言い訳がましくなってしまうんですけど、仁藤さんがまったく関係ないというわけでもなくて……」

「いま名前が出た相あい本もと晶という子なんですけど、クリスマスライブの時にバックバンドをやっていたメンバーに知り合いが居て、ちょっと話を聞いてきて貰もらったんです。その人もやっぱり幡池さんが耀を気にしていたと言っていたそうです」

　悠人は先程、晶から聞いた話を慎重に振ってみた。しかしその原因は晶が冗談半分で言っていたような、衣装の着け間違えといった安直なものではないようだ。

「仁藤さんには私の方から謝ったんですけど、なかなか本気にして貰えなくて……。だからどうしても他の人には話しづらかったんです。でも仁藤さんのお友達という事ならば、安心してお話しできます」

　なにやら込み入った話のようだ。悠人と燈は思わず顔を見合わせた。そんな二人がまた自分の方へ向き直るのを待って七華は口を開く。

「仁藤さんは私なんかとはレベルが違ちがうんです」

　出し抜ぬけに七華はそう言った。

「それでもあのステージでは私がセンターでした。ステージを引っ張っていかなければならないのは私だったんです。でも私は仁藤さんの……、耀さんの輝かがやきには敵かなわなかった。結局はそういう事だったんです」

「結局はと言われても……」

　悠人は困惑する。七華の言わんとするところは分からないでもない。しかしそれは直感的なもので、言葉で説明しろと言われても難しい。

　いや、……そうか。そういう事か。悠人は先程、晶から電話で聞いた話を思い出した。最初からズレがあった。フィーリングみたいなものだと言っていた。当事者じゃないと分からないと晶に答えた悠人だが、その当事者が目の前に居てそう答えているのだ。

「……うん、それは分かるような気がする」

　和風パフェを食べるのをやめ、燈が殊しゆ勝しような顔つきでそう言った。

「私、去年の学園見学で耀ちゃんのライブを見たんです。素す直なおに凄いって思いました。それは今でも変わっていません。耀ちゃんは幼馴染みで、一緒にアイドルを目指したいのは事実ですけど、それでいて私にとっては目標でもあるんです」

「そうね、そう思えるのは素す晴ばらしい事ですね」

　七華は微笑むが、その顔はどこか寂しげだった。

「私、燈さんがうらやましい。私はそこまで前向きにはなれなかったの」

　その言葉に燈はハッとして思わず頭を下げる。

「ごめんなさい、私、そんな意味で……」

　そんな燈に七華は穏やかに笑う。

「こちらこそごめんなさい。別にあなたを責めるつもりじゃなかったの。アイドルを目指すなら、それくらいの意気込みと覚かく悟ごが無いと。いえ、むしろそれが当然だったの」

　そう言う七華はどこか寂しげだった。

「私にはそれが出来なかった。すぐ横に私とは段だん違ちがいの輝きを秘ひめた人がいると悟って、焦あせり狼狽うろたえ自分を見失ってしまった。それがクリスマスライブで起きた事の真実です。私が全すべてのリズムを狂くるわせてしまったんです」

「そうですか……」

　悠人は頭の中で状況を整理する。どうやら七華は耀を意識するあまり、ステージでミスをしてしまい、それが他のメンバーやバックバンドにも波及していったようだ。

　しばし考えを巡めぐらせてから悠人は言った。

「いや、でも……。それがみんな幡池さんの責任というわけでもないでしょう？　耀の方が合わせる努力をしなかったのかも……」

「ちょっと、ユウ！　耀ちゃんをアイドルコースに引き留める為ために来たんでしょう！　何を言ってるのよ！」

　燈は悠人に食ってかかるが、その言葉に七華はいささか驚おどろいたようだ。

「仁藤さんが？　アイドルコースに引き留めるって一体どういう……」

「え……？」

　悠人が一いつ切さい合がつ切さい全すべて七華にメールで連れん絡らくしていると思っていた燈は狼狽えて二人を交こう互ごに見やる。そんな燈に悠人は慌てて釈明した。

「いや、実は幡池さんをあんまり心配させても何だと思って……。耀がアイドルコースの授業に出てないって事は話していなかったんだ。ええと、それで幡池さん」

「はい」

　悠人は七華へと頭を巡らせて続けた。

「いま燈が言った通り、耀はアイドルコースの授業には出てこなくなっちゃって。普通科への転科や他の学校へ進学するって話もあるみたいなんです。それでまぁ原因を探さぐっていたんですけど……」

　すでに他の学校へ進学した七華だ。それに今までの話しぶりから察しても、七華本人も耀とクリスマスライブの件は、かなり気にしているようだ。これ以上、負担を掛かけていいものだろうか。悠人はそう思い言葉を濁にごしたのだが、横に座っていた燈は生あい憎にくとそこまで気を回せる性格ではなかった。

「そうだ、七華さん。良かったら、耀ちゃんを励はげましてくれませんか？」

　またもや空気を読まず、あっけらかんとして七華にそう提案する燈に、悠人は突っ込みたくなるのを懸けん命めいに堪えた。しかし燈の不ぶ躾しつけな提案にも七華は穏やかな笑みで答える。

「もう私にはその資格はありません」

　資格がないって……。怪訝な顔の悠人に、七華はカップに残った紅茶に口を付けてから言った。

「在学中に仁藤さんには事情を話して、私の方から謝あやまったんです。そしてこれからも頑がん張ばって欲しいとは言ったんですけど……」

　それもそうか……。七華の言葉に悠人は一つ得心がいった。誰だれがミスをしたのか、耀自身はよく分かっているはずだ。むしろ耀は自分が七華のミスを誘さそってしまった事で自分を責めているのかも知れない。だからこそステージに上がることを拒こばんでいるのだ。

「そうですね。後は耀自身の問題だ」

「え～～ッ！」

　悠人の言葉に燈は不満げな声を上げて、座っていた椅い子すから立ち上がった。

「それでいいの？　耀ちゃん、全然こっちの話聞いてくれなかったじゃないの」

　しかし燈の不平に応こたえたのは七華だった。

「仁藤さんの才能は抜きんでています。私なんか到とう底てい、手の及およばない場所に行けると思います。だから自ら身をひいたんです。でも才能というのはあればいいというわけでもないんです。時として優すぐれた才能はその持ち主を苦しめてしまう」

　七華の言う通りなのだろう。悠人は考える。遅おそかれ早はやかれ耀はその壁にぶつかっていたはずだ。それがたまたま七華と一緒に立ったステージで起きたというだけの事。耀本人に事情を告げた以上、他に七華に出来ることはないのも確かだ。

「もし真弓さんともう一人のお友達が、林崎さんのプロデュースでステージに上がるというのなら、仁藤さんの力になってあげて欲しいんです」

　そして七華は寂しげに笑いながら、またあの言葉を繰くり返した。

「もう私にはその資格がありませんから」

　その言葉に燈は無言で椅子に座りなおした。

「えっと、その……。幡池さんはそれでいいんですか？」

　しばらく所在なさげにもじもじしていた燈だが、意を決したように七華にそう尋ねた。

「それでいいというか、むしろようやく私の居る場所を見つけたと思ってるの」

　そう答える七華は穏やかな笑みを浮うかべたまま。その表情からは確かに心残りのようなものは感じられない。

「才能がどうこうという問題ではないんです。真弓さん。人には得手不得手というものがあって、私はアイドルに憧あこがれる事は出来ても、アイドルになる事は出来なかった。それだけの話なんです」

　七華のその言葉に燈は何も言う事が出来なかった。

「分かりました」

　燈に代わり悠人は言った。

「良かったらゴールデンウィークのライブ実習、見に来てください。招待状も送ります」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　ちょこんと頭を下げる七華はもう普通の女子高生だった。




　友達を待たせているからと時間を気にしている七華をそれ以上、引き留める事は出来なかった。それに悠人としてもこれ以上、七華に尋ねる事も無かった。

　和風喫茶店から出てデパートの出入り口で七華に挨あい拶さつすると、そのまま悠人と燈は駅へと向かう。少し歩いたところで振ふり返ってみると、七華の所に友達らしい女子高生が数人歩み寄ってくるところだった。友達たちとの会話で悠人と燈の話が出たのだろう。駅へ向かう悠人と燈の方へ向き直ると、七華は笑いながら手を振ってみせた。友達と一緒に居る七華の笑え顔がおは、先程までのものとは違い年ねん齢れい相応の屈くつ託たくないものだ。

「ゴールデンウィークのライブ、楽しみにしてますからね！」

　七華がそう言うと周囲の友達たちも歓かん声せいを上げる。

「私たちも行きますから～～っ！」

「お待ちしてますー！」

　燈も笑みを浮かべて手を振りかえすが、その隣となりにいる悠人はどこかぎこちない様子で頭を下げるだけだ。七華たちが去り、悠人と燈は無言のままで駅への道を急ぐ。空はそろそろ暗くなり、風も冷たく感じられるようになっていた。

　七華に見せた笑顔が消え、燈は厳しい面おも持もちで黙だまりこくったまま悠人の隣を歩いている。悠人も同じだ。二人はそのまま何も言わずに駅へと向かう。

　ふうと小さくため息をつき、燈はうつむき加減で言った。

「私に出来るかな……」

　何が出来るのかとは言わない。そこには多くのものが含まれているのだろう。

　自分や晶と一緒に耀をライブ実習のステージに立たせる事はもちろん、その先にあるものも含まれているはずだ。

　アイドルを目指す事。そしてその頂点を目指す事も。

「自信なくしたか？」

　悠人がそう尋ねても燈はすぐには答えない。無言のままで隣を歩くだけ。

　幡池さんに会わせたのは失敗だったかな……。悠人がそう思い始めた時だ。燈はやにわに口を開いた。

「自信を無くしたわけじゃない。出来ると思ってたし、今も出来ると思ってる。だけど何て言うのかな……。うまく言葉に出来ないけど……」

　燈は小首を傾げる。そんな燈に代わって悠人は言った。

「恐こわくなった……？」

　その言葉に燈はすぐに答えなかった。無言のまま悠人と一緒に歩くだけ。駅構内に入ろうとした時、燈は小さく肯いた。

「……うん、恐いよ。恐くなったのは事実。きっと耀ちゃんもそうなんだと思う」

「それが分かっただけでも成長だな」

　悠人は笑うが燈はまだ神妙な顔つきのままだ。そんな燈の表情に、悠人は友達に見せていた七華の笑顔を比ひ較かくしてしまう。七華はアイドルを諦あきらめた。しかしその代わりに友達や普通の学園生活を手に入れたのだ。それこそが七華が本当に望んでいたものなのだろう。

　七華は敗者ではない。ただ遠回りしただけなのだ。

　何かになるにはそれ以外の可能性を捨て去らなければならない。目指すものによってはより多くの犠ぎ牲せいを強しいられる。アイドルになるには、友達に囲まれた普通の学園生活も諦めなければならない。その後の生活でも様々な障害があるだろう。

　それでもなおさらなる高みを目指したいと思う者にこそ天は輝きを与あたえるのだろう。

　耀に、晶に、そして燈にそれが出来るだろうか。そして自分は彼女たちが輝けるよう助力する事が出来るのだろうか……。

　自問する悠人の横で、燈は足を止めてつぶやく。

「それでも私はアイドルになりたい。耀ちゃんや晶ちゃんと一緒にアイドルに……」

　悠人も足を止め燈を見やる。燈は暮れ始めた空を見上げていた。

「分かってるよ」

　悠人は微笑みそう言った。

　参ったな、これは俺が一人で勝手にびびっていただけか。悠人は心中でそうつぶやき苦笑していた。

「よ～～し！　明日からまた頑張るぞー!!」

　燈はやにわに空へ向かってそう叫さけぶや、駅構内の改札へと駆け出す。

「おいおい、走るな。危ないだろう。まったく、ふさぎ込んだり盛り上がったり。現金な奴だな」

「アイドルですから！」

　肩かたごしに悠人へ一いち瞥べつをくれるや、燈は制服のポケットからＩＣカードを取り出し改札を通る。それに続こうとして悠人はあの事を思い出した。

「おいおい、コインロッカーに入れたコートはどうするんだよ！」

　燈は変装してきた事などすっかり忘れていたようだ。

「あ、ごめん。鍵かぎ渡わたすから持ってきて！」

　そう言うと燈は自動改札越ごしにコインロッカーの鍵かぎを悠人へと放ほうり投なげた。







４．「約束はいらない」







「下らねー事で悩なやんでるよな」

　翌日の輝かぐ夜や学がく園えん、学生食堂。ゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいフェスティバルまであと二週間と数日。残された時間はあまりない。なんとか出来ないものかと悠ゆう人とと燈あかりは、昼休みに晶あきらを呼び出して事の次し第だいを報告したところ、帰ってきたのはそんな言葉だった。

「下らないなんて言い方はないでしょ！　いくら晶ちゃんでも怒おこるよ！」

　燈は憤ふん然ぜんとして晶に食ってかかる。しかし晶は動じる気配もない。相変わらずどこかふて腐くされたような様子で言った。

「才能があるんなら、それでいいじゃん。もっと傲ごう慢まんになればいい。いやだねえ、出来る人は……！」

「晶ちゃん！」

　また燈が叱しつ責せきするが、晶はそれ以上、話をするつもりはないようだ。座すわっていた椅子から立ち上がるとそのまま背を向けた。

「んじゃ、私は午後も授業があるから。才能が無い人間は努力するしかないんだよ」

「どういう意味よ、それ！」

　しかし晶は答えず、無言のまま手を振ってそのまま食堂を出て行った。耀ひかるの事ばかり気に掛けていたが、晶の方も問題だな。今の言葉から察するに、晶は晶なりに自分に限界を感じているのかも知れない。悠人は晶の背中を見ながらそう考えた。

「どうするよの、ユウ！」

　燈は椅子に腰こしを下ろすと悠人に八つ当たりする。

「どうすると言われてもなあ……」

　燈や晶と一緒なら耀もステージに立つ事を了承してくれるだろうか。いや、その可能性があるならもう少し燈や晶に耳を貸してくれるだろう。

　耀は自分の能力と釣つり合うパートナーがいない事に悩んでいるのか？　それなら確かに晶の言うようにもっと傲慢になればいい。しかしそうではないはずだ。

　悠人はほとんど空になった紙コップを手の中で弄もてあそびながら考えを巡らせる。

「どうしたんだろうね。耀ちゃんも晶ちゃんも。学園内の候補生という形だけど折せつ角かくアイドルとしてステージに立てたのに……」

　ほおづえを突ついてそうぼやく燈の言葉が悠人の耳に飛び込んできた。

　ん、待てよ？　アイドル候補生？

「ねえ、ユウは……」

「ちょっと待ってくれ。燈、いま何て言った？」

　突とつ然ぜん、顔を上げてそう尋ねる悠人に燈は怪け訝げんな顔をしながらも繰り返した。

「いや、だからユウはって……」

「違う、その前だ」

　苛いら立だったような悠人の口調に戸と惑まどいながらも、燈は小首を傾かしげてから答えてくれた。

「ええと、メロンパンとクリームソーダくださいだったかな？」

「戻もどりすぎだ。それはさっき注文したメニューだろう！」

「分かってるわよ。ちょっとした冗じよう談だんだって」

　おどけた様子の燈はひと言、付け加える。

「だってユウ、変にテンパってるんだもの。ちょっと和ませようとして……」

　燈の言う通りだ。悠人は少し反省した。確かに視野狭きよう窄さくを起こしていたかも知れない。

「折角アイドルとしてステージに立てたのに。私なんてまだそこまで届いてないのに……。だっけ？」

　微び妙みようにニュアンスは違うが、確かにそんな事を言っていた。

「アイドルとしてステージに立てた。アイドルとして……。アイドルとしてか」

　そう繰り返す悠人に燈は補足する。

「そうは言うけど輝夜学園内のアイドル候補生だけどね。例えてみれば、何て言うのかな。ほら、高校野球で甲こう子し園えんに出場して活かつ躍やくするみたいな感じ？　本当ならまだその先にプロの世界があるのに……。あ、え!?」

　そこで燈も自分の言葉の重要性に気付いたようだ。

「そうだ、そういう事だ！」

　悠人は興奮に任せて椅子から立ち上がった。

「アイドルとしてステージに立つ。当面の目標を達成してしまったんだ。そこで耀は自分が原因で幡はた池いけさんのミスを招いてしまったと思っている。それはまぁ事実なんだが、そのアクシデントを乗り越えても目指さなければならない目標が見えない」

「見えないって……。アイドルじゃないの？　アイドルになるんでしょ？」

　その単語を幾いく度ども繰り返す燈に悠人は答える。

「形の上でもアイドルになる事が出来た。耀はそれ以上、他の人を押おしのけてもアイドルを続ける、アイドルの頂点を目指す理由が見つからないんだろう」

「そっか……。耀ちゃん、優やさしいものね」

　燈はうつむきそうつぶやく。

「そうだとすると晶の態度も分かるな」

「どういう事？」

　椅子に座り直しながら悠人は言った。

「晶にとっては耀が当面の目標というか、いわば憧れなんだろうな」

「あぁそれも分かる。晶ちゃん、小学生の頃ころ、耀ちゃんを慕したっていたもの」

「だよなあ。あいつ生意気なくせに耀の言う事はよく聞いていたんだよな」

　小学生時代の思い出に悠人と燈は笑い合う。

「その耀がステージから降りてしまったんで、晶としても自分が目指すべき先を見つけられなくなってしまったんだろう」

「うん、そうかもね。私も耀ちゃんと晶ちゃんと一緒にアイドルを目指したいし、二人がいなくなると困る」

　燈は悠人を真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめながらそう言った。

「そうだな。俺も約束があるもんな」

「そうそう、それを忘れちゃ困るもん！」

　悠人の言葉に燈も笑う。

「しかし具体的にどうするかだな。耀にもう一度アイドルを目指すという夢を取り戻して貰う。そうすれば晶もまたやる気を取り戻してくれそうなもんだけど……」

「そんなの簡単じゃない！」

　思案する悠人に燈は喜色満面で、いともあっさりとそう言った。

「はぁ……？　なんだよ、一体」

　どうせまた安やす請うけ合いをしているのだろう。そう思った悠人は燈に聞き返してみた。

「決まってるでしょ。アイドルを目指すようになった切っ掛けを思い出して貰うのよ」

「アイドルを目指すようになった切っ掛け？」

「うん」

　燈は真剣な眼差しで悠人を見つめながら続けた。

「実はね、私も輝夜学園に入ってから、何度か心が折れそうになったんだ。もちろん出来ると思って転校してきたんだけど、周りは凄すごい人ばっかりで授業やレッスンについていくのもやっと……。でもね、その度にあの場所に行ってあの時の事を思い出していたの」

　ああ、そうか！　そうだったんだ！

　悠人は興奮に身体からだが震ふるえるのを感じた。

「そうか、あの場所だ！　あの場所しかない!!」

　三人がアイドルを目指そうと志したあの場所。耀と晶に夢を取り戻して貰うには、もう一度、あの場所へ戻るのが一番だ。

「よし、そうと決まれば早さつ速そく準備だ！」

　悠人はそう言うや否いなや立ち上がる。

「準備？　普通に連れて行くだけじゃ駄だ目めなの？」

　不思議な顔をする燈に悠人は答えた。

「今の耀や晶にあの場所へ行こうと言っても素直についてきてくれると思うか？　それに燈も迷ったらあそこへ行ってるなら、耀と晶も何度も行ってるかも知れない。ただ行こうというだけじゃ駄目だろう」

「あ、そうかも……！　ユウ、割と鋭するどい」

「割とは余計だ」

　そう言って悠人は笑った。

「あれ、そういえば……」

　悠人は自分が使っていたトレーを手に取り、食器返へん却きやく口ぐちへ向かおうとしたところで、何か思い出したように周囲を見回した。

「どうしたのよ、一体」

　ちゃっかりと自分が飲み終えたクリームソーダの容器を悠人が持つトレーに載のせると、燈は不思議そうな顔で尋ねる。悠人は相変わらず慎しん重ちように周囲の様子を窺うかがいながら小声で答えた。

「……いや、今までのパターンからすると、こういう時はＩＫＵＴＯさんが出てくるんだけど」

「そんな様子は無いみたいね」

　燈も見回すが、学生食堂の中にはそれらしい姿は見えない。もっともこれまでもすぐには分からぬ格好に変装して近づいてきたＩＫＵＴＯだ。またどこかに隠かくれているかも知れない。

「またＩＫＵＴＯさんが出てくるとややこしい事になりそうだ。取り敢あえずは今日はここで退散だ。こっちの計画がまとまったなら、燈にも協力して貰うからな」

「分かってる分かってる！　どうせユウだけじゃ何にも出来ないし！」

「お前なあ……」

　にんまりと笑い背中を叩たたく燈に、悠人はまんざらでもない様子で苦く笑しようしながら、トレーを返却口に戻して食堂から出て行った。

「ふふふ、なかなか成長したようだな。林はやし崎ざきくん……」

　それを見送りながら、食堂の隅すみにいた若者がそうつぶやく。服装は例によって例の如ごとくグレイのパーカーにキャップ姿。

「だがしかし、それだけではまだ駄目だ。君たちにはさらなる高みを目指して貰わねばならない……。そうアイドルとして!!」

　キャップを食堂の天てん井じよう高く放り投げるや彼かれは言った。

「さぁ、ライブの始まりだ!!」

「おい、ＩＫＵＴＯだ！」

「本当、ＩＫＵＴＯよ!!」

「ＩＫＵＴＯさん、またゲリラライブですか!!」

　食堂から出た悠人は背後でわき上がるそんな歓声にうんざりとした表情を浮かべた。

「案の定か……」




　そうなる事を全く期待していなかったと言えば嘘うそになるだろう。仁に藤とう耀にはその自覚があった。だからその日、燈からメールが来た時、心のどこかでは期待が叶かなったという安あん堵ど感かんを覚えていた。

　今のどうにもならない状じよう況きようから誰かが救い出して欲しい。まず行動しなければならないのは自分だというのも分かっているのだが、一歩踏ふみ出そうとすると心が萎い縮しゆくしてしまう。だからこそその日、届いた燈からのメールは耀にとっては救いの手に見えたのだ。

『小学校の時、みんなでよく行っていたショッピングセンターに行かない？』

　燈からのメールには簡潔にそう記してあった。

　それが意味する事は充じゆう分ぶんに分かっていた。あの時のあの場所、みんながアイドルを志す切っ掛けとなったショッピングセンターのステージ。そこへ行こうというのだ。

　原点に立ち返ろうというのだろう。それは分かる。耀も何度かあの場所を訪おとずれようとしていた。しかし出来なかったのだ。気が進まないというどころではない。いざ出かけようとすると足が竦すくみ、クリスマスライブの記憶がフラッシュバックするのだ。

　結局、自分には無理だったのだ。あの頃の記憶が拒きよ絶ぜつしているようだ。

　一人では行けない。でもみんなと、燈ちゃんや晶ちゃんと一緒なら……。二人が一緒に行ってくれるなら……。でも行ってどうしようと言うんだろう。

　もう一度、やり直す？　それともやめる決心をする？

　耀はメールの文面を映し出す液えき晶しよう画面をしばし見つめながら自問する。

　分からない。……分からないから、またあの場所へ行きたいんだ。あたし。

　あの場所へ行けばその結論が出せるかも知れない。その結論が恐いから行きたくなかったんだ。

　そうだ、いつもみんなが、あの場所があたしに勇気をくれる。だからもう一度、あの場所で自分が進むべき道を探してみよう。

　耀はそう決心した。




「耀ちゃん！」

　その週の日曜日。燈が指定した待ち合わせ場所へ耀はやってきた。ショッピングセンター前のバス停に降りると、誰かを引きずりながら燈が駆かけ寄よってくる。

「早いね、次のバスかと思ったよ」

　時間は待ち合わせの十五分程ほど前。少し早めに来たのは事実だが、バスの時間もあってこの時間に着いてしまっただけだ。燈ともう一人の方が早く着いていたのだから、むしろ耀の方が恐きよう縮しゆくしてしまう。

「そんな事無いよ。ただバスの時間が丁度良かったから……」

「今日は眼鏡めがねじゃないんだね。やっぱりそっちの方がいいよ」

　燈の言う通り、耀は眼鏡では無くコンタクトレンズを入れてきた。

「そうかな……。あたしは眼鏡も嫌きらいじゃないけど」

　そう言いながら燈が引きずるように連れていたもう一人へと目をやり耀は続けた。

「ええと、それで晶ちゃんは何してるのかな？」

　燈が強ごう引いんに手を引っ張って連れてきたのは晶だ。薄うすい黄色のワンピース姿の燈に、晶はジーンズにライトブラウンのカットソージャケットというさっぱりした服装。服の色合いからして、小こ柄がらな晶はまるで無む理り矢や理り散歩に連れてこられた子犬のようだ。

「いや、だってほら！　燈が今日、ここへ来ようっていうから来たまでで。私は耀も来るなんて、全然聞いてなかったし！」

　耀が聞いていない事も含ふくめて、晶は慌あわてて色々とまくし立てる。どうも燈に丸め込まれたようだ。

「久しぶりにここで買い物しようって燈が言うから、私は付き合ってやるだけのつもりだったのに。耀が来るなんて聞いてないぞ」

　まだ晶はふて腐れたようにぶつくさと言っている。どうやら晶は単なる買い物のつもりと見える。

「大体、耀はこんなところで油を売ってていいのかよ！　お前は普ふ通つう科かなんかじゃなくて、アイドルコースにいなきゃ……」

　耀に八つ当たりする晶だが、空気が険悪になる前に慌てて燈が間に入る。

「まぁまぁ、今日は学校の事とかいいでしょ。勉強やレッスンの事なんて忘れて、みんなで遊ぼうよ。昔みたいにさ」

　いささかぎこちない様子でそう言う燈に晶は憮ぶ然ぜんとした顔でまた口を開きかけた。そのタイミングを見計らい、耀は両りよう腕うでを大きく広げて燈と晶を抱だき寄せる。そして満面の笑えみを浮かべて言った。

「そうだよ、晶ちゃん。燈ちゃんの言う通り、今日はみんな忘れて昔みたいに楽しみましょう！」

「え、う、うん。そうだよね」

　耀のテンションには、むしろ燈の方が戸惑う。

「っていうか、もう小学生でもないし……！」

　晶はふくれっ面つらをしているが、まんざらでもない様子だ。

「それじゃ決まりね。行きましょうか、まず昔よく行ったアイスクリーム屋に寄っていきましょう」

「昔なんて言うなよ、まるで年寄りみたいじゃないか」

　上じよう機き嫌げんの耀に晶は少し不満げに言った。

「ごめんごめん、でも懐なつかしいんだもの。だって四年ぶりだよ」

　耀はそう言うと二人の手を引くようにショッピングセンターの中へと向かう。燈は耀に手を引かれるまま、ちらりと背後へ一瞥をくれた。特にそれ以上、何か言うでもするでもない。ただ視線を送っただけだ。

「何してるんだよ」

　気付いた晶にそう言われた燈は何気ない様子で答えた。

「うん、ちょっと……。なんか知ってる人かなって思ったけど、勘かん違ちがいだったみたい」

「ふ～～ん」

　わざとらしい燈の言い訳にも晶はさして不ふ審しんに思わなかったようだ。

「仕方ないな、今日は耀に付き合ってやろうぜ」

　気を取りなおして、言い訳がましくそう言う晶に耀は笑う。

「ふふふ、よろしくお願いいたします。晶ちゃん、燈ちゃん」

　そして三人はショッピングセンターへ入っていく。三人が入ってしばらく後、燈が目をやっていた辺りにあった看板の裏から出てきた少年がいた。

　林崎悠人である。

「まったく、燈の奴やつ。露ろ骨こつにこっちを見て。危あやうく気付かれるところだったじゃないか」

　悠人はそうぼやいた。今日、耀と晶に声を掛けてショッピングセンターへ連れ出すよう、燈に依い頼らいしたのは悠人なのだ。

「さて、あとは燈が時間通りに二人を誘ゆう導どうしてくれるかどうか。……それにしても意外と反はん響きようがあったな。さすがは輝夜学園！　候補生でも下手なプロより人気有るよな」

　悠人はそんな事をつぶやきながら自分のスマートフォンを覗のぞき込む。

　少々荒あら療りよう治じだけど時間も無いし手段は選んでいられない。それになんと言っても……。

　悠人はスマートフォンをポケットにしまいながら後の言葉を口に出して言った。

「俺おれがみんなを信じてやらないでどうする！」




　燈はたまに覗いていたが耀にとっては四年ぶり。そして晶も中学に入ってからは滅めつ多たにこのショッピングセンターへ来ることは無かった。その間に消えた店てん舗ぽもあれば、新しく出来たものもある。物もの珍めずらしげに見て回る耀につられるように、晶もいつの間にか昔のようにはしゃぎながら店頭を覗き込む。

「あー、あのお店好きだったのになぁ」

　歩あるき疲つかれた三人はフードコートに寄って一休みしているところだ。

「あのアクセサリーショップ？　子供向けだったし、高校生にもなって似合わないって」

「そうかなあ、可愛かわいかったのに」

　フードコートのフルーツショップで買ったスムージーを手に、耀と晶が他愛たわいもない会話をしている横では、燈が何やらそわそわと落ち着きのない様子で手にしたスマートフォンをいじっていた。

「なんだよ、さっきから落ち着かないな」

　燈のスマートフォンを覗き込んで晶はそう言った。画面には覗き見防止シートが貼ってあるので何が表示されているのか分からなかったが、どうやらメールを送信したようだ。

「べ、別に何でもないわよ」

　燈は慌ててスマートフォンをしまい込む。さすがに鈍い晶も何かおかしいと気付いたようだ。燈についと詰つめ寄る。

「おい、燈。ひょっとして何か企たくらんでいないか？」

「さ、さぁ何のことかしら？」

　燈は白を切るが、嘘をついているのが丸わかりだ。

「そもそも私に内緒で耀も呼んでいたっていたのがまずおかしいだろう。隠すような事でもないし」

　晶は燈にそう食ってかかる。燈からのメールでは、単に久しぶりにショッピングセンターへ行こうとしか書いてなかったのだ。

「でも耀ちゃんが来るって言ったら、晶ちゃんは来なかったでしょ」

「う……。うん、まぁ……」

　燈に痛いところを突かれて晶は思わず口ごもってしまった。晶は到着してから、初めて燈から耀も来ると聞いたのだ。そして耀が乗ってくるバス停まで引っ張って行かれた次第だ。ちなみに待ち合わせ時間は予定よりも一時間も早く伝えられていた。燈の読み通りそれでも晶は三十分以上遅刻してきたのだ。

「いや、待て待て。それよりも燈の事だ！　大体、ユートはどうした！　お前が来たのにユートが来ないってのは変じゃないか？」

　燈は晶の指し摘てきににんまりと笑った。

「ふ～～ん。晶ちゃんはユウに会いたいんだぁ～～♡　ひょっとして今日、ユウが来ると思っていたのかしら」

　にやにやと笑いながらそう言う燈に晶はたじたじとなりながら後退あとずさり、そして耀に助けを求めた。

「おい、耀！　耀からも何とか言えよ!!　絶対、なにか企んでいるって!!」

　ストローを咥くわえながら二人のやりとりを見ていた耀は微笑ほほえみを浮かべて答える。

「ん～～、別にいいんじゃないかな。燈ちゃんが何か企んでいるとしても」

　さらりとそう言った。その口調はこれから起きることをすっかり見通した上で、さらに期待を込めて答えているようにも思えた。

「まったくもう……」

　そんな耀に燈は嘆たん息そくする。思い起こせば耀は昔から、達観したような面を見せる事があった。燈は子供の頃からそんな耀には敵かなわないと感じる事がしばしばだったのだ。

「じゃ、そろそろ行こうか」

　空になったスムージーのカップをゴミ箱に捨てると耀は二人を振り返ってそう言った。

「行くって、どこへ？　映画でも見るのか」

　特に予定も決めておらず、ただショッピングセンター内を散策しているのだと思っていた晶は、耀の提案に意外そうな顔をする。

「いつもの所」

　にっこりと笑って耀は答えた。

「いつもの所って、お前ここ四年ぶりだって……」

　そう言う途と中ちゆうで晶は耀の意図に気付いた。

「あ～～、そういう事か。そういや久しぶりだな。昔はしょっちゅう行っていたけど……」

　晶は頭を掻かきながら所在なさげにそう言った。そんな晶に耀は尋たずねる。

「晶ちゃんはあそこへ行くのは嫌いや？」

「嫌っていうわけじゃないけどさ。なんか足を向けにくいっていうか、今さら行ってどうするんだとか……。それより燈はどうなんだよ!!」

　晶はぶつくさとそうつぶやいていたが、八つ当たりのように燈へ話を振った。

「え、あ～～。私は別に構わないわよ。改装してからもちょくちょく来ていたし……」

　平静を装ってそう答えたものの、燈は何か目が泳いでいる。晶もそれに気付いたようだ。耀を放って燈へと詰め寄る。

「さっきから怪しいぞ。お前。大体ちょくちょく来ていたって、改装してからはお笑いタレントのトークやヒーローショーくらいしかやってなかったんじゃなかったか？」

「よく知ってるわね」

　燈の反射的な切り返しに晶はうっと呻うめいて沈ちん黙もくしてしまった。

「なんだ、晶ちゃんも結構気にしていたんじゃないの」

「ち、ちげーし!!　ネットで偶ぐう然ぜん、見かけただけだし！」

　頬ほおを赤らめて晶はそっぽを向くが、その反応が燈の指摘が的外れではなかった事を如実に示していた。

「ほら、二人とも何してるの。行くよー！」

　燈と晶に構わず、すでに耀は目的の場所へと向かい始めていた。フードコードの端にあるエスカレーターの側そばから手を振り、そう声を掛かけてくる。

「デカい声だすなよ、恥ずかしい！」

　頬を赤く染めたままで晶はそう言うと、残ったスムージーを飲み干しゴミ箱へ放る。

「ほら、行くぞ。燈」

「いいの？」

　尋ねる燈に晶は照てれ隠しのように怒ってみせる。

「いちいち聞くなよ。あんな時の耀が言う事聞かないってのは、お前もよく分かっているだろう!!」

「ふふふ、まぁね」

「まぁねじゃねえ！　それから笑うな!!」

　晶は照れ隠しのように怒鳴ると早足で耀の方へ駆け寄っていく。

　まったく……。昔と変わらないわねえ、私たちも……。

　耀と晶を見ながら燈はそう思う。その一方で燈は別の事を考えていた。

　ひょっとして耀ちゃんに気付かれちゃったかな。でもまぁ今さらどうにかなるわけでもないし……。

　ユウ、頼たのんだよ。燈は胸中で悠人にそう呼びかけながら、耀と晶を追いかけた。




「……そろそろか。慌ててたみたいだけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　悠人は自分のスマートフォンに表示される燈からのメールを見てぼやく。

『これからそっちに向かうつもり

予定の時間には着くと思い

あとで』

　どうやら文面をちゃんと整理する時間も無かったようだ。耀や晶には内緒でやっている事だから、その辺は致し方ないところだろうが、悠人にしてみればいささか不安だ。

「まぁやるしかないか……。いや、俺がやらないとな。頼んだぞ、燈。耀と晶を予定通り連れてきてくれ」

　燈が連れてくるどころか、耀が率先して向かってきているなどつゆ知らない悠人は、自分自身を奮い立たせるようにそうつぶやいた。そして振りかえると声を張り上げた。

「お待たせして申し訳ありません！　いまこちらに向かっておりますので!!　念のため、再さい確かく認にんしておきますが、これは本人も知らないサプライズイベントです。その点を考慮に入れた上でご協力願います!!」




　エスカレーターを上がって三階へ。そこからは階段で屋上へ出る。屋上はほとんどが駐車場になっているが、一部がイベントスペースやフラワーガーデンになっている。春の昼下がりという事で、屋上は結構賑にぎやかだったが、ほとんどがフラワーガーデンを散策しており、何も行われてない事もあってイベントスペースには人影が無かった。

「うわ、本当に屋根が出来たんだね」

　屋上に上がった耀はイベントスペースを見やって驚おどろいたようにそう言った。

「何だよ、今さら。一応、屋根が出来てから何回か来てるだろう？」

「そうだっけ？」

　そう言う晶に耀は小首を傾げた。

「そうだよ、何回か来てるじゃないの。だってほら、屋根付けたのは改装直前だし。改装してからもしばらくはイベント再開するかどうか分からなかったじゃない」

　燈の指摘に耀は寂さびしげに肯うなずいた。

「そうね、そうだったね……」

　そうだ。ここは三人とそして悠人の思い出の場所。あの『歌のお姉さん』が歌のイベントを行っていた場所なのだ。このショッピングセンターの改装と同時にイベントスペースも少し立派になり屋根も付いた。しかし『歌のお姉さん』による歌のイベントは開催されなくなったのだ。

　イベント会場には人の姿が無く『準備中』の立て札があるだけ。特に立ち入り禁止という文言は無く、また柵やロープの類いもない。昔からイベントのない時でも、出入りは自由で、子連れ客などが椅い子すに座って休んでいる事もあった。しかし今はベンチが増えたためだろうか。イベント会場には誰だれの姿もない。

　耀はステージに吸い寄せられるかのようにイベント会場へ入っていった。春の陽ひ射ざしの下、ステージは屋根の陰に隠れていささか不気味なほど暗くなっている。屋根が無かった頃は雨天中止もよくあったのを耀は思い出した。その時でもあの『歌のお姉さん』は、雨のかからない会場の隅に子供たちを集めて、よく童どう謡ようの『あめふり』を歌っていた。

「おい、耀？」

　晶が少し不安げにそう声を掛けてきた。耀が何をしようとしているのか、それは理解できている。晶はそんな耀において行かれる事を、そしてついて行けるかどうかを不安に思っているのだ。

　なんだ、まったく……！

　晶は胸中で自分を叱責していた。

　分かった風な口を利いて、私は小学校の頃から全然変わってないじゃないか。いつも耀の後を追いかけて……。耀において行かれないかどうか不安で……。だからこそ耀はいつも自分の目標で……。

　だから耀にはいつも輝かがやいて欲ほしかったのに……。

　その耀が自分勝手な理由で目の前から去ってしまった。それが許せなかった。

　自分は耀を理解しようともせず、ただその苛いら立だちを耀にぶつけていたのだ。

　晶はようやく自分の本音を直視する事が出来た。

「おい、ちょっと待てよ」

　晶は耀を追ってイベント会場へ入っていった。

「……えっと、ちょっと計画と違ちがってるけど。これでいいんだよね」

　そうつぶやき燈は背後へ一瞥をくれる。その視線の先はフラワーガーデン。頭にバンダナを巻き、身につけているのはウィンドブレーカー、そしてサングラスという、妙みような出いで立たちの少年がそこに立っていた。その側には階下に繋つながる階段。階段を下りるとトイレと自動販売機がある休憩所になっているはずだ。

　燈の視線に少年は意味ありげに肯いた。燈も首しゆ肯こうを返すと自分に言い聞かせる。

「やるっきゃないか……！　待ってよ、二人とも!!」

　そう言うと燈は耀と晶を追いかけた。




「自分からステージに向かうとは予想外だったな」

　悠人は思わず声に出してつぶやいてしまった。

　でもまぁ良い兆候だ。まだ耀の心は折れていないって事だからな。

　後の言葉を内心で続けると、悠人は階段を数歩下りて声を掛けた。

「もうちょっと待って下さい。いまステージに向かっているところです」




　ステージにはステップが掛けられていた。耀は一段一段、何かを噛みしめるかのようにステップを上がっていく。

　そしてステージに上がった。

　観客席にいるのは燈と晶だけ。昔と違い屋根があるせいか、観客席やその向こうにあるフラワーガーデンが妙に明るく見える。フェンスの向こうにあるマンションは小学生の頃には無かったはずだ。フラワーガーデンに置いてあるゾウのオブジェも随分日に焼けてしまっている。その後ろにあるアイスクリームショップのメニューが目に入るのは自分の背が伸のびたからだろうか。四年前は見えなかったはずだ。

　四年。それは自分にとってどれほどの時間だったのだろうか。

　耀は思いを巡めぐらせる。

　ふと視線を下げるとそこには燈と晶がいた。二人とも所在なさげにして、頼りなく視線を交わし合っている。

　あの時と同じだ。子供の頃、小学生の頃は永遠に続きそうに思えた、あの時間と同じ。『歌のお姉さん』から誘さそわれてステージに上がったあの時と……。

　耀は二人に微笑みかけ、そのまま視線を空へと向けた。

　そして歌った。

　歌詞はない。スキャットだ。曲もその場で思いついたアドリブ。自然と心の内からわき出る衝しよう動どうをそのまま歌にしただけの曲。だからこそその歌は今の耀の心そのものなのだ。

「耀……」

「耀ちゃん」

　自分の名を呼ぶ二人に、耀は一時、歌を止め、ステージ上から手を差し伸べた。

「おいで」




　曲目変更だ！

　耀の方からステージに上がる事も予想していなければ、歌い出すという可能性も想定していなかった。しかし悠人の戸惑いは一いつ瞬しゆんだった。すぐに頭を切り替かえる。当初予定していたアップテンポの曲ではなく、ゆったりとしたスローバラードに切り替える。この曲なら三人とも知っているだろう。悠人はアンプに繋がっているＰＣの演奏データを変更する。

　耀に誘われた燈と晶もステージに上がり歌い始めた。もっとも曲は耀の即興なので、二人ともついていくのがやっとだ。それでも突然ステージで歌い始めた三人に、フラワーガーデンを散策していた客が気付いたようで、イベント会場へ目を向けてちらほらと観客席へ向かい始めていた。

　なんてこった。これじゃサプライズイベントでも、耀たちを驚かせるんじゃなくて、まるでお客さんたちの方が仕掛けられたみたいじゃないか。

　背後から聞こえてきたざわつきに悠人は焦る。耀たちの歌声が聞こえてきたのだろう。

　燈からのサインがないと曲は始められない。しかし燈は歌に夢中になってしまっているようで、こちらには気付いてない。

　駄目だ。こちらでタイミングを計らないと。悠人は耀のスキャットに耳を澄ます。息継ぎブレスの直前だ。そこで曲を入れる。

　今だ……！

　悠人は燈に分かるよう、頭に巻いていたバンダナを高く放ほうり上げた。それと同時に空いた方の手でＰＣに入った演奏データの再生を始める。そして背後を振ふりかえると叫さけんだ。

「皆みなさん、どうぞ!!」




　突とつ然ぜん、ステージのスピーカーから演奏が流れてきて晶は露骨に狼狽うろたえた。曲には覚えがある。確かあの『歌のお姉さん』がよくステージの最後に歌っていた歌だ。子供向けの歌が多かった中で、少し背せ伸のびした感じがあって晶もよく覚えていたのだ。だからといって即そく座ざに歌えるわけでもない。だがセンターに立つ耀は平然として歌い始めた。

　それだけではない。階下に繋がる階段から、突然、数十人の客が屋上へ入ってきたのだ。若い男女が多いが、年配の客もいれば子供連れもいる。その客たちはステージ上の耀たちを目にするや、歓かん声せいを上げて観客席へ駆け寄ってくるではないか。

　輝夜学園のアイドル候補生のサプライズイベントという触れ込みで、悠人が学校側の協力を仰あおぎインターネットや学園見学者から募った観客だ。

　学園外で輝夜学園アイドル候補生のイベントが見られる。それもアイドル候補生も知らないサプライズイベントというのは、かなり魅み力りよく的てきな企き画かくだったようだ。悠人や燈も驚くほど申し込みがあったのだ。

「ちょ、え……？」

　突然、詰めかけた観客に動どう揺ようを隠せない晶だったが、すぐに真相に思い至った。

「燈、てめえ！　ユートと仕組んだな!!」

　そう言われた燈は唇くちびるの前で指を立て、黙だまっていろという仕草を示すと、耀に続いて歌い始めた。

　ええい、填はめられた！　憤ふん然ぜんとする晶だが、不思議と不快感はない。むしろ怒いかりは自分自身へと向けられていた。こうなるまで何もしなかった自分。耀に八つ当たりするだけの自分。悠人と燈が何かしてくれるまで動こうとはしなかった自分のふがいなさに怒りが向いているのだ。

　こんな時は、もう……。歌うしかないじゃないか！

　晶は耀、燈に合わせて歌い始めた。




　曲が一旦終わると、燈は予あらかじめステージの隅に用意しておいたマイクを取り、耀と晶に渡わたした。耀は笑いながら、晶は不承不承ながらもマイクを手に取る。それを確認した悠人は音量を調整する。本当なら燈が二人をステージに上げて、すぐにマイクを渡す手順になっていたのだが、耀の思わぬ行動で予定が狂くるってしまったのだ。しかしそれも怪我けがの功名となってくれたようだ。

　悠人はステージ上の燈に合図を送った。それに気付いた晶はステージ上で悠人を指さして何か言いかけた。その前に悠人は曲を始める。アップテンポの激しいリズムで晶の声はかき消される。大方、悠人を罵ののしったのだからそれでいいのだろう。晶はまだ不満そうだが、耀が燈に促うながされて笑え顔がおを取り戻もどして歌い始めた。

「なんだかんだ言って、あいつもアイドルが性に合ってるじゃないか」

　そんな様子に悠人は苦笑した。そして悠人はつぶやいた。

「そうだ、これだ。これが耀なんだ……」

　ステージ上の耀は去年の秋に見た時のように、そして小学生時代の記憶にあるように、まさに黄金の輝きを放ち始めていた。




「いや、まだ。まだだな……」

　ゾウのオブジェの陰でステージや悠人の様子を窺っていた若い男性はそうつぶやく。

「林崎くんはやはりなかなかセンスがいい。アイドルをその気にさせるのも、客を盛り上げるのも、そしてアクシデントへの対応力も高い。しかしそれだけでは駄目だ。人は遥はるか高みを目指さなければならない。それこそがスターなのだ!!」

　反射的に空を指さす若者を、アイスクリームショップに並んでいた子供たちがぽかんとした顔で見つめていた。




　そのまま一気に五曲を耀たちは歌いきった。燈と相談して、打ち合わせなしでも耀たちが歌えそうな曲をチョイスしておいたのは事実だが、それにしても抜き打ち同然でこの結果はさすがだ。

　悠人は思わず感嘆していた。

　なんと言っても三人のコンビネーションが素す晴ばらしい。耀が常にリーダーシップを取り、燈と晶がサポートしあう。

　悠人は確信した。

　やはりこの三人の組み合わせがベストなんだ。耀、燈、晶のユニット。互いに子供の頃ころから気心が知れているから、なまじ意識する事もない。あうんの呼吸で全すべてが通じる。

　決めた。この三人だ。やはり俺はこの三人をプロデュースしてゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいライブ実習に臨もう。

　悠人は決意を新たにしていた。両手を挙げて頭の上で円を作る。燈と決めた『大成功！　後は頼む』の合図だ。
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　燈はステージ上で肯いた。そのステージでまだ興奮醒さめやらぬまま、息を弾ませた耀がぺこんと頭を下げてから言った。

「ええと。聞いていただいて、ありがとうございます。それで今日は皆さん、一体なんの集まりですか？」

　耀にしてみればいつの間にか集まってきた観客だ。不思議に思うのも無理はない。そんな耀に横から晶がくちばしを挟む。

「そんなの決まってるだろう！　おい、ユート!!　みんなお前の企みだろう!!」

　そのやりとりに観客はドッと沸き、そして晶が指さした悠人の方へ向き直る。悠人は観客の視線にも動じる事なく手を振って応こたえた。それを見計らい燈が種明かしをする。

「輝夜学園アイドル候補生サプライズイベントにご参加ありがとうございます!!」

「お前……！」

　開き直ってそう宣言した燈に晶は食ってかかろうとするが、観客席の盛り上がりに圧あつ倒とうされて後退あとずさってしまった。

「え、なになに。どういう事なの？」

　一方、耀は物もの怖おじする事もなく、燈にそう尋ねた。耀本人は特に意識した行動ではないはずだが、どうやら観客には天然ボケに映ったようだ。そこかしこから笑いが漏れた。

「えっと、ほら。色々とあって耀ちゃんも晶ちゃんも、悩なやんでいたじゃないの。それでちょっと元気づけようと思って……」

　燈のその言葉に晶は顔を赤くした。

「べ、別に悩んでいたわけじゃあ……」

　一方、耀の反応は素す直なおだった。

「そっか……」

　マイクを持っていても、そのつぶやきまでは拾ってくれなかった。しかし悠人は離はなれていても、唇の動きから耀がそうつぶやいたのが分かった。

　耀は目ま蓋ぶたを閉じ、そのまま天を仰ぐ。そして一つ、自分自身を納なつ得とくさせるように肯く。

「やっぱり三人で歌うのは楽しいよね」

　燈はそれを確認してから観客席の方へ向かって言った。

「このユニットで、ゴールデンウィークに輝夜学園で新入生歓迎ライブ実習を行います！　今日の私たちのパフォーマンスが気に入った方は是非見に来てくださいね!!」

　次の瞬しゆん間かん、観客席がわっと盛り上がる。

『見に行くぞー！』

『頑がん張ばってね!!』

　そんなかけ声も飛ぶ。

「ちょ、なんだよ一体……!?　こっちの都合も……」

　そう言いかけた晶だが、観客席の盛り上がりに圧倒されてしまい、口をつぐむ。それどころか耀、燈に倣ならって観客席へ手を振り始めたほどだ。

　イベント会場全体の盛り上がりに満足した悠人はもう一度、両腕を上げて頭の上で円を作る。そんな悠人に燈が気付き、目配せして小さく肯く。耀も微笑みかけ、そして晶はそっぽを向きながらも視線だけは悠人へ送っていた。

　さて、とりあえずはユニット名でも考えなきゃな。

　三人の反応にほっと胸をなで下ろしながら悠人はそう考えた。その時だ。

　突然、ステージの片隅からスモークが上がった。晶は悠人と燈がまだ何か仕掛けていると思ったのだろう。すぐさま燈に声を掛けた。

「おい、燈！　お前、まだ何か……！」

「ええッ、知らないよ!!　こんなの聞いてない!!」

　燈の言う通りだ。悠人もこんな演出は用意していない。

　観客席も少しざわつき始めた時、突然、スモークに向かって四方から光が差し込む。

「何か映写するつもりか？」

　悠人は思わず身を乗り出した。どうやらスモークをスクリーンに見立てて何かを投影しようとしているようだ。

　スモークのスクリーンには、満天の星を思い出させるような色とりどりの輝きが閃ひらめき奔はしる。その中に一人の少女の姿が等身大の映像で浮うかび上がってきた。年の頃は耀たちと同じくらいだろうか。身に纏まとっているのはきらびやかなステージ衣装。愛らしく可か憐れんでそして華か麗れいな衣装を身につけた彼女は間ま違ちがいなくアイドルだ。そしてスクリーンに映し出されたにも拘かかわらず、その姿には恐ろしいほどの存在感があった。

「この人、あの時の……」

　耀のそんなつぶやきをマイクが拾う。

　あの時の？　そういえば少女の面差しには何か見覚えがある。悠人は懸けん命めいに記憶を探るが、なかなか名前が出てこない。

　映像の中の少女は、笑顔を振りまき、マイクを持った手を口元へ持ってくると歌い始めた。伴奏なしのアカペラ。しかしその歌声は豊かな声量で聞くものの心へ迫ってくる。先さき程ほどの耀のスキャットもなかなかのものであったが、この少女の歌声と比べるとやはりアイドル候補生に過ぎないと思えてしまう。

　歌声ばかりではない。決して派手な振り付けではないのだが、その仕草一つ一つが見ているものを魅み了りようして止やまない。観客も声も無く見入っている。ＩＫＵＴＯから冷静にステージを見る事が出来ると言われた悠人さえも、我を忘れてしまいかねない程ほどだ。

　一体誰だ、この少女は？　面差しも歌声にも覚えがある。しかし思い出せない。

　耀たちとさして変わらない年ねん齢れいにも拘らず、これだけのパフォーマンスが出来るのだから、それなりに名前の知れたアイドルのはずだ。

　それなのにどうして思い出せないのだ？

　焦しよう燥そう感かんにさいなまれていた悠人の耳に、一人の観客がつぶやいた名前が飛び込んできた。

「日ひ無なし輝かぐ夜やだ」

　その名と共に観客席がざわめく。悠人はその名をつぶやいた観客を目で追う。年齢は三十歳代半ばくらいだろうか、男性の客だ。その男性客はまたその名前を口にした。

「そうだ、間違いない。日無輝夜だ！　輝夜ちゃんだよ、輝夜！」

「おお、思い出した。日無輝夜だよ!!」

「そうそう、輝夜ちゃん！　懐かしいわ～～、私もアルバム全部揃そろえたもの！」

　同じ年代の男女が口々にその名を呼ぶ。中には子供の手を引いた夫ふう婦ふも居た。

　日無輝夜……！　思い出した!!　十数年前、それこそ悠人たちが生まれたかどうかの頃一世を風ふう靡びした天才少女アイドル。彼女は人気の絶頂で突然、引退したと聞いている。

　しかし悠人たちにとっては日無輝夜という存在はもっと重要な意味を持つのだ。

　そもそも輝夜学園という学園名が日無輝夜を記念して付けられたのである。

　なんだってここで日無輝夜の映像が流れる？　そもそも誰が何の目的で流した？

　いや、誰がという点では一人だけ心当たりがある。しかし目的は何なのだ？

「……違うよ」

　混乱するばかりの悠人に耀のつぶやきが聞こえた。

「この人は、あの『歌のお姉さん』だよ」

　別に観客席へ向かって話しているわけではないだろう。悠人同様、頭の中が混乱して整理がつかないのかも知れない。しかし悠人にはその言葉の意味が分かった。

　そうか、あの『歌のお姉さん』！　彼女の歌声にそっくりなのだ。歌声だけではない。面差し、容姿、確かに日無輝夜と『歌のお姉さん』は似ている。いや、似ているだけではない。

　間違いなく同一人物だ。年齢差は多分十五、六歳。悠人たちが小学校高学年の頃には二十歳代後半。確かにそれ位の年齢に見えた。

　あの『歌のお姉さん』が一世を風靡したアイドル日無輝夜？　なぜ、どうして？　それほどの人がこんなショッピングセンターのステージで歌っていたのだ？　人気絶頂で突然引退してしまったというが、その後、一体何があったというのだ？

　悠人の頭の中は疑問符だらけになってしまった。

「そうだ！」

　突然、ステージの一角から新たにスモークが噴出した。それと同時に日無輝夜の映像も消える。

「彼女こそ『日の無い夜に輝くもの』。それを体現した不世出のアイドル日無輝夜！　その人なのだ!!」

　スモークの中から一人の青年が文字通り躍り出る。そのままステージ上でくるりと回転してからポーズを決める。外け連れん味みたっぷりだが不思議と嫌みが無い。

　ＩＫＵＴＯである。

　ＩＫＵＴＯはポーズを決めたままで話を続けた。

「そして彼女こそ、数年前までこのショッピングセンターのステージで歌のボランティアを務めていた『歌のお姉さん』なのだ！」

　ＩＫＵＴＯの言葉に観客はざわめく。悠人が集めた客以外にも、最初からショッピングセンターへ来ていた買い物客も観客席に入る。そんな買い物客の中には『歌のお姉さん』のイベントを覚えており、悠人たち同様、驚く人も少なくないと見える。

　しかしなんだってＩＫＵＴＯは、今のこの段階でそんな事を耀たちに告げるのだ？　悠人は憤りさえ覚えていた。ステージ上の燈や晶は明らかに動揺しているではないか。忙せわしなく視線を泳がせ、今にもステージから駆かけ下りたいように見える。

　それはそうだ。自分たちが憧あこがれ、アイドルを目指した切っ掛けでもあった『歌のお姉さん』が、実はかつてその世界の頂点に君臨した存在だったのだ。

　無邪気に目指していたものが、実は誰もが憧れ手を伸ばしても届かない、まさに天上の存在だったのだ。身の程知らずと言われても仕方ない、動揺しても仕方のない状態だ。

　耀だって、耀……？

　悠人は思わず数歩ステージに近寄った。

　ただうつむいていたかに見えた耀だが、一つ深呼吸をするとパッと顔を上げた。正面からＩＫＵＴＯを見るその面には笑えみさえ浮かんでいた。悠人がステージに近づくと、耀が身震いを堪こらえているのが分かった。しかしそれは恐怖や畏怖から来るものではない。内心の興奮を抑おさえきれないもの。つまり武者震いと呼ばれる類いのものだ。

「そっか……。やっぱりここにあったんだ」

　悠人は耀が小さくそうつぶやくのを聞いたような気がした。

　耀はマイクを口元に持ってくると観客に向かって言った。

「あたしたちはこのステージで『歌のお姉さん』に出で逢あってアイドルを志しました！」

　一瞬の間を置いて観客席から歓声が上がる。同じ頃、あのイベントに通っていた客なのだろう。

「その頃は、『歌のお姉さん』が日無輝夜さんとは知りませんでした。でも、今はっきりと分かった事があります！」

　そして耀は言った。

「やっぱりあたしたちが目指すものは、このステージにあったんです！　あたしたちもここから日無輝夜さんを目指して飛び立ちます!!」

　ショッピングセンター屋上のイベントスペースに過ぎないとはいえ、観客は耀の宣言に全力で喝かつ采さいを送った。耀も燈と晶の手を取り観客席に向かって応えてみせるのだった。







５．「ストレンジャーｔｏｎｉｇｈｔ」







「え～～、そんなわけでこの三人でユニットを組んで、ゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいフェスティバルのライブ実習に参加する事になったわけだが……」

　ホワイトボードの前に立った悠ゆう人とはいささか居心地悪そうにそう言った。

「ほらほら、しっかりしろよ。ユートがプロデューサーなんだろう？」

　席に着いた晶あきらがそうはやし立てる。教室内で埋うまっている席は三つだけ。耀ひかる、燈あかり、晶の三人が悠人のすぐ目の前に座すわっていた。

　ユニットを組む事を了りよう承しようしてくれた三人でこれからミーティングなのだが、子供の頃からの知り合いという事もあり、悠人にしてみれば気恥ずかしさが先に立つ。

「頑張れ～～！」

　燈も笑いながらそう声を掛けてくる。

「まったく……」

　そうぼやく悠人を耀はくすくす笑いながら見守っていた。一つ咳せき払ばらいをしてから悠人は改めて話を続けた。

「それじゃ新入生歓迎フェスライブ実習の件をおさらいしておく。歓迎会といっても、新入生はただ歓迎される立場じゃない。在校生に自分の実力を見せる為ためのイベントだ。在校生側もそれに協力するわけだ」

　そう言いながら悠人は黒板にスケジュールや注意点を書き込んでいく。新入生歓迎フェスまではあと十日だ。

「つまりあれだな。体育会系でいうところのシゴキや可愛がりみたいなイベントだよな」

　そんな晶に肯いて燈も言った。

「だよね～～。こういう世界って、案外、体育会系だし」

「中等部に入った時は、どうだったっけ？　晶ちゃん」

　耀にそう水を向けられて晶はちょっと首を捻ひねる。

「う～～ん、歌やダンスをやらされた記憶はあるけど、自主的にプラン立ててやった覚えはないなぁ」

「そうだよねえ」

　耀も肯いた。

「まぁみんなは中等部の三年だからな。高等部に進学したら、また何かやると思う」

　ホワイトボードにスケジュールを書き終えると悠人は三人に向き直ってそう言った。

「あ、でもそれじゃ今回はあくまで悠人が主人公って事だよね。それに私たちが協力するって形になるんだ」

　今さらのごとく燈がそう言い出した。

「ああ、そうなるな。そんなわけで今さらだけど、よろしくな」

「ホント今さらだな」

　ぺこりと頭を下げる悠人に晶が笑った。

「その代わりと言っちゃなんだけど、来年みんなが高等部に進学した時は、俺おれが協力するからな」

　そう言う悠人に耀が首を傾かしげた。

「あれ、ユウくんが協力してくれるのはいいけど、ユニットはこのまま存続できるの？」

　アイドルコースのユニット編成は随時変更される。教師からの指示もあれば、メンバーからの要望があっても行われる。今回は高等部プロデュースコースに在学中の悠人からの依い頼らいという形式だが、転校して数ヶ月の燈はもちろん、最初から中等部に入学していた耀や晶にもそんな経験は無かった。なにしろ高等部プロデュースコースの生徒がきわめて少ない。今年の新入生も悠人一人という有様だからだ。

「あ～～、それなんだけどな……」

　悠人は少しばかり決まりの悪い顔をすると、またホワイトボードに向かい何か書く。

『在校生から一定の支持がないとユニット強制解散』

「え～～、なにそれ!?　どういう事！」

　その言葉に燈が気色ばんで椅子から腰こしを浮かしかけた。そんな燈にほおづえを突ついたままで晶が言った。

「当たり前だろう。この学校はあくまで実力重視。結果が残せなきゃ解散だ」

　そんな晶に耀も肯いた。

「そうね。ユニットといっても一時的なものでしかないし、必要に応じて何度も組み直したりするの」

　耀の言う通りだ。去年の秋、悠人と燈が見た時とクリスマスライブの時でも、耀がいたユニットはまるで違う顔ぶれだった。

「ぶ～～!!　なによ、それ！　折せつ角かく三人でユニット組めると思ったのに！」

　燈は唇を尖とがらせて椅子に座り直す。そんな燈をなだめるように悠人は言った。

「まぁ在校生からちゃんと支持して貰えばいいんだ。それならもうしばらくはこのユニットで活動できる。それでその支持するか否いなかの手段だけど……」

「あ、それなら知ってる。観客の盛り上がりでしょ」

　すぐに機嫌を直した燈がそう言った。燈の言う通りだ。教師から渡されたパンフレットにもそう書いてある。別にアンケートや投票で多数決を取るわけでもないのだ。

「ステージ終しゆう了りよう後、観客席の反はん響きようで判定するって……。具体的にどうするんだ、これ？」

「まぁなんつうか、具体的に言うとあれだよ。わ～～っ！　って盛り上がればＯＫで、しーんとなっていれば駄だ目めってそんな感じ？」

　晶が具体的という単語とはおよそかけ離はなれたアバウトな説明をした。

「晶ちゃん、それじゃ分かんないよ。えっとね、先生や講師の人たちはステージを見ないの。観客席の反応だけを見て、その盛り上がりぶりを判定してるわけ。特に盛り上がったと判断されたユニットは特別にアンコールが許可されるんだよ」

　苦く笑しようした耀が分かり易やすい説明をしてくれて悠人は少しホッとした。

「あー、そうか。それならちゃんと先生も教えてくれればいいのに」

「調べておくのもユウの仕事だよ。頑張れプロデューサー！」

　燈がそうからかうが、実際にその通りだ。全て自分で計画を立ててやらなければならないというのはかなり大変だ。悠人は今になってそう悟さとっていた。

「さて、それでスケジュールの確認だけど……」

　悠人はさらに詳くわしいスケジュールをホワイトボードに書く。新入生歓迎フェスまで十日だが、三日前までの予定が空白だ。

　悠人は三人の方へ向き直り、空白となっているスケジュール部分を叩たたきながら言った。

「合宿をします」

「はぁ？　合宿って、もうそんな事をしている時間はないだろう」

　晶がすっ頓とん狂きような声を上げた。しかし燈は合が点てんがいったようだ。

「あぁ、そうか。合宿棟を使うんだ」

「そういうことだ。使用申しん請せいは出しておいた。新入生フェス直前だったけど、何とか確保できたよ。急だけど今日の夕方から一週間の予定で取ってある」

　燈の言葉を補足して悠人がそう言った。

　輝かぐ夜や学がく園えんはもともと廃はい業ぎようしたテーマパークの跡地に作られており、以前からあった施し設せつも再利用されている。学がく生せい寮りようは周辺のアパートやマンションを学校側が借り上げているが、敷地内にはもともとリゾートホテルだった建物もあるのだ。学園側はそれらを合宿棟として利用していた。生徒、学生のオリエンテーションや、長時間に及ぶカリキュラムにも使用されている。施設そのものはリゾートホテルのままだが、常に教職員が常駐しており、売店やクラブなど娯楽用設備は大半が撤去され、宿泊施設以外で残っているのは大浴場やプール、フィットネスジムくらいだ。

「私、合宿棟使うの初めて！　大浴場もあるんでしょ」

　燈は無邪気に喜ぶが、晶は醒さめた口調で諭さとす。

「大浴場って言ってもあくまで気分転換用だ。長湯すると監督の先生から文句言われるぞ」

　その言葉に悠人も肯うなずく。

「晶の言う通りだ。遊ぶ為に予定取ったわけじゃないからな。他のユニットよりも準備が遅おくれているんだ。ここでがっちり方向性を固めるつもりだ」

「そういえばユニット名もまだだもんね」

　耀が思い出したようにそう言った。

「でもさ、お泊まり会ってわくわくしない？　子供の頃、私のうちにみんなで泊まったじゃないの」

　悠人や晶にたしなめられても、燈はまだ浮かれている。

「燈ちゃん。子供の時みたく、ゲームやったりビデオ見たりする為にお泊まりするんじゃないよ」

　さすがの耀も少し呆あきれたような笑みを浮かべてそう注意した。そんな耀に燈はにんまりと笑いながら答える。

「だって三人一緒なんて久しぶりでしょ。もちろんレッスンは真面目にやるけど、合宿っていうのはみんなと交流を深めるのも目的でしょ。そりゃ私たちは幼おさな馴な染じみだけど、しばらく離れていて今まではその間の話をしてる余よ裕ゆうなかったし、楽しみにもなるわよ」

　その言葉に耀と晶も顔を見合わせて笑う。そんな三人に悠人も釣られて笑った。

「まぁそれもそうだな。とにかく合宿で遅れていた分を一気に取り戻すぞ！」

「お～～！」

　燈が悠人に答えて威い勢せいよく片手を突き上げた。耀と晶も照れくさそうにそれに倣う。

「早くユニット名決めないとね。こういう時は、ナントカファイトー！　とかやると気合いが入るんだけど」

　耀は照てれ隠かくしのようにそう言った。

「そうだな。それも含ふくめて合宿中に一気に決めちゃわないと。それじゃ合宿は歓迎フェスの三日前までだ。放課後四時に合宿棟一階ロビーに集合な。一応校内だし、簡単な着替えを用意するくらいだけでいいだろう。……あ、それから、晶」

　悠人は思い出したように晶に言った。

「まだ学がく籍せきはバンドコースのままになってるぞ。先生たちに話は通してあるけど、早く教務課に転科願を出しておかないとまずい」

「あ、そうか。そうだっけ、あははは」

　そう言われた晶は露ろ骨こつにぎこちなく笑った。

「どうしたの、晶ちゃん？」

「そういう耀はどうしたんだよ。普ふ通つう科かで授業受けていたじゃないか」

　晶は話を逸そらしにかかったが、生あい憎にくとそうは簡単にはいかない。

「あたしの転科願は先生が手元で止めてくれていたから。ちゃんと話をして、やっぱりアイドルコースでやりますと言ったら了承してくれた」

「は～～、そうなんだ」

　相変わらず緊きん張ちよう感かんのない晶に悠人は少し呆れる。

「そうなんだじゃないだろう。耀の学籍は芸能科アイドルコースのままだったけど、晶は芸能科でもバンドコースになってるし、そっちで授業も受けていたじゃないか。本人からアイドルコースへの転科願を出さないと」

「あぁ、いやまぁ。出しておくから、大だい丈じよう夫ぶだって！　あんなもの建前なんだから」

「それはまぁそうらしいけどな……」

　そう答えた晶だが、その表情はどこかばつが悪そうだ。そもそも悠人と視線を合わせようとはしない。

「晶ちゃん、何か困った事でもあるの？」

「だからなんでもないって！」

　耀が尋たずねても晶は素っ気なくそう答えるだけ。そして椅い子すから立ち上がると言った。

「さて、合宿だ。合宿！　ちょっと寮りように戻って着替えやなんか取ってくるから」

　晶はそのままそそくさと教室から出て行ってしまった。燈はきょとんとして見送るが、耀は立ち上がり悠人の側そばに来て言った。

「一緒にバンド組んでいた人たちに気を使ってるみたいなの。晶ちゃん」

　その言葉に燈も思い当たるところがあるようだ。

「そういえばバンドコースは自分たちで組む人を探す事が普通だもんね。アイドルコースは先生や講師の指示がほとんどだけど」

　燈の言葉に耀も肯いた。

「気が合って組んでいたとすれば、やっぱりアイドルに戻ります。はい、さようならってわけにもいかないよなあ」

「晶ちゃん、案外口べただから。本当に言いたい事はなかなか口に出せないタイプだし」

「余計な事は言うんだけどな」

　そう言って悠人と耀は笑い合う。その様子に燈は少し頬ほおを膨ふくらませて席から立ち上がり、二人の間に割って入った。

「はいはい。そこまでそこまで！　合宿の準備もあるんでしょ。さっさと始めちゃいましょう」

「そうだな」

　悠人は肯いた。

「あ、そうだ。それで部屋割りはどうするの？　二人ずつで私がユウと一緒とか？」

「燈ちゃん!?」

　燈の冗じよう談だんに耀は赤くなる。

「おいおい、それはないだろう。スケジュールぎりぎりだったんで、三人で一部屋だよ。俺は別」

「なによ、ユウだけ一人部屋？」

　不服そうな燈に悠人は答えた。

「いや、大広間で雑魚ざこ寝ね」

　リゾートホテル時代のパーティー会場や宴会場は、現在、集会室に使われているが、夜間は部屋が確保できなかったり、寮に帰っている時間がない生徒や教職員用に開放されている。悠人はそこに泊まるつもりなのだ。

「なんだぁ、別に一緒でもいいのにね。耀ちゃん？」

「え、あ～～。あのそういうのはちょっとどうかな」

　耀は頬を染めてしどろもどろになる。

「もう冗談だって。行きましょ、耀ちゃん。私たちも準備しなきゃ」

　燈はそう言うと席から立ち上がり、耀の手を取った。

「う、うん。それじゃユウくん。あとでね」

「ああ、それじゃ今日からしっかりやろう」

　悠人はそう言いながら教室を出て行く二人に手を振った。




　合宿を始めて数日、悠人たちはなんとか順調に予定を消化していた。

「結構三人のルックスが違ちがうのがネックなのよね。一人だけ背の低い子もいるし」

　高等部デザイナー科二年生の女子生徒はそうぼやく。

「あぁ、そうだな。もっともそれがこのユニットの取とり柄えでもある。うまく使えば面白くなりそうだ。この子たちの、ええと、この子たちの……。ユニット名は何だったけか？」

　ごついなりの男子生徒はメイクを勉強している高等部の生徒だ。

「決まってません。考え中です」

　そう答える悠人に、高等部作曲科ポピュラーコース一年の多た岐き川がわ竜りゆう太た郎ろうが、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをついとあげて注文を付ける。

「慎しん重ちようなのもいいですけど、林はやし崎ざきくん。ユニット名があった方がイメージを膨らませやすいのは事実です」

「耀、燈、晶か……。三人とも光属性よね。それから何か思い浮かばないかな？」

　悠人から渡されたメモを見ながらそう言うのは、作詞担当の高等部広告科コピーライターコース二年の村むら瀬せ桜さくらだ

「光属性というのは分からないが、いずれも光に関係する言葉なのは確かだな」

　村瀬と多岐川の会話に、悠人は首を捻りながら答えた。

「まぁその辺も含めて考えてみますよ。取り敢あえず今日は三人と会ってイメージを膨らませて貰えないかな」

　そう言いながら悠人が向かう先は、合宿棟のレッスン教室だ。もとはクラブだった施設を改造したもの。席やカウンターを外しているので、それなりに広さも確保できている。

　……覚かく悟ごはしていたけど、思ったより厄介だな。

　悠人はレッスン教室のドアに手を伸のばしながら内心でそう独り言ごつ。

　楽曲のイメージ、衣装やメイクの打ち合わせ。他にもステージの演出やセットの準備もしなければならない。輝夜学園にはそれぞれを専門とする学科やコースがある。そこの生徒に頼めばいいのだが、紹しよう介かいは教師がやってくれても、実際の交こう渉しようや発注、確かく認にんは全部悠人が自分でやらなければならない。

　ある程てい度どイメージが固まったら、俺はステージの演出やセットの準備に専念して、あとは三人に任せてみるか。それにはリーダーを決めなきゃいけないけど……。

　そう考えながら悠人はレッスン教室のドアを開けた。もともとの使用目的もあって室内は防音が行き届いている。ドアを開けるまでその声はまったく耳に入らなかった。

「きゃ～～ッ！　なにこれ、可愛かわいい!!」

「似合う、似合うよ。晶ちゃん!!」

　ドアを開けた途端、燈に続いて耀の歓かん声せいも耳に飛び込んでくる。今の時間はダンスレッスン、そしてヘアメイクのチェックをしているはずだ。

「いや、駄目だって。こんなの恥ずかしい……」

　悠人が覗のぞき込むと誰だれか見慣れない女の子がドアの方へ逃にげてきたところだ。女の子はそのまま悠人の胸の中に飛び込んできた。反射的に悠人はその女の子を抱だきしめてしまう。

「え……？」

　当とう惑わくしたのは女の子も同様だ。悠人に抱きしめられたままできょとんと見上げている。

　あれ、誰だ。この子？

　髪かみはツーサイドアップ。小こ柄がらな事と髪型もあって何か子犬みたいな印象がある。

「あ、ごめん」

　悠人が慌あわてて離れようとした時だ。聞き慣れた罵ば声せいがその女の子から投げかけられた。

「いつまでひっついているんだよ！」

　そして勢いよくバンと突き飛ばされた。後ろでメイク担当の男子生徒が支えてくれなければ、そのままもんどり打って倒たおれ込んでいたところだ。

「ええと、ひょっとして。晶!?」

「他に誰がいるって言うんだよ!!」

　晶である。いつもは活発そうなポニーテールにしていたが、髪型を変えただけでかなり雰ふん囲い気きが変わってしまったのだ。

「ええい、もう！　だからこんなのは似合わないって言ってんだろう！」

　晶は髪をまとめていたゴムバンドを取り、いつものポニーテールにまとめ直す。

「え～～、いいじゃない。可愛いし、似合っていたし」

「そうだよねえ。晶ちゃんもたまには髪型変えてみればいいのに」

　燈に続いて耀もそう言った。そんな二人に晶はふて腐くされたように答える。

「嫌だよ、面めん倒どうだし」

「ほらほら、別に髪型変えて遊んでいるわけじゃないのよ」

　そう注意するのは高等部ファッション科ヘアメイクコース三年生の女子生徒だ。名前は高たか城しろ友ゆう希きという。

「髪型の方はどんな感じですか？　高城先せん輩ぱい」

　悠人は高城の方に歩み寄りそう尋ねた。

「う～～ん、難しいわねえ」

　高城は難しい顔でスケッチブックとタブレットＰＣを交こう互ごに見ている。

「一度は全員似たような髪型で揃えようかと思ったんだけど」

「あ～～、それでツーサイドアップですか」

「そそ、燈ちゃんに合わせようと思ったんだけど……」

「似合わねえだろう？　ただでさえ私一人背が低いし」

　唇くちびるを尖らせてそう言う晶だが、高城はそれを無視して悠人に言った。

「いやいや、背は関係ないわよ。それより問題は耀ちゃんなのよね。ちょっと髪が短いからボリュームが足りないの。伸びるまでは待てないし……」

「う～～ん」
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　その言葉に耀は自分の髪をいじくりまわす。耀の髪は肩かたに届くかどうかのショートカット。確かにツーサイドアップやいわゆるツインテールにするには髪が短すぎる。

「ヘアピースを使う手もあるんじゃないの？」

　燈が横から高城のスケッチブックを覗き込んでそう言った。

「別にあたしはヘアピースでも構いませんよ」

　耀も燈に同意する。そんな二人に高城は答えた。

「その線も考えたけど、やっぱり三人の個性を出した方がいいんじゃないかと思ってね」

「耀ちゃんに揃そろえて、髪下ろしてみるのもいいかも」

「人の話を聞けよ！」

　ツインテールをほどきながらそう言う燈に晶が注意する。しかし燈は髪をほどくと晶に逆襲をはじめた。

「ほら、晶ちゃんもほどくほどく」

「おい、やめろって！」

　抵抗する晶だが、思わぬところから妨害が入った。

「は～～い、お姉さんが押おさえてるからね。髪、ほどいてみましょ」

「ちょ、おい！　誰だ、あんた!!　なにしに来た!?」

　後ろから押さえつけた女子生徒に晶は抗議した。

「あなたたちの衣装をデザインする予定の高等部デザイン科二年の工く藤どう陽ひ菜なよ。衣装のアイディアが行き詰まってるんで、ちょっと髪を下ろしたところも見てみたいな～～、なんてね。他のみんなも参考にしたいでしょ!?」

　他の生徒たちも一いつ斉せいに同意の声を上げた。燈はそれに意を強くしたようだ。喜色満面で言った。

「ですよねえ。一応、確認してみないと」

「うん、私も見てみたい」

　高城も肯く。こうなると晶も覚悟せざるを得ないようだ。

「もう、分かったよ！　勝手にしろ!!」

「勝手にしま～～す！」

　燈は手早く晶のポニーテールをほどく。ストレートに下ろした晶の髪は意外と長い。晶の髪をほどくと、燈は耀を手招きして呼び寄せる。

「耀ちゃんも、ほらほら!!」

　そして燈は耀を中心にして、晶を抱き寄よせる。

「さぁどうだ！」

　悠人や高城、工藤そして一緒に来た生徒たちは三人をじ～～っと見つめる。そしてしばし沈ちん黙もくした。

「あ、あれ？」

　困こん惑わくする燈に耀が困ったような笑みで言いかける。

「あのね、燈ちゃん。やっぱり……」

　耀に言わせるのは忍しのびないと思ったか、悠人が先にその結論を口にした。

「似合わないなぁ」

　悠人のその言葉に他の生徒たちも一斉に肯いた。

「なんか違うわねえ」

「だよな。髪下ろすとキャラが弱くなるというか……」

「無粋だ」

　多岐川もぼそりとつぶやいた。

「やっぱりこの子たちは個性を前面に出すという事でいいんじゃないの？」

　まとめるように高城が言った。

「あ～～ッ！　もう!!」

　散々に言われて晶は焦じれたように髪を元に戻もどす。

「別に髪の毛が歌ったり踊おどったりするわけじゃないんだから、これでいいだろう！」

「でも晶ちゃん、アイドルならルックスも重要だよ」

　諭すようにそう言う耀に、突とつ然ぜん、それまで聞こえなかった声が同調する。

「そうですわね。相あい本もと晶さん、あなたは結局なにをやっても中途半端なんですのね」

　悠人や耀、燈には聞き覚えのない声だ。しかし晶は思い当たる節があるらしい。すぐさまドアの方へ向き直り声を上げた。

「冬ふゆ梨りか!?」

　入ってきたのは、軍服を思わせる衣装を身に纏まとった小柄な女の子。深いグリーンの長い髪は明らかにウィッグだ。

「冬梨？」

　首を傾げる悠人に、本人から説明してくれた。

「ごきげんよう、へっぽこプロデューサーさん。わたくし中等部芸能科バンドコース三年。相楽さがら冬梨というものですわ」

「はぁ、これはどうも……」

　無む闇やみに尊大な冬梨の態度に、へっぽこと言われた悠人も反射的に頭を下げてしまった。頭を下げながら悠人はようやくそれに気付いた。

　バンドコース？

「あの、相楽さん。ひょっとして……」

　頭を上げて尋ねる悠人に、冬梨はグリーンのウィッグを芝しば居いがかった仕草で掻かき上げながら答えた。

「わたくしの事はフューリンとお呼び下さいませ」

「フュ……、え？」

　戸と惑まどう悠人に、晶は冬梨の方へ歩み寄りながら言った。

「ドイツ語で女総統って意味らしいぜ」

「バンドコースで『アイゼンガイスト』ってバンドのリーダーやってるのよ」

　高城がそう教えてくれた。その言葉に多岐川が肯く。

「なるほど。ドイツ語で『鉄の精神』といったところか」

「中二くさいわねえ。まぁ中坊だし仕方ないか」

　作詞担当の村瀬もそんな事を言っている。

「あ、思い出した！」

　そこでやにわに耀が声を上げた。

「晶ちゃんが入っていたバンドだよ。前にちょっと名前を聞いた覚えがある」

「はぁ!?」

　悠人も燈も驚おどろきを隠せない。

「ウソッ!?　晶ちゃんのバンドって、あんなビジュアル系だったの？　前に写メ見せて貰もらった時とは何かイメージ違う」

　燈は意外そうな顔で晶と冬梨を見比べる。

「う～～ん、まぁあたしもあんまり詳しくはないんだけど……」

　困ったような笑みを浮うかべて耀は言った。

「みんな自由にやるっていうのが、リーダーの相楽さんの方針みたいよ。だからビジュアルはメンバーの自由に任せてるみたい。前に曲も聴いた事有るけどエレクトロポップ風だったり、プログレ風だったり、歌謡曲風だったり、かなり……」

「なんかフリーダムだなあ」

「そうだね」

　悠人が呆れてそう言うと、耀も苦笑しながら首しゆ肯こうした。そんな二人とは裏腹に、晶と冬梨は一触即発といった雰囲気だ。

「なにしに来たんだよ」

　冬梨を睨にらみ付けながら晶はそう言った。

「なにしに来たとはお言葉ですわね」

　冬梨はそう前置きしてから、晶に向かって答える。

「何をやっても中途半端なあなたを笑いに来たんですのよ」

　その答えに晶は冬梨に詰つめ寄る。

「はぁ？　なんだよ、その言いぐさ！　私だってな、バンドコースに移ってからは自分なりに一いつ生しよう懸けん命めいに……」

　そこまで言いかけて晶は、はっとして肩ごしに悠人や耀の方へ一いち瞥べつをくれる。

「ほら見なさい」

　グリーンのウィッグを再び掻き上げて冬梨は言った。

「あなた、ご自分の実力を分かっていらっしゃらないようね。大した実力も無いのに、後先考えずにバンドコースに転科したところを拾って差し上げたといいますのに」

　ん……？　悠人は冬梨の意図に気付いた。そっと視線を送ると耀と燈もどうやら何か察したようだ。悠人に肯き返す。しかし当の晶は頭に血が上っているのか、まだ冬梨の目もく論ろ見みには気付いていないようだ。

「誰が拾ってくれって言ったよ!!」

「あら、違いましたっけ？　でもまぁどちらでも構いませんわ。こちらとしては慈善事業みたいなものですから」

「なんだよ、冬梨！　お前アイドルコースに顔出してまで、私に文句言いたいのか!?」

「おい、晶」

　激高する晶に悠人が声を掛かけるが、まったく耳には届かないようだ。しかし冬梨は悠人を見て頃合いと見て取ったらしい。

「文句でありません。新しいキーボード担当が見つかったという事を、教えてやりに来たまでですわ」

「ちょっと待て、それは……。え、あれ？」

　ようやく晶も冬梨の真意に気付きかけたようだ。

「とにかく！　我わが『アイゼンガイスト』には、もはやあなたは必要有りません。せいぜいアイドルコースでくすぶってるのがお似合いですわね」

　そう言うと冬梨はグリーンのウィッグを揺ゆらせて背を向ける。

「二度とバンドコースの敷居をまたがぬように警告しにきただけですわ。それではごきげんよう」

「おい、ちょっと待て。冬梨！」

　レッスン教室から出て行こうとする冬梨を、慌てて晶は追いかける。冬梨はドアに手を掛けたところで、出し抜ぬけに振ふり返かえり、晶の目の前にその封筒を突き出した。

「あぁ、そうそう。教務課に問い合わせたら、まだでしたのね。転科願。いつまでも籍を置かれては面倒なので、必要な書類を取ってきて差し上げましたわ」

　冬梨が差し出した封筒を、晶は反射的に受け取ってしまう。

「あ、え～～と。その……、ありがとう」

　一応、そう礼を言う。冬梨はそれに答えず、再び教室のドアを開けた。一歩、廊下に踏み出したところで、何か思い出したように、くるりと晶の方へ振り返った。

「ゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいイベント。ライブをやるそうですわね。あなたの無様なステージを楽しみにしてますわ。せいぜい他の皆みなさんの足を引っ張らないようにする事ですわね」

「おい、冬梨……！」

　しかし冬梨は晶の返答を待たず、その目の前でドアをぴしゃりと閉じてしまった。

　晶をはじめ、その場の一同は言葉も無く冬梨が出て行ったドアを眺めるだけだ。

　しばしの後、悠人が嘆たん息そくする。

「いやはや……、面倒くさい子だなあ」

「でもいい人よね」

「だよね～～」

　そんな事を言いながら耀と燈は笑い合う。

「まったく、なんだよ。あいつ、何しに来たんだ」

　ぶつくさと言いながら晶は座すわっていた席へ戻ってきた。

「あの子なりに気を使ってくれたんだろう」

　悠人がそう言うと、晶は少し照れくさそうにそっぽを向く。

「べつにどうでもいいじゃん。余計なお世話なんだよ」

「お～～、ツンデレ同士で仲いいわねえ」

「そういうのとは違うし！」

　燈にからかわれた晶はむきになる。

「でもまぁ、冬梨さんの心遣いは無む駄だに出来ないな」

「そうだな」

　晶は冬梨から受け取った封筒を見つめながら肯いた。

「ところで悠人。こちらの皆さんがデザインや楽曲のスタッフだよね。自己紹しよう介かいした方がいいかな？」

　今さらのごとく燈は悠人にそう確認した。

「ああ、そうだ。念の為ため三人のイメージを掴つかみたいというので見学に来たんだ」

「そうか、じゃあダンスのレッスンだけでも見て貰わないとね」

　耀はそう言うが、衣装デザイン担当の工藤は苦笑してみせる。

「いやぁ、そのはずだったし、実際に見た方がいいとは思ってたけどね。大体イメージ掴めたわ」

「は？」

　その言葉に悠人や耀、燈、晶は顔を見合わせた。作曲を任されている多岐川も眼鏡を直しながら言った。

「うむ、君たち三人のイメージは大体掴めた。なまじ歌ったり踊ったりするところを見るよりも、参考になったな」

「でしょ～～。面白おもしろいわよね、この子たち」

　高城が喜色満面でそう言うとみんな肯く。

「ええと、それじゃよろしくお願いします……。で、いいのかな？」

　おそるおそる悠人が尋ねると、衣装担当の工藤が代表して答えた。

「任せておいて！」

　しかし晶は何か不安そうだ。

「いいのかな～～。なんか誤解を与えてそうな気もするけど……」

「そうよねえ。私たちが目標としているイメージとは違ってきそうな……」

　燈もそうぼやくが、耀はそんな二人に笑いながら言った。

「こういう自然な感じがいいんじゃないかな。あんまり気負っても、あとで息切れするだけだよ」

「そうかなあ。それもそうか……」

「まぁ耀が言うなら……」

　なんだかんだ言いつつ燈と晶も納なつ得とくして引き下がる。

　なるほどな……。その光景を見ながら悠人はある確信を抱いていた。そんな悠人に気付いて晶は横目で睨む。

「なんだよ、へらへらして。気持ち悪いな」

「そうか？」

　悠人は苦笑した。結局、燈も晶も耀を信頼しているんだな。悠人はそう思う。

「まあいいさ。みんなもイメージ掴めたみたいだし、レッスンを再開しよう」

「変なユウくん」

　首を傾かしげる燈に、耀はくすくすと笑った。




「あ、ちょっとみんなこっちに来てくれ」

　合宿も明日で最終日。その夜、レッスン終了後に悠人は三人に声を掛けた。何事かと耀たちは顔を見合わせて、悠人とホワイトボードの前に集まってきた。そういえばさっきから悠人はホワイトボードに何やら書き込んでいた。しかし今ホワイトボードは裏返されており、何が書かれているのかは分からない。そのホワイトボードの前に立って悠人は言った。

「さて合宿も明日で最終日だ。その後は最終チェックになるけど、俺おれはステージやセットの作業で、当日までの三日間はあんまり顔を出せなくなる」

「ずっとこっちにかかりっきりだったもんな」

　レッスン用のジャージ姿で晶が言った。

「そうだな。演出や視覚効果を勉強している先輩に任せているけど、最終チェックはこっちでやらないといけないからな。そんなわけで歓迎フェス前日までは三人に任せたいんだ。みんなの自主性も見たいし……」

　悠人はそこで意味ありげに言葉を切り、耀へと視線を送り続けた。

「そんなわけで耀にリーダーを任せて、あとは三人でやって欲ほしいんだ」

「……はい？」

　その言葉に耀はきょとんと悠人を見つめ返すだけだった。

「異議なーし！」

「私も耀ちゃんでいいと思いま～～す」

　晶と燈が賛意を示した事でようやく耀は事態が呑のみ込めたようだ。慌てて反論する。

「だ、駄だ目めだよ。あたしがリーダーなんて……」

「耀しかいないだろう？」

　悠人の言葉に燈と晶も肯いた。

「なんだかんだ言って今までもず～～っと耀ちゃんが中心だったもんね」

「結局、耀なんだよな。最後に私たちを引っ張ってくれるのは」

「そんな事、言われても……」

　耀はきゅっと唇を噛んでから続けた。

「だってあたしは一度アイドルから逃げたんだよ！　そんなあたしがリーダーなんて……」

　しかしそんな耀に晶は笑う。

「いいんじゃね？　尻尾しつぽを巻いて逃げ出したっていうなら私も同類だ。それに燈は数ヶ月前に転校してきたばっかりだしな」

「そうそう、耀ちゃんしかいないよ」

「でも……」

　耀は助けを求めるように悠人へ視線を送る。しかし悠人は耀の胸中を察した上で、一つ強く肯いて言った。

「子供の頃からずっと耀がみんなの中心だったじゃないか。俺も含めて。リーダーなんて堅苦しく考える事はない。耀が中心になって、あの頃みたく遊ぶ感じでいいんだ」

「……ユウくんがそう言うなら」

　目を伏ふせながらも耀はそう言った。その言葉を承しよう諾だくと受け取った悠人は、背後のホワイトボードに手を伸ばすと勢いよくそれを回転させる。

「よし、それじゃ耀がリーダーだな。そしてこれがユニット名だ!!」

『Ｌｕｍｉｎｏｕｓ』

　ホワイトボードの中央にはそう書かれていた。

「耀は『かがやく』、燈は『ともしび』、晶は『きらきら』。三人とも名前が『光』に関係してるからな。そこから思いついたんだ」

「はぁ……？　光？」

　悠人の説明に晶は不思議そうな顔をするだけだ。

「Ｌｕｍｉｎｏｕｓには他にも『明るさ』『輝かがやき』という意味も有る。三人のイメージにぴったりだと思ったんだけど……。どうかな……？」

　晶だけではない。耀や燈もぽかんとして説明を聞いているだけだ。最初は自信たっぷりにユニット名を披ひ露ろうした悠人だが、三人の反応にちょっとばかり狼狽うろたえ始めた。

「え～～と……」

「どうかなぁ」

　燈と晶は顔を見合わせる。しかし不満というわけでもなさそうだ。ただ悠人が見せた意外なセンスに、こちらも当惑しているようだ。その中で突然、耀がくすくすと笑い始めた。

　ありゃ、これは外したか？　そう思った悠人だが、耀は顔を上げて言った。

「うふふふ、いいんじゃないかしら。ちょっとあたしたちには立派すぎるかもだけど」

　一度、耀へと目をやっていた燈と晶も再び顔を見合わせて笑う。

「そうだね」

「まぁいいんじゃないのか」

　その言葉に悠人もほっと一安心した。しかし耀は小首を傾げてそんな悠人に尋ねる。

「でもユウくんが入ってないよね」

「入ってないって何が？」

　悠人は首を傾げるが、燈と晶もそれには気付いたようだ。

「ホントだ、ユウのが入ってないよ」

「え、俺？」

　その指し摘てきに悠人は虚を突つかれた。

「名前に『光』の意味があるのはあたしたちだけだよ。ユウくんの名前を連想させる単語も入っていた方がいいんじゃないの？」

「林崎だから……。ウッズ？」

「ゴルファーじゃないって。それに苗みよう字じだし。名前なら……。悠人ってどういう意味だ？」

　燈と晶はそう言って首を傾げ合う。

「いや、俺はプロデュースする側だし。裏方だよ。表には出ない方がいい」

「え～～！　だってユウも一緒にやるって言ったじゃないの！」

　突然、声を上げたのは燈だ。

「やってるだろう？　一緒にステージに立つわけにもいかないし、これが一番いい方法なんだよ」

「う～～ん……」

　燈はまだ納得がいかないように唸うなっているが、耀が諭さとすように声を掛ける。

「ユウくんはあたしたちを輝かせるのが仕事なんだからね。太陽があるから月も光って見えるんだよ。燈ちゃん」

「耀、お前うまい事言うな」

　咄とつ嗟さに口にした例え話に晶が感心した。

「うん、まぁ分かってるけど……。それはそれでちょっと残念だなって思っただけ」

　不承不承ながらも燈は引き下がる。

「よし、それじゃユニット名は『Ｌｕｍｉｎｏｕｓ』。リーダーは仁に藤とう耀で行こう！　今も言った通り、俺はステージのセッティングなんかで忙いそがしくなる。当日までは耀を中心に最終的な詰めをやってくれ」

　そして悠人は耀を手招きする。

「耀。ユニット名も決まった事だし、リーダーとして一つびしっと決めてくれ」

「え……」

　一時、逡しゆん巡じゆんしたものの耀は燈と晶の前に出て、二人の手を取る。

「じゃあ行くよ！」

「うん！」

「よし！」

　そして三人は声を合わせて言った。

「『Ｌｕｍｉｎｏｕｓ』ファイト！　Ｇｏ!!」




　そこには耀一人しか立っていなかった。身に纏っているのはきらびやかなステージ衣装。しかし周囲は静まりかえっていた。

　燈ちゃん!?　晶ちゃん!?　どこにいるの!?

　名前を呼ぼうとしても声にならない。明るく照らし出されたステージには耀一人。強きよう烈れつな光は耀に降り注ぎ、観客席や舞ぶ台たい袖そでで何が起きているのかさっぱり分からない。

「やっぱり私はこっちが性にあってるな」

　やにわに晶の声が響ひびく。耀がそちらへ目を向けると、ショルダーキーボードを持った晶が冬梨と談笑しているではないか。

「そうですわ、晶さん。あなたはアイドルなんかには向きません」

　どういう事？　どういう……。

　狼ろう狽ばいする耀の耳に、今度は燈の声が届く。

「ねえ、ユウ。やっぱりアイドルなんてやめて良かったね」

「そうだな。アイドルやっていたら、燈と付き合えなかったし」

　そこでは悠人と腕うでを組んだ燈が舞台の袖へ消えていくところだった。

「ねえ、今日はどこ行こうか。ユウ」

　ちょっと待って、二人とも！　アイドルやめるってどういう事なの!?

　一いつ瞬しゆん、耀をさらに強烈な光が包む。思わず目を細め、光量に慣れた頃には、悠人や燈、晶、そして冬梨の姿は無かった。

「あなたはいつもそうなのね。仁藤耀さん。いつもそうやって自分だけ好きにやって、みんなの事なんて何も考えてない」

　背後から声が響く。振り返るとそこには見覚えのある少女の姿があった。

「幡はた池いけさん！」

　そこには輝夜学園の制服を着た幡池七なな華かがいた。七華は無表情のまま耀の横を通り過ぎステージから観客席へ向かう。

「あなたにはリーダーなんて無理です。きっとみんなこんな風にばらばらになってしまう……」

「そ、それはそうかも知れないけど……」

　耀が答え終える前に七華はステージから降り、暗い観客席へと消えていった。

「みんな、どこにいるの！　一人にしないで。燈ちゃん、晶ちゃん！　ユウくん!!　悠人!!」

　耀にとってそのステージは無限に広かった。みんなの姿を追い求めてステージの上を駆かけても、どこに行き着く事も出来ないのだ。

　どうして、どうして！　あたしがいけないの？　一度は逃げ出した、あたしがまた戻ってきた事がいけないの？

　あふれ出そうになる涙を堪こらえながら耀は走った。ようやくその前方に何かが見えてきた。まるで天の星々が地上へ降りてきたかのようなきらびやかな光。その中に一人の少女がいた。耀と同じステージ衣装を纏った少女。

　日ひ無なし輝かぐ夜や……。闇に沈む観客席を前に立つ輝夜はまさに『日の無い夜に輝くもの』だった。

　耀の知る『歌のお姉さん』のかつての姿。それは伝説的なトップアイドル。その日無輝夜が耀の目の前に居るのだ。輝夜は耀を一顧だにせず歌い始めた。輝夜の視線の先、観客席には悠人や燈、晶の姿がある。それだけではない。冬梨や七華、そしてＩＫＵＴＯさえも輝夜に声援を送っている。

　誰も耀を見ない。誰も耀の存在に気付いてない。誰も……。

　あたしは、あたしはここにいるのに……。

　どうして誰もあたしを見てくれないの！　どうして……！

　その絶望さえも声になってくれなかった。




　ハッとして耀は目を覚ました。

　なにか嫌いやな夢を見ていた事だけは覚えている。そしてその理由も察しがついていた。

「……あたしにリーダーなんて務まるのかな」

　小さく声に出してつぶやく。

　窓から入り込む外の灯あかりで部屋の中は何とか見て取れる。ここは合宿棟で耀たち三人が借りている部屋だ。本来はツインだがエキストラベッドを入れてある。隣となりのベッドでは燈が、窓際のエキストラベッドでは晶が寝息を立てている。枕まくら元もとの時計を見ると午前一時近い。レッスン、ミーティングが終わり、部屋に戻ってきたのが午後九時半くらい。その後は銘々で軽く夜食を摂とったり、一いつ般ぱん科目の宿題や予習をしたり、シャワーを浴びたりするなどして、十一時までにはベッドに入った。燈や晶ととりとめのない話はしていたが、三十分としないうちに寝入ってしまったはずだ。

　明日からはユウくんがいない。リーダーなんだから、あたしがしっかりしないと。いまはちゃんと睡眠を取るのが先決。

　そう言い聞かせて目ま蓋ぶたを閉じるがなかなか寝付けない。さっきの夢のためだろうか。パジャマ代わりのＴシャツとジャージもじっとりと汗が染みついている。もともとリゾートホテルだった部屋だ。空調は行き届いているはずだから、むしろ精神的な問題だろうか。

　シャワー、浴びようかな。

　そう思い耀は上半身を起こした。しかしすっかり寝入ってる燈や晶を起こすのは忍びない。

　そうだ、大浴場は二十四時間いつでも入浴できるはず。

　そう思い立った耀は枕元に置いてあったはずの眼鏡を探した。もともと耀はかなり目が悪い。近視なのである。普ふ段だんはコンタクトレンズを利用しているのだが、寝る前に保存液に浸つけてしまったのだ。コンタクトレンズを入れるには照明を付けなければならず、そうすると結局、燈や晶を起こしてしまう。それに入浴するなら眼鏡の方がいいだろうと探したのだが、置いてあったはずの場所にない。どうもうっかりして鞄かばんにしまったようだ。

　地下の大浴場まではエレベーターで下りるだけ。この時間なら入浴中の生徒や教職員も少ないだろうし、相手が誰だれだか分からずに気まずい思いをする事もあまりないだろう。

　そう考えた耀は、燈や晶を起こさぬようにそっとベッドから下りた。




「おい、林崎。寝るなら毛布くらいかけろよ」

　大広間でセットや演出の計画をまとめていた悠人だが、いつの間にか寝入ってしまったらしい。テーブルに突っ伏していたところを他の生徒に起こされた。

「ん～～、もう一時過ぎか。今日はさすがにこの辺にするか」

　悠人は大きく伸のびをしながら腕時計を確かく認にんした。合宿棟がリゾートホテルだった頃はパーティー会場だった大広間だが、今は個室が確保できなかったり、あるいは夜遅くまで何かの打ち合わせや勉強がある生徒が使っている。大広間の一角にはマットが敷かれており、そこで寝る事も出来る。ちょうどフェリーの二等客室のような感じだが、パーティションで男女別に区切られており、常に教職員が待機している辺りはやはり学校だ。

　このまま寝ようかと思った悠人だが、まだ風呂に入ってない事を思い出した。個室が取れればそこの浴室が使える。しかし大広間で雑魚ざこ寝ねをしている生徒や教職員たちは地下にある大浴場を利用する事になっている。

　今の時間なら、もう人も居ないだろう。悠人は大広間の片隅に放っておいた自分の鞄からタオルや着替えを取り出すと、地下に下りる階段へと向かった。大広間は一階にあるから、地下にある大浴場は階段を下りてすぐだ。

　昼夜の区別がない輝夜学園とはいえ、さすがに深夜になると人気も少ない。悠人は無人の階段を下り大浴場へ向かった。大浴場が二十四時間営業なのはリゾートホテル時代からの慣行でもあるが、少ないとはいえ深夜まで作業している生徒や教職員には有り難い。

　リゾートホテル時代からの慣行は他にもある。大浴場は当然、男女別になっているのだが浴室や洗い場の造りがそれぞれ違ちがうのだ。そして数日おきに男湯、女湯が入れ替わる。

　悠人は念の為、もう一度、男湯と女湯を確認した。どうやら一昨日おとといまでとは入れ替わっているようだ。

　引き戸を開けて脱衣所に入ると、入れ替わりに男子生徒が出て行くところだった。軽く会釈してから悠人は制服を脱ぎ始めた。ロッカーは無く、脱ぬいだ服は脱だつ衣い籠かごに入れるようになっている。この辺は妙みように古めかしいが、学校という事もあり、地味なところで経費を削減しているのかも知れない。脱衣場と洗い場の間にある引き戸は、下半分が磨すりガラス、上が普ふ通つうのガラスで出来ていて、湯船の様子が見て取れる。今は誰も入っていないようだ。

　これならゆっくり出来るな。

　悠人はそう考えて引き戸を開けた。




　地下に到着したエレベーターから降りた耀は大浴場へ向かう。眼鏡やコンタクトが無くとも一昨日にも一度、燈や晶と来ているので勝手は分かっている。耀は通路を歩いて一昨日と同じ女湯に入った。脱衣所には誰も居ないが、洗い場の方からはちょうど誰かがかけ湯をしたような音が聞こえてきた。人の気配に耀はホッとした。学園内とはいえやはり深夜に一人で大浴場というのは心細い。誰がいればそれに越こした事はない。

　耀は寝汗でべっとりと皮膚に貼り付いたＴシャツを脱いだ。近くに使っている脱衣籠がある。そのすぐ側そばにある空いた籠に耀はＴシャツや下着を放ほうり込んだ。




　生あい憎にくと露天風呂とはいかないまでも、広い空間で湯に浸かっているとのんびりする。悠人は湯船にもたれかかり思いっきり伸びをした。うたた寝していたところを起こされたせいだろうか。湯に浸かるとすぐに眠気が襲ってきた。

　いかん、風呂に入ったままで寝てしまうと大変な事になるな。

　そう自分に言い聞かせる悠人だが、それでもほんの数分ほど意識が飛んでいたようだ。突然、聞こえてきたかけ湯の音で我に返る。

　ん、他に入ってきた人がいるのか。

　横目で背後を確認すると、男にしては妙に華きや奢しやな体格で髪かみが少し長めの生徒が、こちらに背を向けてシャワーを浴びていた。それにしても何となく見覚えのある後ろ姿だ。

　悠人は湯に浸かったままで首を捻ひねる。自慢ではないが、まだ男性の友人はほとんどいない。せいぜい作曲やステージ演出を手伝って貰っている、別学科の男子生徒と話す程てい度どで、彼かれ等らもまだ友人というほど親しいとは言えない。

　考えすぎか……。

　悠人は頭に載せていたタオルを目元にかぶせる。

　そうこうしているうちに後から入ってきた生徒の足音が近づいてきた。悠人に気を使っているのだろうか、少し足音を忍ばせているような感じだ。悠人から少し離はなれた所で湯に入る音がする。近くもなし、遠くもなし。それなりに距きよ離りを置いていた。

「はぁ……」

　ため息が漏れる。そのため息に悠人は違い和わ感かんを覚えた。男っぽくないのだ。体つきは華奢だし、中等部の一年生くらいでまだ声変わりをしていないのかとも思ったが、それにしてはため息のつき方そのものが、なんというか……。

　女の子っぽい!?

　いや、むしろ女の子そのものだ。

　え……!?

　狼狽した悠人は目に載せたタオルに手を掛けたものの、それを取るかどうかおおいに迷った。そして頭の中で瞬時に記憶を探る。

　ちょっと待て、こっちは男湯のはずだ。入る時にも確かめた。男子生徒が出てくるのも見た。間ま違ちがいない、俺は間違ってない。

　以上から推測できる事は……。




　Ａ・入ってきたのは女の子っぽい男の子である。

　Ｂ・入ってきたのは女湯と勘かん違ちがいした女の子である。




　Ａなら何も問題は無い。問題が生じるとしたらＢである。

　どうする、俺？　ややこしくなる前に逃にげるか？　いや、後から誰かが入ってくるかも知れないし、せめてここは男湯だと教えてやるべきか？　待て待て、その前に相手が本当に女の子かどうか確かめるべきだろう。そんなラッキースケベイベントがそう簡単に起きるはずもない。しかし確かめるには、タオルを取り目を開けて、相手を見なければいけない。それで男の子だったら良し。しかし万が一本当に女の子だったら……。

　その間、ほんの数秒。悠人の思考は千々に乱れるだけで、結論を出す事が出来なかった。後から入ってきた人物は少し身体からだの向きを変えたようだ。お湯が揺れるのが分かる。

　そしてその人は言った。先客が居るのは承知していたようだ。

「いいお湯ですねえ……」

　女の子の声だ。それも聞き慣れた声なのだ。

「こんな時間だから一人だと思いました。先に誰かいて助かりました。一人だと何か心細いし……」

　耀だ。耀の声に間違いない。しかし耀は平然として話をしている。ここが男湯だと分かって入ってきたのか？　そして相手が俺だと分かっているのか？

　悠人は一瞬、そう考える。その考えに至った時、妙にうれしく思う自分がまた意外だった。だがすぐにそれはあり得ないとも気付いた。耀の口調は敬語。相手が誰だか、分からないようだ。

　待てよ……。そうだ、耀はこういうミスをしでかしかねない、肉体的な問題があったはずだ。ええと、何だっけか。確か……。

　ちょっと落ち着いて考えれば、簡単に思い出せる問題なのに、慌あわてているからすぐには気付かない。そうこうしている間に、耀も何か変に思ったのだろう。悠人の方へ近づいてきたのが、湯の揺れで分かる。

「あの、どうかしましたか？」

　まずい、取とり敢あえず距離を置こう。間を空けるんだ！

　悠人が身体を動かそうとしたその時、当然のごとく目の上にかぶせておいたタオルが落ちた。反射的に目蓋を開いてしまう。目の前には肩かたから上を出した耀の姿があった。手を伸ばせば届くくらいの距離に来て、耀はようやく相手が誰か分かったようだ。

　ああ、そうだ。そうだったよ。思い出した。耀は近視なんだ。眼鏡やコンタクトなしでは、数メートル先の相手もよく分からない。ましてや湯船の中では湯気もある。目と鼻の先まで近づくまで分からなかったのも道理だ。

　悠人は妙に冷静にそんな事を考えていた。

「え……」

　一瞬、耀は硬直した。耀はなぜか反射的に立ち上がってしまった。相手が悠人だと分かった驚きよりも、予想外の行動に出てしまった自分自身に耀は悲鳴を上げた。

「きゃああああ～～っ！」

　湯が派手に飛び散る。湯を顔面に浴びながら、悠人は思った。

　ああ、やっぱり耀って着やせするタイプだよな。

　続けざまに耀が持っていたタオルが悠人の顔面を直撃した。

「ユウくんの馬ば鹿かぁ～ッ!!」

　たっぷり水分を含んだタオルだ。かなりのダメージはあった。悠人は湯の中にたたき込まれてしまった。

　耀はざばざばと湯を蹴け立たてて距離を置く。そして湯船に身体を沈めながら背中越しに小声で尋たずねる。

「あの……、本当にユウくん？」

「……俺じゃなかったら、色んな意味で大変な事になっていたぞ」

　タオルが直撃した左ひだり頬ほおをさすりながら悠人は答えた。そんな悠人に、耀は考えがまとめられぬように口をぱくぱくさせている。

「あの、ここ。どうしてユウくんが。それで……、見たの？　あたしの、その……」

「ここは男湯だ」

　取り敢えず分かり易い質問から答える。

「だって……！」

「そのまま風呂の中に座ってろ！」

　また反射的に立ち上がりそうになった耀から慌てて目を逸そらして悠人はそう言った。

「あ……」

　悠人が視線を逸らしたのと同時に、耀は完全に棒立ちになってしまったようだ。悠人は懸けん命めいにその光景を想像しないようにする。

　心頭滅却心頭滅却……！　色即是空色即是空……！　水素、ヘリウム、リチウム、ベリリウム、ホウ素、炭素、窒素、酸素、フッ素、ネオン……。円の接線とその接点を通る弦の作る角は、その角の内部にある孤に対する円周角に等しい……。

　ざぶんと湯に浸かる音がするのを確認してから悠人は耀の方へ視線を戻もどした。耀は肩どころか口元まで湯に浸かって悠人の方を睨にらみ付つけている。

「……一昨日、燈ちゃんや晶ちゃんと来た時は、こっちが女湯だったもん」

　拗すねたような口調でそう言った。

「聞いてないのか。リゾートホテルだった時代の名残で、合宿棟の大浴場は二、三日ごとに男湯と女湯が入れ替わるんだよ！」

「え……？」

　また立ち上がりそうになり、慌てて耀は体勢を戻す。

「え～～と……。そういえば確かに……」

　耀はばつの悪そうな顔でさらに深く湯に身体を沈めた。そしてまた悠人を上うわ目め遣づかいで睨みながら、口をもごもごさせながら言った。

「それで……、たの？」

「は？」

　聞き返す悠人に耀はますます赤くなり、そして湯の中に身体を沈めて改めて言う。

「見たの？　あたしの……、その……。……」

　ごにょごにょ言いながら湯の中に沈んでしまったので、耀の言葉は泡になって消える。

「見てないって」

　一応……。と、あとに続く言葉は悠人も呑のみ込んでしまう。

「本当？」

「本当だって？」

「本当に本当？」

「しつこいな」

「だって……」

　真っ赤な顔のままで耀はまた湯に沈んでしまう。

　このままじゃ埒らちが明かないし、自分も耀も色々と限界だろう。そう思い悠人は言った。

「と、とにかくだ！　俺が先に出るから……。いや、他の男子が入ってくるかも知れないし、耀が先の方がいいのか？　待てよ、俺が先に出て誰も来ないのを確認するか、誰か来たら何とか止めて……」

　真っ赤な顔の耀はまた口元まで湯に沈み、なにやらぶくぶくごにょごにょしていたが、ようやく顔を上げて言った。

「ユウくんが先に上がるのは駄目！」

「なんでだよ。俺、着がえたら外に出て、誰も来ないのを確認してから耀に合図をする。そうしたらまた外に出るから」

「駄目ったら駄目」

　耀は湯から出した頭を振ふる。

「だって、その……。ほら……。脱衣所にそのままになってるし……」

「何が……？」

　ぽかんとする悠人に耀は視線を逸そらしながら答える。

「……下着」

「はぁ？」

　耀の答えに悠人は思わず呆あきれかえった。

「べ、別に下着なんてまじまじ見ないから！　大だい丈じよう夫ぶだから!!」

「ユウくんの事、信用してないわけじゃないけど……。やっぱり恥ずかしいし」

「分かった、分かった。じゃあ耀が先に出ろ。誰か来るようなら、すぐに湯船に戻れ。あとは俺が出て行って何とか……」

「そ、それも駄目!!」

　また反射的に湯船から立ち上がりそうになり、耀は慌ててしゃがみ直す。

「だって、ほら。洗い場と脱衣所の間にあるのはガラス戸だし、見えちゃうよ」

　言われてみればその通りだ。脱衣所で着がえている様子は、風呂に入っている人間からは丸見えだ。

「いや、見ないから。マジで!!　ずっと後ろ向いてる！」

「ユウくんの事、信用してないわけじゃないけど……。あたし、目が悪いから何をしてるか分からないし……」

　そんな事を言いながらまた耀はぶくぶくと湯の中に沈む。

「じゃあどうすればいいんだよ。ここは男湯だし、そのうち他の男子も来るぞ」

　さすがに悠人も困り果てた。しばらくの間、湯をぶくぶくさせながら考え込んでいた耀だが、何か思いついたようでようやく口を開く。

「じゃあ一緒に出よう」

「はい？」

　耀の提案に悠人は面食らった。

「一緒に出るの。そうしたらユウくんが何をしてるのか、あたしにも分かるし」

「ま、待て。それじゃ見えちゃうじゃないか。お互たがい、ほら色々と……」

　悠人も話していて恥ずかしくなってきた。そのまま後の言葉を呑み込む。

「だ、だからね。ユウくんが先に上がって、あたしが後ろを付いていくの。それでユウくんの後ろであたしも着がえる。そうすればいいでしょ？　ユウくんが振り返ればすぐにあたしに分かるでしょ？」

　いや、それでいいのか？　何か間違っているような気もするが、耀がそれでいいと言うのだから本人は納得しているのだろう。

「……ま、まぁ耀がそう言うんなら」

　真っ赤な顔で耀は肯うなずく。

「うん、いい。だからその……、そろそろ出たいの。なんか身体中が熱くて……」

　風呂に入った為ためというよりは、恥ずかしさの為なのだろう。これ以上、入っていると耀の体調にも差さし支つかえる。本番を間近にしてリーダーが体調を崩すわけにはいかない。

「うん、分かった。じゃあ俺から先に……」

　頭の上にのせていたタオルを手に取り、悠人は立ち上がろうとした。途と端たんに耀は、きゃっと小さな悲鳴を上げて視線を逸らせる。

「もうデリカシーないよ。ユウくん。ちゃんと先に出るからって言ってくれないと……」

　いや、いま言っただろう。そう思う悠人だが、耀の方も少なからず混乱しているのだろう。ここは逆らわない方が得策だ。

「ごめん、じゃあ先に上がるから。耀は後ろから付いてきてくれ」

「うん」

　耀は悠人から視線を逸らした。タオルを腰こしに巻いて悠人は湯から上がった。

「ええと、出たぞ」

「それくらいは分かるよ。じゃああたしも付いていく」

　背後でざぁと湯音が響く。背中のすぐ後ろに人の気配。そこにはタオル一枚の耀が立っているはずなのだ。悠人は思わず息を呑む。しかし緊きん張ちようして興奮するどころではない。

「それじゃ脱衣所に行って。あたし、付いていくから」

　うんと返事をしようとした悠人に、耀は慌てて付け加える。

「後ろ向いちゃ駄目だよ！　絶対に駄目だからね!!」

　必死な声でそう言った。

　もし振り返ったらどうなるの？　そう聞いてみたい。しかし聞いてしまうと、色々なものが終わってしまうような気がして、悠人は尋ねる事が出来なかった。

　洗い場と脱衣所を繋つなぐガラス戸まではわずか数メートル。だが悠人にはそれがマラソンよりも長く感じられた。ゆっくりもしていられない。他の男子生徒が入ってきたら大変な事になる。悠人は転ばぬように慎しん重ちように、そしてしっかりと足を進めた。

　ガラス戸に手を掛かけて開く。後ろから耀がまた声を掛けてきた。

「戸はあたしが閉めるから。後ろ振り向かないでね」

「わ、分かったよ」

　そう答えた悠人は足ふきで足をぬぐう。一瞬、すぐ後ろに耀の素足が見える。どきりと鳴った心臓がそのまま口から飛び出していきそうな感覚に襲われた。

「早く……」

　それを察したのかしないのか。背後から耀が急せかす。悠人はそのまま脱衣所に出て、自分の着替えが入った脱衣籠を手に取る。

「ええと、耀は……」

「振り向かないで!!」

　半分、悲鳴のような声で耀は注意した。

「すぐ側だから。中は見ないでよ」

　視界の隅にあった籠を伸ばされた手が掴つかむ。

「それじゃ着がえるから……。あ、あたしも一応、後ろ向いてる。でもユウくんが振り向いたらすぐに分かるからね」

「お、おう」

　そう答えたものの、なかなか着がえる気にはなれない。一方、背後からは衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。耀はさっそく着がえ始めたようだ。

　このまま黙だまって立っているのも変な下心があると誤解されそうだ。悠人はぎこちない動作で自分の服を取り着がえ始めた。一人で着替えが出来るようになったのは何歳頃ごろだろうか。さすがにはっきりとした記憶は無いが、幼稚園に上がる前だったのは確かだ。そしてここまで着替えに手間取り、時間がかかったように思えたのも初めてだ。実際にはいつもとさして変わらない時間なのだろうが、悠人にはやたら手間がかかるように感じられた。

　すぐ後ろでは耀がやはり服を着ているはずだ。当然、見られるのが恥ずかしいと言っていた下着から……。

　いや、そんな事を考えている場合じゃない。いつ他の男子が来るか分からないんだぞ。

　悠人は自分にそう言い聞かせ、努めて冷静に着がえようとする。ズボンを穿はきワイシャツを着る。上着は宿泊者専用のロッカーに置いてきたからこれで全部だ。

　耀の着替えは終わっただろうか。背後から聞こえていた衣擦れの音はいつの間にか止やんでいた。

「えっと、耀……」

「いいよ」

　悠人が尋ねると同時に耀がそう答えた。ホッと胸をなで下ろして悠人は後ろを振り返る。

　もう間違えるなよ。耀は意外とそそっかしいんだから。そんなに近視が酷ひどいなら、いつも眼鏡持ち歩けよ。

　耀に言ってやろうと考えていた言葉は、振り返った瞬しゆん間かんに全すべて呑み込まれてしまった。

　振り返った先には、肩からバスタオルを羽織った耀が、上気した顔を悠人へと向けて立っていたのだ。身体はすっぽりとタオルで隠されている。タオルから見えるのは手と指、そして素足だけ。

　え、まさか……。

　悠人は思わず唾を飲んでしまった。

「悠人……」

　そっとその名をつぶやくと、耀はバスタオルから手を離した。

「ちょ、ちょっと待て。耀!!」

　耀の身体のラインに沿って白いバスタオルが床ゆかへと落ちる。その下から現れたのは……。

　学校指定の体操着だった。ご丁寧な事に下のジャージも踝くるぶしまでまくり上げている。

　呆あつ気けにとられる悠人を見て、耀はいきなり笑い始めた。

「あははははは、ユウくん。何か変な事期待したの？」

「べ、別に期待してない!!」

　悠人は顔を真っ赤にして、ムキになって反論した。

「うふふ、あははは。もう、ユウくんったら面白おもしろいんだから！」

「面白いじゃないだろう。ほら、さっさと出るぞ。他の男子が来るとやばい」

「あ、うん」

　耀は手を伸ばすが、悠人はそれに気付かず先に出て行ってしまった。一瞬、空になった自分の手を見る耀だが、すぐに思い直して悠人の後を追う。

「でもちょっと安心した」

　その背中に耀は言った。

「安心？」

「うん。学園で会ってからのユウくんって何か妙に堅苦しくて真面目な感じだったもの」

「いや、俺おれは昔からこうだよ……」

　そう答えたものの、通路に出てから悠人は言い直す。

「……いや、耀の言う通りかも知れない。そうかも知れないな……」
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「そうだよ」

　耀はそう言いながら悠人の背中に手を回そうとした。その時だ。エレベーターが到着した事を告げるチャイムが鳴る。耀は反射的に手を戻した。エレベーターが開き、男女数人の生徒が降りてくる。今立っている場所ならば、悠人と耀が男湯、女湯どちらから出てきたか分からないだろう。耀はほっとすると同時に、少しばかりがっかりしていた。

「じゃあ俺、階段で大広間に上がるから。耀はエレベーターだろう」

　悠人はエレベーターの開ボタンを押おしながら耀にそう言った。

「うん」

　耀は肯くとエレベーターに乗り、そして悠人へ向かって小さく手を振る。

「お休み」

「うん、お休み」

　二人の間でエレベーターのドアが閉じた。







６．「Ａｌｗａｙｓ……」







「……少し音が割れてるな。あとステージの隅だと聞き取りにくい」

「この曲だともう少し照明は落とした方がいいんじゃないかな」

「ふ～～ん、なかなかピンとこないな」

　そう言う悠ゆう人とに、作曲や照明担当の生徒が顔を見合わせて言った。

「おいおい、もう本番なのに大だい丈じよう夫ぶかよ」

「ここまで来れば何とかなると思う」

　悠人は笑った。新入生歓かん迎げいフェスを明後日あさつてに控えて、今はステージで音おん響きようや照明の打ち合わせをしている最中。レッスンはリーダーの耀ひかるに任せて、悠人はステージの準備に専念していた。言うまでもなくこれらはすべて生徒が授業の一いつ環かんとして担当する。教師や講師はそれをサポートするだけ。それが輝かぐ夜や学がく園えんのやり方なのだ。

　新入生歓迎フェスのステージを使うのは悠人たちだけではない。他にも数々のユニットや他学科の生徒も新入生歓迎フェスで自分たちの発表をする。その準備の為に本物のステージを使える時間も限られているのだ。

「お～～い、林はやし崎ざきくん。そろそろ時間だ。撤収の準備をしてくれよ」

　使用時間の管理をしていた生徒が悠人にそう声を掛けた。

「はい、分かりました」

　そう答えてから悠人は他のみんなに頭を巡めぐらせた。

「じゃあ何かあったらメールで連れん絡らくするから。当日はよろしくお願いします」

「それじゃこちらも気になるところがあったら連絡するから」

　悠人は他の生徒たちと挨あい拶さつして、一緒にステージから出て行こうとした。廊下に出るドアに手を伸ばすと、それは向こう側から勢いよく開け放たれた。

「おい、ユート!!」

　言うや否いなや色いろ鮮あざやかな衣装をまとった女の子が飛び込んできた。そのままの勢いで悠人に掴みかかろうとするが、ヒールの高いパンプスに慣れていないのか、途と中ちゆうでつんのめって、頭から悠人の腕うでの中へ飛び込んでしまう。

「ちょ……、晶あきらか!?」

「おお」

　後ろでは他学科の生徒たちが、思わぬアクシデントに歓かん声せいを上げた。顔を赤くした悠人が何か言い訳する前に晶が先手を打った。

「……え？　って、いつまでも抱だきついてんじゃねー！」

　周囲の歓声に我に返った晶は今度は勢いよく飛び退のくと、反射的に悠人の頬を叩たたいた。

「……って、ユート！　なにやってるんだよ！」

　出し抜ぬけにひっぱたかれたおかげで悠人は教室の床に尻しり餅もちをついてしまっていたのだ。

「何をやってるも何も、晶が出会い頭にひっぱたいたせいだろう」

「え、あ……。そうだったかな。まぁいいじゃん、気にするなよ」

「それはどっちかと言うと俺の台詞せりふだと思うんだけどな」

　悠人はそうぼやきながら立ち上がった。

「それでなんだよ、尋常じゃない剣けん幕まくだな」

「ああ、ちょっと言っておきたい事があって……」

　そこまで言いかけて晶は周囲を見回す。生徒たちの視線が集中しているのを察して晶は悠人の手を引っ張った。

「ちょっとって……。あ、じゃあ当日は、よろしく！」

　悠人は生徒たちに挨拶すると、晶に手を引かれるままステージを出て行った。晶は無言のままで悠人を校舎内にある談話スペースに引っ張っていった。

「ええい、やっぱりこういうのは苦手だ！」

　晶は談話スペースに用意されているスツールに腰を下ろそうとしたが、衣装の裾すそが邪じや魔まになったのか、まくり上げてまとめてしまう。太ももの辺りまでがあらわになり、悠人はどきりとして慌てて目をそらした。

「お、おいおい、何やってるんだよ。それ、本番用のステージ衣装じゃないのか？」

「だってうぜーし。それに衣装と靴は、別に本番用じゃないぞ。ちょっと仕立てに問題があって、本番用は作り直しになったんだ。練習用に耀が使わせてくれってデザイン担当してる工く藤どう先せん輩ぱいに頼たのみ込んだんだよ」

　悠人が何から目をそらしているのかよく分からないままに、晶はパンプスも脱ぎ、スツールに腰を下ろす。それにならって悠人も腰を下ろして尋ねる。

「練習用なのはいいとしても、衣装合わせだけじゃないのか？　実際にそれで練習してるんじゃないだろうな」

「だから今も言っただろう!!　これで練習してるんだよ。さっきから」

　悠人が返答する前に晶は思わず声を荒あららげて続けた。

「耀が言い出したんだよ！　講師もそこまでやる事はないって言ってたのに」

　なんでまた……。それもこの期に及んで。悠人は頭を抱えたくなった。

　Ｌｕｍｉｎｏｕｓの三人として本格的にレッスンを始めたのはいいが、一日と経たたずすぐにきしみが出てきてしまったのだ。リーダーは耀しかいない。悠人はそう判断して、燈あかり、晶も納なつ得とくしてくれたのだが、どうにもうまくいっていないようだ。

「今から衣装を着けて、ステージ上での動きをイメージしてないと駄だ目めだって。でもまずはダンスのタイミングを計る事が先決だろう。そりゃああいつは才能があるから、それくらいはすぐに……」

　そこまで言って晶は黙り込んでしまう。

「才能なんて気にするな」

　そんな晶に悠人は言った。

「どんな才能だって使い道を誤れば無用の長物だ。それにいくら輝夜学園の生徒といっても、晶たちはまだまだアイドル候補生だ。そんなに構える事はない。気楽にいけ」

「そ、それもまぁ、そうなんだけどな……」

　晶は頬を赤らめて悠人から視線を逸らしながら続けた。

「耀はそうはいかないんだ。どんなステージ、どんなライブ、イベントでもやるからには頂点を目指しましょうってな」

「まったく極端だなぁ」

「あいつは昔っからそうなんだ。落ち込んだかと思えば、今度は調子づいてくるし」

　晶は唇くちびるを尖とがらせてぶつくさ言う。悠人にとって耀と晶は燈を通しての友達だ。おおよその性格は分かっていたはずだが、やはり男の子から見たものと、女の子同士では見えるものが違うのかも知れない。

「それで、晶はどうするんだ？」

「は？」

　悠人からそう尋ねられて晶はハッとしてたじろぐ。

「は？　じゃないだろう。俺に何か言いたいから駆かけ込んできたんじゃないのか？」

「いやぁ、まぁ。それはそうなんだけどさぁ」

　晶は宙に視線を泳がせながら、何やら照れくさげにもじもじしている。

「耀が話を聞いてくれないわけでもないだろう。まぁ聞いたからってそう簡単に折れるタイプとも思えないけど」

「そうなんだよなあ」

　晶は何度も肯いてみせる。

「燈もそんな事、言っていたな」

　悠人が何気なく燈の名を出すと、途端に晶はむくれた。

「なんだよ、燈も言っていたのかよ」

　露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔になった晶を怪け訝げんに思いながらも悠人は尋ねた。

「燈とも何かトラブったのか？」

「私が？　いや、そんなの全然。だけど燈も耀についていくのがやっとみたいだし……」

　どうも話を聞いていると、晶は特に何か明確な相談事があって、悠人の所へ来たわけでもなさそうだ。晶の事だから、耀と何かあって頭に血が上り、反射的に飛び出してしまったのだろう。悠人は単純にそう考えた。

「その件については俺も考えておくよ。だから取り敢えずまずはレッスンに戻れ」

「あ、あぁ」

　晶は不承不承ながらも肯くとスツールから立ち上がった。




　そして新入生歓迎フェスを翌日に控ひかえた次の日の朝。悠人は通学途中で出で逢あった燈に昨日の様子を尋ねた。悠人は自宅から通学だが、燈は学園指定の寮りよう住まい。もっとも寮といっても学園外にあり、そこから通学してくるので、途中で一緒になる事が有るのだ。

「うん、まぁ。でも晶ちゃんの言う事も分かる」

　言葉を濁にごしながらも燈は晶の言い分を肯定した。その燈も朝から疲れが見て取れる。

「耀ちゃん、飛ばしすぎだよ。私も晶ちゃんもついていくのがやっと。でもさすがだとは思う。それは本当よ。耀ちゃんだけは、もうステージに上がっても申し分ないと思うんだけど……。本人はまだまだ納得してないみたいで……」

　そう言いながら燈は生あくびをかみ殺している。

　これはまずいな……。悠人はユニットの空気よりも、燈や晶が心身共に参っている事の方を危き惧ぐした。

　ゴールデンウィークの新入生歓迎フェスライブ実習は明日。ここで怪我けがをされたら元も子もない。肉体的な疲労はもちろん、精神的な疲労も集中力を欠く事になり、それは怪我の原因となるのだ。やはり三人だけに任せておいたのは失敗だったのだろうか。楽観的にそう考えていた自分を悠人は悔くやんだ。

「分かった。今日は俺も顔を出すよ。専門的なアドバイスは出来ないけど、何か役に立てると思う」

「ホント!?」

　悠人の言葉に燈はパッと顔を輝かがやかせるなり、出し抜けに腕にしがみつく。

「うふふ、今日はユウと一緒だ～～！」

「まったく現金だな」

　呆れてそう言う悠人に、燈は少し不満げな顔をしてみせる。

「なによ、もうちょっと照れたりしてくれてもいいんじゃないの？」

「はぁ？」

　首を傾かしげる悠人だが、燈はすぐに笑え顔がおを取り戻す。

「なんでもない、こっちの話！」




「それは分かってるけど……」

　耀は汗をぬぐいながら唇を尖らせた。

　燈に約束した通り悠人はＬｕｍｉｎｏｕｓのレッスンに同席した。昨日の事もあってか、さすがに衣装は着けておらず三人ともジャージ姿だ。

　一目見て悠人にも状じよう況きようが芳かんばしくない事がわかった。とにかく耀が飛ばしすぎている。晶も言っていたように燈はそれに付いていくのがやっとの状態。意外と言ってはなんだが、晶はそんな燈と耀の間を何とか取り持ってやっている状態だ。だが悠人の目から見て一番危ういのは、燈でも晶でもなく耀であった。

　まずいな、これは。完全にオーバーペースだ。

　やはり晶が言った通り、このままステージに上げても申し分のないパフォーマンスだ。しかしこれはレッスン、練習なのである。今は問題点を一つ一つ洗い出し、それを解決していくのが主な目的だ。それなのに耀のやっている事は完全にその目的を逸脱してしまっているではないか。

　練習に全力で臨み、本番前に力を使い果たしてしまっては本末転倒だ。

　それだけではない。悠人の目には、どこか耀が上の空に見えた。地に足が付いていないのだ。悠人には耀が何を目指してレッスンしているのか皆かい目もく見当がつかなかった。少なくとも明日の新入生歓迎フェスライブを見据えているのではなさそうだ。

　レッスン教室の反対側では燈と晶が固かた唾ずを呑のんでこちらを見つめている。その二人にも注意を払いながら悠人は口を開いた。

「耀らしくないな。飛ばしすぎだろう。燈も晶も付いてこられないし、なまじ入れ込みすぎて怪我でもしたらどうするんだ？」

　その言葉に耀はタオルで汗をぬぐっていた手を止め、驚おどろいたように悠人を見つめる。

「入れ込むのは当たり前よ。だってユウくんと一緒にやる初めてのライブでしょ？」

　やにわにそう言われて悠人は狼狽うろたえ視線を逸らしてしまった。

「それはまぁ、そうなんだが。別に俺がどうこういうのは気にしなくてもいい……」

　そして耀の方へ視線を戻すと続ける。

「特に耀は三人の中で一番経験があるんだ。他の二人をリードするのも当然だけど、少しはペースを調整する事も考えないと……」

　そこまでどこか不機嫌そうに黙りこくって悠人の話を聞いていた耀だが、突とつ然ぜん、思い余ったように声を荒らげた。

「でもそれじゃ……！　それじゃ輝かぐ夜やさんには追いつけない!!」

　その声は教室の反対側で聞いていた燈と晶にも充じゆう分ぶんに届く。耀が見せた思わぬ剣幕に二人が驚くのを、悠人は視界の隅すみで捉えていた。悠人も耀がここまで直ちよく截せつに自分の感情を口にするとは思っていなかった。燈や晶同様、いささか面食らってしまったのも事実だ。

「いや、待てよ。焦るのは分かるけど……」

　耀の反応に悠人は考えをまとめきれぬままに喋しやべり始めてしまった。

「今やっているのは、新入生歓迎フェスライブ実習の練習だ。いきなり輝夜さんとか、そんな頂点を目指す事は……」

　耀は汗をぬぐっていたタオルを握にぎりしめて言った。

「それは分かっているけど……。でも今の私たちじゃ、あの人に見せられない。私たちはあの『歌のお姉さん』に憧あこがれてアイドルを目指したんだから……」

「おい、ちょっと待て耀！」

　やにわに声を荒らげて晶が教室の反対側から突進してきた。

「見せられないって、私たちがそんなに酷いパフォーマンスしていたかよ！」

「晶ちゃんの事じゃないよ。あたし全然、駄目だもの……」

「そんな事ねえよ！　お前は充分に凄すごいぜ」

　なだめたつもりの晶だったが、耀にとってそれは逆効果だったようだ。

「凄くなんかない！」

　伊達だてにレッスンを重ねてきたわけではない。一見、華きや奢しやな耀の身体から出たとは思えない声量だった。教室の窓ガラスが震ふるえたようにすら悠人には思えた。

「あ、あのさぁ……」

　しばしの間、沈ちん黙もくが支配した教室で、おずおずと燈が声を掛ける。どうやら晶の後からそっと歩み寄ってきていたようだ。

「耀ちゃんの言う事ももっともだけどさ。私たち三人で初めて上がるステージだし、まずはほら、徐じよ々じよにステップアップしていくような感じでさ」

　ぎこちない笑えみでその場を取り繕おうとする燈だが、耀はまだ思い詰めた表情のままだ。

「それは、分かってるつもりなんだけど……」

　耀のその言葉で悠人は我に返った。何をやってるんだ、俺は。ぼさっと見ている場合じゃないだろう。悠人は自分を叱しつ責せきしながら慌あわてて言葉を探す。

「とにかく、今日はこれで終わりにした方がいい。本番まで三人とも頭を冷やせ。少し熱くなりすぎてるぞ」

「ちょ、待てよ。別に私は熱くなってない……」

　そう言いかけた晶の途中で耀が割り込んで来た。

「駄目、続ける。もう時間がないもの。休んでなんかいられないわ！」

「休めとは言ってない。今日はこれで終わりだと言ったんだ」

「それって休めって事じゃないの！」

　耀は悠人に食ってかかる。その横では燈がどうしていいのか分からず、ただおろおろしているだけだった。

「休めじゃない。何もするなと言ったんだ。何もせずに頭の中でイメージするんだ。イメトレだと思えばいい。今の耀は自分を見失ってる……！」

　口から出任せとは言わないまでも、ほとんどがその場で思いついた台詞だ。しかし耀が自分を見失っているように見えたのは事実である。

「そんな……！」

　燈が慌てて悠人と耀の間に飛び込もうとした時だ。耀は唇を噛んで視線と肩かたを落とした。

「分かった……。ごめんね。ユウくんの言う通りだ。少し頭冷やしてくる……」

　そうとだけ言うと耀は悄しよう然ぜんとした様子で教室を出て行った。

「なに焦っているんだ、耀は……」

　さすがに悠人もそうぼやかざるを得ない。

「……耀ちゃん、真面目だから」

　燈はそう言うが、それだけが原因ではないだろう。その燈の横で晶が呆れたようにつぶやいた。

「一体どこ見てんだ、あいつ……！」

　ん……？

　そのひと言が引っかかった。悠人は首を傾げる。確かに晶の言う通りだ。心ここにあらず、自分を見失っているというよりは、燈や晶とは別の何かを見ているようだ。

　あの『歌のお姉さん』、日ひ無なし輝かぐ夜やか？　それなら二人も同様に輝夜さんを目標としているはずだ。

　いや、待てよ……。燈や晶が目標にしている『歌のお姉さん』＝日無輝夜と、耀が見ているものが一緒だといえるのか？　俺にはその確証があるのか？

「ちょっとユウ？」

「なに悩なやんでいるんだよ、今さら無い頭使っても何も出てこないだろう」

　何やら考え込んでいる悠人に、燈と晶は怪訝そうに顔を寄せた。

「あのさ、お前たち。この前、ＩＫＵＴＯさんが輝夜さんの映像を見せた時、率直に何を感じた？」

　燈と晶は顔を見合わせてから答えた。

「そりゃあ凄いなって」

「単純だな、お前！　私はほら、やっぱり華があるとかそんな風に……」

「晶ちゃんだって大して変わらないじゃないの！」

「全然違ちがうって……！」

　二人の反応に悠人は何か違い和わ感かんを覚える。やはり耀は二人とは別のものを感じたのだろうか。しばらく考え込んでから悠人は言った。

「とにかく今日は二人も休め。色々と参ってるだろ」

　悠人の言葉にまず燈がパッと顔を輝かせた。

「うん！　じゃあお昼食べに行こう、ユウ！」

　そう言うなり悠人の腕にしがみついてくる。

「あ、おい！　なんでそうなるんだ!!」

　そんな燈に晶は噛みつかんばかりの勢いで文句を言った。

「いや、ちょっと用事を思い出した。昼飯は出先で食べる。燈は晶と行ってこい」

「え～～！」

　燈は不服そうに頬ほおを膨ふくらませるが、悠人はそれに構わず教室から出て行った。

「今日は二人ともゆっくり休めよ。分かったな」

　ドアの間から首を出してそう付け加えると、悠人はさっさとどこかへ行ってしまった。

「もう、ユウの馬ば鹿か！」

　地団駄を踏む燈のツインテールをひょいと引っ張って晶が言った。

「んじゃ、飯食いに行くか」

「もう、分かってるから髪かみの毛、引っ張らないでよ!!」

「ちょうど手頃な所にぶら下がってるのが悪い」

　燈よりも頭一つ低い晶にしてみれば、ちょうど手頃な高さに燈のツインテールがぶら下がっていたのは事実だ。しかしそう言う晶も少しふくれっ面つらのままであった。




　正午を少し回った頃、ショッピングセンターのイベントホールには悠人の姿があった。フードコート内にあるコーヒーショップで購入したホットドッグとコーヒーを手に、イベントホールのステージを眺めていたのだ。

　あの時、耀には何が見えていたんだ？　俺や燈、晶に見えてなくて、そして耀だけに見えていたもの……。だから耀は焦っているんだ。

　そこまでは何とか推測できた。しかし問題はそこから先だ。

「まったく……！　ＩＫＵＴＯさんは、何だってあそこで『歌のお姉さん』が輝夜さんだと分かるように映像まで見せたんだ」

　思わず悠人はそう愚ぐ痴ちを漏らしてしまう。ＩＫＵＴＯはあれ以来、悠人たちの前には姿を見せていない。それがまた悠人を苛いら立だたせていた。

　あのままだったら、耀も妙みような焦あせりを見せる事は無かっただろう。ゴールデンウィークの新入生歓迎ライブ実習も滞りなく無難に済んでいたはずだ。

　それなのに……。いや、待てよ。

　悠人は考え方を切きり替かえた。

　ＩＫＵＴＯさんが俺たちの足を引っ張るはずがない。何か考えが有っての事なのだろう。

　ちょうど平日の昼時という事も有りイベントスペースは使われてない。観客席には相変わらず『準備中』の立て札があるだけで、出入りを禁止するロープや柵もない。屋上の入り口にあったスケジュール表には今日の予定は無かったが、ゴールデンウィークにはヒーローショーやお笑いタレントのトークも予定されていた。平日はともかく休日、祝日はそれなりに盛況のようだ。しかし悠人たちが小学生だった頃のような子供を中心にした歌のイベントは見当たらない。思い出してみれば、悠人たちの頃もさして盛況とは言えなかったような覚えがある。ボランティアとはいえ続けるには限界があったのかも知れない。

　しかしなぜだろう。

　悠人は首を傾げた。

　輝夜さんのネームバリューを使えば、もっと客は集まっていたはずだ。日無輝夜の現役時代を知らなかった悠人たちもその名前を知っている。この前もあの映像だけで分かった人もいたのだ。

　いや、違うか……。

　悠人は頭を振ふった。

　輝夜さんは自ら望んでステージを去った、アイドルをやめたのだろう。だからこそかつての名前を使う事も望んでなかったのだ。しかしなぜ輝夜さんはアイドルをやめたのだ。輝夜さんにとって満員のステージで歌う事と、子供たちの前で歌う事。何が違っていたのだろうか。

　一体どこを見てんだ、あいつ。

　晶の言葉が思い浮うかぶ。

　見ているもの、見えているものが違うのかも知れない。

　悠人は食べ終えたホットドッグの包み紙とコーヒーの紙コップを近くのゴミ箱に捨てる。そしてもう一度立ち入り禁止が立て札が無い事を確かく認にんしてから観客席へ向かう。

　ステージの前に立ちそこを見上げた。

　一体、あのステージから何が見えるのだろう。考えてみれば悠人はこのステージに立った事が無かった。ステージの上から『歌のお姉さん』や耀たちに誘さそわれても、悠人は決して上がる事は無かった。考えてみれば小学校、中学校でも舞ぶ台たいや演えん壇だんに立ったのは卒業式くらいだ。文化祭の演劇でも裏方に徹する事が多かった。

「……許可は取ってある」

　出し抜けに悠人の背後からそう声を掛けてきた者がいた。

「上がってみるといい。何が見えるのか、気になるんだろう？」

　声よりもその神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりの方から察しがついた。振り返るとそこには案の定ＩＫＵＴＯがいた。今日も地味なグレイのパーカーにキャップ姿だ。

「ＩＫＵＴＯさん、どうしてここに俺がいると分かったんですか？」

　ＩＫＵＴＯはフードの下で意味ありげな笑みを浮かべてみせた。

「学園内で姿を見かけないのでね。大方ここへ来たのだろうと思っていた。うまくいっていないようだな」

　そんなＩＫＵＴＯに悠人は食ってかかった。

「俺がここに来た理由が分かってるなら、ついでに聞きたい事が有ります。ＩＫＵＴＯさん、どうしてこの前、耀たちに輝夜さんの映像を見せたんですか！」

「あれ、お気に召さなかったかい？」

　ＩＫＵＴＯは苦く笑しようしながらそう答えた。

「当たり前です！　あの場では、自分たちがアイドルを目指そうとした原点を耀たちが思い出してくれれば良かった。それなのに、いきなりあの『歌のお姉さん』が輝夜さんだと知ったものだから……」

「知ったものだから、なんだい？」

　フードを上げキャップの鍔つばを指でつまみ上げてＩＫＵＴＯは問い返す。

「遅おそかれ早はやかれ分かる事だ。それなら早い方がいい」

「でも物事はちゃんと手順を踏んでいかないと。まず当面の目標は新入生歓迎ライブ実習です。そこから徐々にステップアップしていくべきじゃないですか!?」

「まぁまぁそう怒おこるな、林崎くん」

　ＩＫＵＴＯは苦笑しながら両手を挙げて悠人を落ち着かせる。

「君の考えには賛成だ。だけど僕ぼくはあの子たちのレベルはもっと高いものだと見積もっているんだ」

「もっと高い……？」

「そうだ」

　怪訝な顔の悠人に向かって肯うなずくと、ＩＫＵＴＯはその前を通り過ぎ、ステージへと歩み寄る。

「あの子たちはもっと天高く、そしてもっと鮮やかに輝ける。それだけの素質がある。仁に藤とう耀くんだけじゃない。真ま弓ゆみ燈くんに相あい本もと晶くん。三人、全てがだ」

　そう言うＩＫＵＴＯの背中に悠人はまた食ってかかる。

「だからこそです！　今はまず足下を固める事が優先じゃないですか。それなのに……」

　ＩＫＵＴＯは悠ゆう然ぜんと振り返ると答えた。

「それでどこを目指す？　目指すべき場所に何が見えている？　仁藤くんはどうだ？　真弓くんに相本くんが何を見ているのか、君には分かるのか？　君には何が見えていて、あの子たちに何を見て欲ほしいんだ？」

「そりゃあ当然……」

　何が見えている……？　そして俺にはそれが見えているのか？

　ＩＫＵＴＯの言葉に悠人は口ごもった。

　そうだ、何が見たい。何が見えている？　それが知りたくて俺はここへ来たんじゃないのか？

　悠人は再びステージへと目を向けた。そして一歩また一歩と足を進める。階段に足をかけてそのままステージに上がる。そして悠人は観客席の方へと振り返った。

　昼下がりの屋上。ところどころに暇を潰つぶしているお年寄りや、買い物の途中に立ち寄った親子連れがいるだけ。観客席にはＩＫＵＴＯが一人立っているが、他には人影が無い。

　これがステージから見た景色か……。

　悠人は今さらながらその景色を噛みしめる。いまここには誰だれも居ない。しかしこの前、耀たちがステージに上がった時、そこには確かに観客が居たのだ。悠人自身が呼んだとはいえ、観客はみな輝夜学園のアイドル候補生を見に来ていたのは間ま違ちがいない。

　観客が何を見ていたのか、悠人にも分かる。しかし耀、燈、晶が何を見ていたのか。そして昔、日無輝夜がここで歌っていた時、何を見ていたのか。そしてＩＫＵＴＯが見せた映像の中の輝夜が、何を見ていたのか……。

　今の悠人には想像もつかない。

　その時だ。観客席に立っていたＩＫＵＴＯがやにわにかぶっていたキャップを空高く放ほうり投げる。

「ィエッフー!!」

　平日、昼下がりのショッピングセンター。そんなロケーションに似合わぬかけ声を上げるや、ＩＫＵＴＯは一気にステージへ向かって駆け上がってきた。

「Ｉ、ＩＫＵＴＯさん!?」

　悠人が困こん惑わくするのも構わず、ＩＫＵＴＯはステージ上に上がり、くるりと一回転するや直立不動のまま天を指さすあのポーズを決める。

　屋上で時間をつぶしていた親子連れやお年寄りも、何が起きたかとステージへと目をやる。その瞬しゆん間かんを見計らったかのようにＩＫＵＴＯは歌い始めた。もちろん、衣装はさっきまで着ていた地味なパーカーのまま。舞台セットも無ければ、演奏も無い、アカペラで歌い始めたのだ。屋上にいる客はこの若者があの超人気男性アイドルＩＫＵＴＯであるとは気付いていまい。それでも興味を持った何人かが観客席へと近づいてきた。

　二曲目、三曲目と歌い続けるＩＫＵＴＯに、客の方が応こたえるように集まり始めたのだ。

　ＩＫＵＴＯのパフォーマンスに圧あつ倒とうされていた悠人だが、徐々に埋まり始めた観客席に気付いてステージの袖そでに移動した。

　演奏は無いが観客の親子連れが手拍子を打ち始める。ＩＫＵＴＯもそれに合わせて、次は少しスローテンポの歌に変えた。

　気がつくとすでに観客席は満員になり立ち見まで出ていた。

　許可は取ってある。

　ＩＫＵＴＯはそう言っていた。最初からこうするつもりだったのだろう。

　悠人はステージの袖からいつの間にか満員になった観客席を見つめていた。ステージ上を照らす照明が無い為ため、逆に観客席がよく見通せる。歌に合わせてリズムを取る観客が、まるで波のようにうねっている。そのうねりは単なる物理的な動きではなく、観客の感情まで反映しているようだ。

　ステージと観客の一体化。よく言われる事だが、それをこうしてステージの上から直接目にするのは悠人にとって初めての経験だった。観客はわずか数十人に過ぎない。しかしＩＫＵＴＯのパフォーマンスにより盛り上がりは最高潮だ。まるでその数十、数百倍の観客がその場にいるかのような錯さつ覚かくにすら陥りそうだ。観客の大半が、ステージに立つ若者がＩＫＵＴＯだと気付いただろうが、もはやそんな事はどうでもいいのだ。歌とダンスが呼び起こす衝しよう動どうが全すべてを支配していた。

　ここはもはやショッピングセンターの屋上ステージではない。ＩＫＵＴＯのパフォーマンスが巨きよ大だいなコンサート会場に変えてしまったのだ。

　これか……！

　耀が見ていたもの、見ようとしていたものはこれなのか!!

　しかしこれはまだ序の口だ。全盛期の日無輝夜が見たもの。数十万人の観客を呑み込んだコンサート会場で、輝夜は何を見て、何を思ったのだろうか。その結果が引退と、名前を隠かくしてのボランティア活動だったのだろうか。

　分からない。分からないが、だからこそ見てみたい。

　俺おれも耀、燈、晶と一緒にその光景を見てみたい。

　悠人は心の底からそう思っていた。




「Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ！」

　数度のアンコールに応えたＩＫＵＴＯは、拳こぶしを天高く振り上げてそう叫さけんだ。観客の歓声に送られてそのままステージの袖に下がる。

「少し力になれたようだな」

「……はい」

　内側からあふれかえらんばかりの衝動を抑おさえ込みながら悠人は肯いた。

「これがステージだ」

　まだ名残惜しそうにステージを眺める客が残る観客席を振り返りながらＩＫＵＴＯは言った。

「観客席から見ていたのでは決して分からない。そこに立った者しか見られない、そして一つ間違うと逆に圧倒されてしまう。それがステージだ」

「俺は……！　俺は耀に、燈に、晶に同じものを……、いやもっと素す晴ばらしい光景を見せたい！　いや見て欲しい!!　いま心底そう思いました」

「いいだろう」

　ＩＫＵＴＯはにやりと笑い、ポケットからＵＳＢメモリーを一つ取り出し悠人へ放った。

「これで君はあの子たちに一つだけ魔ま法ほうを掛かける事が出来る。君がいつどんな魔法を掛けて、あの子たちがどうするか。それは君次し第だいだ。僕に出来るのは、君にそれを教えてやる事だけ。後は君とあの子たちの問題だ」

「魔法？」

　ＵＳＢメモリーを受け取り首を傾げる悠人に、ＩＫＵＴＯはステージから降りて答えた。

「そのＵＳＢメモリーには、学園が誇る先進映像研究所が開発してる３Ｄバーチャル映像施し設せつのデジタル使用許可書が入ってる。話は通してあるから、実際に研究所に行って試してみたまえ」

「それがどういう……」

「開発そのものはかなり昔から行われていて、実験用の映像ライブラリーの中には十数年前のデータもある。ちょうど日無輝夜が全盛期だった時代だ」

　ＩＫＵＴＯが日無輝夜の名を口にした時、悠人はデータの意味に気付いて息を呑んだ。

「では頑がん張ばりたまえ！　君があの子たちを輝かせる、最初の一いつ閃せんを放つんだ」

　ＩＫＵＴＯは悠人へ向かってウィンクすると、まだ残っていた観客が差し出す手を握り返しながら階下へ向かうドアへ消えた。

「輝夜さんのバーチャル映像データか……」

　悠人はＵＳＢメモリーを握りしめながらそうつぶやいた。




　悠人は緊急の用事が出来たとメールで連れん絡らくして来ただけで、その日の午後からは耀たちの前には姿を見せなかった。そしてとうとう日が変わり、ゴールデンウィークの新入生歓かん迎げいフェスティバルライブ実習当日がやってきてしまったのである。

「見て見て、凄いよ！　観客席満員じゃないの!!」

　新入生歓迎フェスライブ実習が行われている会場を覗のぞいてきた燈が、控え室へ戻もどってくるなり興奮した様子でそう言った。

「あ～～、見た見た。あれくらいでがたがた言うなよ、恥ずかしい」

　そう言うと晶は自分のスマートフォンを燈に向けてみせる。そこでは今現在、会場で行われているステージの様子が動画配信されていた。

「もう、自分の目で見てみないと実感できないでしょ!!」

「まぁ私たちは去年も見てるからな。なぁ、耀」

　晶がそう水を向けても耀は控え室の隅で椅い子すに座すわり、瞑めい想そうするように目ま蓋ぶたを閉じているだけだ。その様子に晶は憮ぶ然ぜんとして、燈は心配げに二人を交こう互ごに見るしか出来ない。

　悠人の言う通り、昨日の午後はレッスンを休んだＬｕｍｉｎｏｕｓの三人だが、本番当日になってもさしたる変化は無かった。

　耀は相変わらず思い詰めた様子で、晶はそれに突っかかる。間に挟まれた燈は二人をなだめようとするが、思い通りにいかずにおろおろするばかり。

「ったく、もう……！」

　耀の様子に晶が不満を漏らした時だ。やにわに耀が口を開く。

「そろそろ衣装に着替えた方がいいかしら」

　晶の文句には答えず、耀は目蓋を開き椅子から立ち上がりならそう言った。

「あ～～、なんだ!?　他に言いたい事は無いのかよ！」

　晶は露骨なけんか腰ごしで耀に向かってそう言い放った。

「……おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのかよ。あのユニット」

「去年のクリスマスライブでしくじった子に、バンドコースからの出戻り。それに転校してきたばかりの子でしょ？　駄目じゃん」

「高等部のプロデュースコースの生徒がついてるんだろう？　なにやってるんだ」

「駄だ目め駄だ目め、あそこはもともと生徒がいないも同然だし。プロデュースなんてできっこないって」

　周囲で思い思い自分たちの準備を進めていた生徒たちが手を休め、こちらを見ながらそんな事を言い合っているのが燈の耳に入ってきた。

「あ～～、もう！　はい、やめやめ!!」

　いたたまれなくなった燈が二人の間に割って入る。

「とにかくもう時間が無いんだから。まずは目の前のステージを成功させないと。Ｌｕｍｉｎｏｕｓの初ステージなんだからね！」

「そりゃ分かってるけどさ……」

　晶は唇を尖らせてみせる。燈はその場を和なごませようとそんな晶を少しからかう。

「あらぁ、晶ちゃん。満員の観客席にびびった？」

「ちげーし！」

　しかし結果的にそれは失言だった。途と端たんに耀が眉をひそめる。

「そうね。これくらいで気後れしていちゃ、到とう底てい、輝夜さんには追いつけない」

「あー!?」

　耀にしてみればつい本音が口を衝ついて出ただけなのだろう。しかしその言葉が晶の癇かんに障った。

「つうか、何だよ。お前は！　輝夜、輝夜ってこの前から……！」

「この前からじゃないわ。ずっと昔からよ。だって、あたしたちがアイドルを目指した切っ掛けがあの人だったのよ！　意識するのは当たり前じゃないの！」

「意識したって意味ねえじゃん！　あの人はアイドルやめて、『歌のお姉さん』もやめて、どっか行っちゃったんだ！」

「あの人が今どうしてるのかは問題じゃない。あの人が目標だという事なのよ！」

「そんなのいらないって言ってるんだ。分からないのか!!」

　言い合う耀と晶の間で燈はただおろおろするだけだ。

　その時、三人は一いつ斉せいに動きを止めた。マナーモードにしてあった三人のスマートフォンが、一斉にメールが届いた事を知らせたのだ。耀は唇くちびるを噛み、晶は小さく舌打ちして、そして燈はホッとしたように、三者三様の表情でメールを確認した。

「ユウくん？」

「ユート？」

「ユウ？」

　そしてまた三者三様の呼び方で悠人の名を口にした。メールの文面を確認した耀、晶、燈は顔を上げて視線を交わす。

「ユウくんが来いって」

「私も同じだ。ええと、場所は『先進映像研究所』？」

「あ、それ知ってる。行った事ないけど」

　燈がそう言う。

「ここからちょっと先のブロックにある建物だよ。歩いても五分はかからないと思う。ちょっと待って……。え～～と、ここだよ」

　燈はスマートフォンの画面に目的地のマップを出して、それを二人に見せた。確かにそれほど遠い場所ではない。

「でも間に合うかしら。もうステージまで二時間ちょっとだし、準備を考えたら……」

　耀は自分のスマートフォンに視線を落とし時間を確認してそうつぶやいた。

「そもそも何の話だか、分からないしなあ」

　晶も頭を掻かく。

「大方、からかわれているんじゃありませんの」

　突然、そう声を掛けてきた女子生徒がいた。

「冬ふゆ梨り！　なんでここにいるんだよ!!」

　晶が思わず叫んだ通り、声の主は相楽さがら冬梨であった。

「愚問ですわね。『アイゼンガイスト』もこのステージに出るんですのよ。中等部一年の新メンバーがいますので」

　その一年生が晶の後に入ったキーボード担当だろうか。しかし冬梨はにんまりと笑って話を続けた。

「まぁわたくしとしては、晶さんの無様なアイドルっぷりを笑いに来ただけですけどね」

「ちッ、可愛かわいくねえ奴やつだな」

　晶は思わず舌打ちするが、冬梨は構わずにスマートフォンの画面を覗き込む。

「その『先進映像研究所』ですが、この学園でもトップクラスの研究施設ですのよ。生徒や学生はもちろん、教師や講師でもおいそれと入れませんわ。高等部の生徒がそんな場所を利用できるなど、あり得ませんわ」

　そして意味ありげに付け加える。

「相応の立場にある方のご紹しよう介かいでもありませんとね」

　相応の立場にある方！　そう言われてピンとくるのは一人しかいない。

　ＩＫＵＴＯだ。

「行こう！」

　燈の声に耀、晶が向き直る。

「こんな時にユウが私たちをからかうはずがないもん！　きっと何か考えがあるんだよ」

　燈のその言葉に晶は唇を尖とがらせる。

「考えがあるって言ってもなあ。具体的に何の用事があるかも書いていないし、そもそもこれ本当にユートが送ってきたのか？」

「あたしたち三人のアドレスを知っていて、同時に送信するなんてユウくん以外にはいないんじゃないかしら」

　メールの文面を映す画面に目を落としたままで耀はそう言った。

「お前、こういう時は冷静だな」

　晶は少し呆あきれたような顔つきだ。そんな晶に少し微笑ほほえみかけると耀は続けた。

「だけどわざわざこんな時間に呼び出すなんて。それならもうちょっと事前に話を……」

　首を傾かしげる耀に向かって燈は言った。

「今も言ったでしょ。ユウにはきっと何か考えがあるんだよ！　だってユウだもん」

「おいおい、それ説得力無いぞ」

　晶の指し摘てきにも燈はあっけらかんとしたものだ。

「私はこの三年間、ずっとユウの側そばにいたんだよ。ユウが何を考えてるかちゃんと分かるもん」

「あ～～？　随分自信満々だな。じゃあユートがやろうとしてる事を言ってみろよ」

　自信満々の燈に晶は眉をひそめて、さらにそう突っ込んだ。

「分かんない！」

　自信満々にそう答えた燈に、耀と晶も一いつ瞬しゆん、呆れかえり、そして笑い始めた。

「はははは、まぁそうだよな。そうだな、何か考えはあるんだろう」

「そうだね」

　耀も笑ってそう答えると、ひと言つぶやいた。

「ちょっとうらやましいな……」

「ん、耀。なにか言ったか？」

「ううん、何でもないわ。それより急ぎましょう。もう時間が無いわ」

　スマートフォンをしまいながら耀は二人にそう声を掛けた。

「結局、行くのか～～」

　晶はそうぼやくが、さして嫌いやな風には見えない。

「別に行かないのならいいんだけどね」

「行くって言ってるだろ！　ハブるなよ、まったく！」

　からかう燈に晶はむきになって言い返した。そんな晶に構わず、燈は耀の手を取り、レッスン用ステージの出入り口へ向かう。

「さぁ急ごう。耀ちゃん。ユウが待ってるよ。ほら、晶ちゃんももたもたしてると置いていくよ！」

「おい、待てよ！」

　晶も二人を追いかけてレッスン用ステージから出て行った。そんな三人の後ろ姿を目で追いながら冬梨は独り言ごつ。

「まったく世話がかかりますわね」

　そして出番を待つ『アイゼンガイスト』のメンバーの方へ向かうが、その途と中ちゆうで目立たぬよう隅に立ってる、パーカーにキャップ姿の若い男性に気付いて声を掛けた。

「いい加減、気を使いすぎですわよ。先生。もうあの子たちに任せてもよろしいんじゃありませんか」

「いやいや、僕はただ様子を見守っていただけだよ」

　若者は目ま深ぶかにかぶったキャップの下でそうおどけてみせた。

「しかしぎりぎりまで待つとは。彼かれもなかなかやり手だな。魔法が切れる前にステージを終わらせるつもりか」

「魔法？」

　首を傾げる冬梨に構わず、若者はそっと出口の方へ向かう。

「なんでもない、ひとり言さ。それじゃ『アイゼンガイスト』のステージも期待してるよ」

「当然ですわ。付け足しのようには言わせません」

　冬梨はＩＫＵＴＯの背中に向かってそう声を掛けた。




「三階のエレベーターを降りてすぐだから、この部屋には間違いなんだけど……」

　燈は目の前のドアを見上げてそう言った。一いつ般ぱん生徒はもちろん教師や講師ですら、おいそれと入れないはずの『先進映像研究所』だったが、すでに悠人から話は通してあったようだ。高等部の林崎悠人から呼ばれたと受付に告げると、ＩＤカード代わりの生徒手帳を提示しただけで簡単に建物へ入る事が出来た。ただし外部へ送信可能な機器や記録装置は持ち込み禁止とかで、三人が持っていたスマートフォンは受付に預けてある。もっともこれは輝夜学園内の施設では間々ある事だ。

　受付に言われた通り、エレベーターで三階までやってきても、目の前には頑丈そうなドアが一つあるだけ。そもそも『先進映像研究所』の建物には窓一つない。入り口を除けば、あとは非常口や換気口しかないという造りなのだ。

「おいおい、本当にここでいいのか？　ドアに何も書いてないじゃないか」

　及び腰の晶が耀と燈の後ろからそう言った。

「でも他に何もないでしょ」

　燈がそう答える間に、耀は無言でドアのノブに手を伸のばした。

「いいのかよ、ノックくらいしたらどうだ？」

「こんな厚いドア、ノックしても中には聞こえないよ。インターフォンもないみたいだし、多分、中は二重ドアになってると思う」

　耀の言う通りだった。ドアを開けると、そこは待合室のようになっていた。椅子が何脚きやくが設置してあり、正面にはガラス窓。そしてさらに奥へと続くドアがある。

「ユウくん？」

「ホントだ、ユウだ」

「え、ユートか？」

　三者三様にその名を口にする。ガラス窓の向こうに背を向けて立っている悠人の姿を見つけたのだ。防音構造になっているようで、中の悠人に三人の声は届かないらしい。しかし耀は内側へのドアの側にインターフォンを見つけ、その受話器を上げて言った。

「ユウくん。来たよ。燈ちゃんと晶ちゃんもいる」

　悠人はその呼びかけに振り返り、ドアの側に歩み寄るとそれを開いた。

「よぉ、遅かった……」

　悠人が言い終える前に晶が突っかかった。

「おいユート！　初ステージ当日だっていうのに、全然顔出さないし、一体どこで油を売っていやがったんだ!!」

「もう、晶ちゃん。さっきまではびびっていたくせに」

　昨日の意い趣しゆ返しのつもりなのか、晶のポニーテールをつまみ上げて燈がからかう。

「いや、だからそれとこれとはちげーし!!」

　そんな二人を見て笑えみを漏もらしていた耀だが、ここへ来た用事を思い出して悠人の方へと向き直った。

「それでユウくん。一体どうしたの？　あたしはもちろん、晶ちゃんや燈ちゃんにも連絡は無かったみたいだし……」

「まぁ入ってくれ」

　悠人は耀の問いには直接答えず部屋の中に三人を招き入れた。

「なんだ、こりゃ……？」

　中に入った晶が首を傾げたのも無理からぬ話だ。そこは確かに妙な構造だった。

　一見するとステージ上のように見える。しかし前には観客席はない。ステージの前には白く薄うすいスクリーンのようなものが張ってあるだけなのだ。燈が自分たちが入ってきたドアの方を振り返ると、その上にはずらりと映写機やプロジェクターのようなものが並んでいる。そして悠人の前には、小型のミキシングコンソールのようなものがあった。

「で、ここなに？　なにする所？」

　燈は首を傾げて尋たずねた。

「録音スタジオか？　いや、それにしてはこのスクリーンが妙だな」

　晶もステージの前に張ってあるスクリーンを眺めながらそう言った。

「どっちかというと試写室みたいね。でも観客席はないし、中は狭いし……」

　内部を改めて見回しながら耀もそう言った。悠人はそんな三人に真しん剣けんな眼まな差ざしを向ける。

「これからここで見るものは他言無用で頼む。俺も特例で使用許可を貰もらったんだ」

　それで燈は合点がいったようだ。

「やっぱり、ＩＫＵＴＯさんの仕業ね」

　あきれ顔の燈に悠人は苦笑いで答えた。

「まぁそういう事だ。でもこれだけは、みんなに是非見ておいて欲しい。それは確かだ。君たちが目指すべき『場所』がここにある」

　そう言ってから悠人は補足する。

「目指すべき『場所』だ。目指すべき『人』じゃない」

　悠人が強調した言葉がピンとこないのか、燈と晶は顔を見合わせるが、耀だけは胸の前できゅっと拳こぶしを握にぎりしめていた。悠人はそれを確認してから話を続ける。

「この部屋は、輝夜学園の前身にあたる国立エンターテイメント研究所がずっと開発を続けている、新型三次元バーチャル映像の映写設備なんだ」

「三次元映像って要するに３Ｄだろ？　眼鏡掛けて見る奴。今さら珍めずらしくもないじゃん」

　晶は小馬鹿にしたようにそう言ったが、悠人は頭を振った。

「いや、全然違ちがう代物だ。裸眼でも完全な３Ｄ、そして特殊な処理によって臨場感あふれるバーチャル映像になってる。俺も試してみたけど、これは文句なしに凄すごいよ」

「でもそんな凄い物が、どうしてまだ市販されてないの？」

　燈がもっともな疑問を口にした。

「上映設備が大がかりなんだ。このフロア全体が上映設備で、しかも映写できるのはこの部屋だけ。それに映像データも厖ぼう大だいだから長時間の録画は難しい」

「そりゃまた面めん倒どうな代物だなあ。その面倒なもので私たちに何を見せたいんだ？」

　晶がそう言うと悠人はミキシングコンソールのような装置の前に戻った。どうやらそれがその三次元バーチャル映像装置の操作コンソールらしい。

「研究は十年以上前から始まっていたらしい。その頃ころに取られたデータなんだが……」

　悠人がそれ以上言わずとも、耀には察しがついた。悠人を遮さえぎり言う。

「輝夜さんね？」

　燈と晶は耀に意外そうな顔を向けるが、悠人は肯いた。

「日無輝夜の全盛期。デビュー三周年記念ライブのデータだ。それも輝夜さん本人のすぐ後ろから撮さつ影えいしたもの。それが現在、考え得る限り最高の立体映像で再現される」

「ちょっと待ってよ、ユウ。日無輝夜のデビュー三周年記念ライブって……」

「野外ステージに十万以上だっけか。それでも観客が全然入りきらなかったって……」

　燈と晶の言葉を耀が続ける。

「そう、伝説のライブステージ。あたしも何度も見たわ」

「ああ、こっちの世界を目指す人間なら知らない奴はいないってくらいだもんな」

　耀に肯くと晶は悠人に向かって言った。

「いくら立体映像が凄くても、そんなステージをもう一度見返す理由が……」

「だから言っただろう。輝夜さんのすぐ後ろから特殊な小型カメラで撮影したものなんだ。つまり輝夜さんの視点から見たものとほぼ変わりない状態でステージが映ってる」

「輝夜さんが見たもの……」

　その言葉に耀は身震いを覚えた。

「伝説のステージが、そこに立っていた当人の視点から見られるってわけか……」

　晶に続いて燈も言う。

「……なんかちょっと恐こわいね」

　そして燈は晶と視線を交わし合い、二人は黙だまり込んでしまう。

「俺はみんなに輝夜さんのステージを見て欲しい。そこにみんなが目指すべきものがある。それを見て欲しいんだ」

　悠人のその言葉に耀は燈と晶の方へ視線を巡めぐらせる。二人はどこか不安げな表情だ。そんな二人を元気づけるように耀は言った。

「見てみようよ。絶対に参考になる。ううん、参考どころじゃないよ、きっと」

「まったく現金だなあ。すっかり機嫌、直ってるし」

「ええ、そう？」

　自覚は無かったようだ。耀はいささか慌あわてる。

「まぁそういうのは耀ちゃんらしいよねえ」

　そんな耀に燈も笑った。

「じゃあ見てみるって事でいいんだな」

　悠人が尋ねると三人は一斉に肯いた。その上で悠人は念を押す。

「いま耀が参考どころじゃないと言ってたけど、実際の映像はかなり衝撃があるはずだ。みんななら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど、一応、覚かく悟ごをしておいてくれ」

「い、嫌だなあ。ユウ、そういう風に脅かさないでよ」

　燈は冗じよう談だんめかしてそう言うが、悠人は至って真面目だ。

「脅かしてるわけじゃない。俺も初めて見た時は、身震いしたくらいなんだ」

　真剣にそう言う悠人に燈は思わず息を呑む。

「分かってる。覚悟はあるつもり」

　そう言う耀に釣られるように、燈と晶も肯いた。

「分かった。じゃあスクリーンの前に立ってくれ。そう、その辺りだ。ちょっと暗くなるけど、すぐに映像が始まる。音量には気をつけてな。ああ、あと初期の実験中に取ったデータだから、そんなに時間は長くない。一曲分、三分程度だ」

「それだけじゃあんまり意味が無いんじゃないか？」

「まぁ見てくれ。そうすれば分かる」

　拍ひよう子し抜ぬけしたような晶に、悠人はそう答えると操作卓で映像の再生を始めた。一瞬、部屋全体が暗くなる。そして次の瞬間、三人の横にオーロラのような光が現れた。

「輝夜さん!?」

　耀は思わずたじろいだ。そこには映像データや写真でしか見た事のない、全盛期の日無輝夜が居たのだ。きらびやかなステージ衣装に身を包み、マイクを手に笑え顔がおを振ふりまく輝夜の姿は手を伸ばせば触れそうな程、声をかければ振り向いてくれそうな程、真に迫っていた。

「嘘うそだろ、これ映像なのか!?　誰かコスプレして立ってるんじゃないのか！」

　晶が思わずそう言ってしまうのも無理からぬ程だ。燈が試しに伸ばしてみた手は、輝夜の姿にすっと入り込んでしまう。確かに映像だ。完かん璧ぺきなほどの三次元映像で、全盛期の日無輝夜が耀たちの前に現れたのだ。さらに次の瞬間、光の洪こう水ずいが三人を包み込む。足の下にはステージ、周囲にはセット、頭上にはライト。そして目の前には、闇の中から浮うかび上がる色とりどりのサイリュームやペンライト。それはまさに銀河が地上に降りてきたような光の世界だ。

「うわッ！」

　燈があげた声は驚おどろきでも感動でもない。むしろ悲鳴だ。

「音声入るぞ」

　悠人がそう声を掛けた。映像は無音状態で進んでいる。しかし映像だけでも恐ろしいほどの存在感があり、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくを生み出している。

「ちょ、ちょっと待てよ。ユート。これで音声まで入ったら……」

　晶が狼狽うろたえるのも無理はない。映像だけでもすでに現実を凌りよう駕がしかねない迫力なのだ。しかし悠人は晶に構わず音声を入れた。

　光の次は音の洪水だ。目に見えないはずの音が、空気の壁かべとなって襲おそいかかってきたようだ。観客席からの歓かん声せいに、三人は思わず身をかがめ後退あとずさる。

　その歓声に負けぬ勢いの声が上がった。

「みんなーッ！　今日はありがとう!!」

　輝夜だ。日無輝夜はマイクを手に観客席へ向かって叫んだ。詰めかけた観客も輝夜に応えて、さらに歓声を上げる。その歓声の勢いに、燈は思わずその場に座り込んでしまったほどだ。これが自分たちが生まれた頃の映像とは、耀たちには信じられなかった。三人の目の前にいる日無輝夜や観客たちは十数年前の姿。だがそれは確固たる存在感があった。確かに輝夜学園先進映像研究所の技術もあるのだろう。しかし如何いかに優すぐれた技術でも、映し出すものにない存在感を出す事は出来ない。

　今でも全く色あせない存在感。それこそが日無輝夜であり、彼女に声援を送る観客であり、ステージの構成であり、すべてが一体化して醸かもし出されたものなのだろう。

「じゃあ次の曲、行くね！」

　弾はじけんばかりの笑顔で輝夜は観客に向かって呼びかけた。それに応じてまるで地響きのような歓声が戻って来る。バックバンドの演奏が始まり観客席のサイリュームが揺ゆれる。ステージで歌う日無輝夜は、この光と音のスペクタクルを誰よりも楽しんでいるように見えた。

　完全に圧倒されて言葉も出ない燈や晶に対して、耀は歌う輝夜の横顔を無言でじっと見つめていた。そして輝夜の視線を追い、観客席に目を向ける。つま先でリズムを取る。目蓋を閉じ、この歌の歌詞を記憶の底からたぐり寄せる。往年のヒット曲だが、何しろ伝説的なスーパーアイドルの持ち歌だ。今でも盛んにリピートされ、カヴァーされている。耀も何度も聞き、歌った事もある。

　そして歌った。

　日無輝夜の隣となりで仁藤耀が歌っているのである。

　曲が間奏に入ると耀は振り返り、ただ見ているだけだった燈と晶に手を差し伸べた。

「無理だよ……！」

　燈は頭を振り耀が差しだした手を拒きよ否ひする。

「私は耀ちゃんみたいな事は出来ない。ましてや輝夜さんと同じ事なんて……！」

　晶も完全に及び腰だ。

「そうだな……。やっぱり私たちには無理だったんだ。こんな所を目指すなんて……。最初から無謀だったんだよ!!」

　耀はそんな二人に微笑みかけて言った。

「あたしだって無理だよ。一人じゃ絶対に無理……」

　そう言うと耀は右手で燈、左手で晶、それぞれの手を取り続けた。

「でも二人と一緒なら……。燈ちゃんと晶ちゃんと一緒ならきっと大丈夫。本当にこの光景を……。いいえ、もっと凄いものを見られる。あたしたち三人なら……！」

「私たち……」

「三人なら……」

　そうつぶやく燈と晶に肯きかけると、耀は観客席の方へ視線を巡らせる。その視界には、もはや日無輝夜の姿は入っていなかった。

「早く！　間奏が終わっちゃう！」

　まるで本当にステージに立っているかのような反応だ。そんな耀に促うながされて、燈と晶はステージの前へと出る。そう、日無輝夜の前へと出たのだ。記録された３Ｄバーチャル映像の観客はあくまで日無輝夜に声援を送っている。しかし今はまるで耀、燈、晶の三人に声援を送っているように見えた。

「さぁもっと盛り上がろうー！」

　十数年前の日無輝夜がそう声を上げたのに続いて耀も叫んだ！

「あたしたちも負けないよ！」

　記録の中にしかないはずの観客たちは、日無輝夜と耀、燈、晶のセッションを前にしていっそうボルテージを上げたようにも見える。

　そして輝夜と三人は歌い始めた。歓声と光の大海に向かって。




　記録映像はその歌のシーンだけで途切れた。歌が終わると同時に、輝夜の姿はもちろん、目の前に広がる観客やその歓声も、まるで泡沫うたかたの夢のように消え去ってしまった。

　再び室内に照明が灯っても、耀たちは今までの出来事が本当だったのかどうか、それすらも理解できぬように、その場に立たち尽つくしているだけだ。突とつ然ぜん、拍手の音が響ひびいた。たった一人の拍手だが、その音には熱い思いが込められているのが分かる。

　拍手の主は言うまでもなく悠人だ。悠人は胸中の感激を押おし隠すように言った。

「Ｌｕｍｉｎｏｕｓ、結成おめでとう」

「ユウくん……」

「今この瞬しゆん間かんに本当に三人のユニットＬｕｍｉｎｏｕｓが誕生したんだ。その瞬間に立ち会えて俺は心底うれしい」

「な、なに勿もつ体たい付けやがって……」

　晶は少し照れたそうにそっぽを向きながらそう言った。

「ユウ！　私、ちょっと自信が……」

　声をあげて燈が飛びつこうとした時だ。悠人はやにわに頭を下げた。

「そしてごめん!!」

「ユウ？」

　燈だけではなく、耀や晶もそんな悠人に怪け訝げんな顔をする。

「俺おれはみんなのポテンシャルを見誤っていた。三人ならもっと上を、高みを目指せる。それを教えてくれたのはＩＫＵＴＯさんなんだ」

　耀は合点がいったようだ。

「じゃあショッピングセンターの輝夜さんの映像って……」

　悠人は頭を上げて話を続けた。

「そうだ。あの後、俺はＩＫＵＴＯさんにどうしてみんなに輝夜さんの映像を見せたのか、『歌のお姉さん』が輝夜さんだというのを教えたのかと聞いたんだ。そうしたらみんなはもっと高みを目指せる、それだけのレベルにあると言われて……」

「まぁ、すんだ事はいいじゃないか。いずれにせよ私も踏ふん切ぎりがついた」

　そう言う通り晶は何か吹っ切れたような表情だ。

「そうね。本当に見たいものが分かった。あたしはずっと別のものを追いかけて、本当に見なきゃいけないものが目に入ってなかったんだ」

　そんな耀に肯うなずいて燈も言った。

「うん、本当に見なきゃいけないものは、輝夜さん自身じゃない。応おう援えんしてくれる人たちだったんだね」

「日無輝夜は芸名なんだ。その意味は『日の無い夜に輝かがやくもの』。ＩＫＵＴＯさんが前にもそう言っていただろう」

「なんだそりゃあ？」

　晶は首を傾げるが、意外な事に一番早く気付いたのは燈だった。

「そうか、星！　スター!!」

「そうだ。星、スターだ。でもスターはステージに立ってる人間だけじゃない。今も見ただろう？　アイドルを応援している人、一人一人がその時、星になる、スターになるんだ。みんなは最初にその輝きを与えてやれるんだ」

「ユウくん……」

「ユウ……」

　耀と燈はちょっとばかり感銘を受けたようだが、晶は少し照れくさそうだ。

「いやぁ、それ言ってちょっと恥ずかしくないか。ユート」

「うん、まぁ……。半分ＩＫＵＴＯさんからの受け売りだし」

　そう言って悠人も笑った。

「おっと、そろそろ時間がないな」

　操作コンソールの時刻表示を見て悠人は言った。時計がわりのスマートフォンや携けい帯たい、ＰＣの持ち込みが全面的に禁止されている為ため、時間は各所に取り付けられている時計や、操作機器付属の時刻表示だけが頼りだ。

「急いで着替えに行ってくれ。俺は先にステージで準備をしている」

「うん、分かった！」

　燈が元気よくそう答え、耀と晶を振り返る。

「急ごう、耀ちゃん、晶ちゃん！」

「まったく、お前はこういう時だけは調子いいな」

　そう言いながら晶は笑う。

「そんな事、言ってないで!!　遅おくれちゃうよ！」

　燈に促されて耀と晶も走り始めた。

「おい、気をつけろよ。それから研究所内では走るのは厳禁だ！」

　注意する悠人の前で耀が足を止める。そして悠人の顔を正面から覗のぞき込んだ。その真しん摯しな眼差しに悠人は一瞬言葉を失ってしまった。そして次の瞬間、今度は耀がぺこりと頭を下げた。

「ありがとう、ユウくん！」

　耀のその言葉に気付いて燈と晶も振り返り声をかけた。

「ユウ、ありがとう!!」

「ありがとな、ユート！」

「まぁこれが俺とみんなの約束だからな」

　悠人は言った。

「輝いて来い、みんな！」




　新入生歓かん迎げいライブ会場。そのＶＩＰ席にはＩＫＵＴＯと一人の女性の姿があった。

「……それで、煜いく斗とくん。私に見せたいユニットというのはまだなの？」

　三十歳前後と思われるその女性は、そっと声を掛かける。もう前のユニットのステージは終わり、セットも撤収されている。それなのに次のステージが始まる様子がないのだ。

「あれぇ、おかしいなあ。次のはずなんですけどねえ」

　言葉とは異なり、口調は余よ裕ゆうが感じられる。絶対に来るという自信が有るようだ。

「それとも煜斗くんが歌う？」

　少しからかうように女性は言うが、ＩＫＵＴＯは苦く笑しようするだけだ。

「いい考えですね。でも必要ないと思いますよ」

　そういうＩＫＵＴＯの思おも惑わくとは裏腹に、次に登場するはずのユニットはまだ現れない。やむなく進行係の女子生徒がアナウンスを始めた。

「え～～と、次は中等部芸能科アイドルコースの新ユニットＬｕｍｉｎｏｕｓのステージですが、到着が……」

　しかしその声は途中から息を弾ませた少年のものに代わる。

「遅れて申し訳ありません。仁藤耀、真弓燈、相本晶のユニットＬｕｍｉｎｏｕｓ。ただいま到着しました」

　その名前に女性は少し首を傾げた。

「林崎悠人くんです。プロデュース科に入学してきた物好き、いえ将来有望な少年です」

「物好きって……。煜斗くんが唆そそのかしたんじゃないの？」

　苦笑する女性にＩＫＵＴＯは平然として答えた。

「滅相もない。僕ぼくはちょっと彼の背中を押しただけです。彼は前に進もうという爆ばく発はつ的てきな意思を持っていた。でも最初の一押しが足りなかった。まぁよくある事です」

「そうね……、そうかもね」

　ＩＫＵＴＯの言葉に女性は何度も肯き、そうつぶやいた。そして言葉を続ける。

「それにしてもどうしてこんなに時間がかかったのかしら」

「シンデレラの魔ま法ほうは十二時に解けてしまいましたが、舞踏会の直前に掛けていたらどうなっていたんでしょうねえ。シンデレラと王子様がお互たがいの気持ちを確かめる間くらいは持ったかも知れません」

「煜斗くん、何が言いたいの？」

　女性はＩＫＵＴＯの例えがピンとこないようだ。少し眉をひそめてそう尋ねた。

「最初にタイミングよく魔法を掛けられれば、それが解けても効果がずっと続くかも知れないという事です」

　女性はまだ納なつ得とくがいかないような顔つきだった。重ねて何か尋ねようとした時、突然、会場が盛り上がる。ステージ衣装に身を包んだ三人が、いきなり会場の通路に姿を現したのだ。そのままステージへと駆かけ上あがる三人に観客席が総立ちになる。その光景にＩＫＵＴＯはにんまりとした笑みを浮かべた。

「これはこれは……。なかなかいいサプライズだ。やはり彼はただ者じゃない」

　そうつぶやくＩＫＵＴＯの横を耀、燈、晶が駆け抜ぬけていく。

　女性はその三人の横顔に自然と笑みを浮かべていた。

「ちょ、ちょっと待てよ！　くそ、なんだってステージ衣装ってこうちゃらちゃらしてるんだよ！　走りにくいんだよ！」

「アイドルってのはそういうものなの！　普ふ段だんから練習してない晶ちゃんが悪いの！」

「急いで、燈ちゃん、晶ちゃん！　みんなが待っている!!」

　そんな三人に誰だれかが声を掛けた。

「仁藤さん、頑がん張ばって！」

　耀は足を止めて声がした方を振り返り、顔を輝かせた。

「あ、七なな華か先せん輩ぱい！　来てくれていたんですね。ありがとうございます!!」

　頭を下げた耀を晶が急せかす。

「急げって言った本人が遅れてどうする!!」

「とにかく急ごう急ごう、耀ちゃん、晶ちゃん！」




　慌てていたうえに、観客席が暗かった事もあるのだろう。三人はＩＫＵＴＯとその隣に座すわった女性には気付かなかったようだ。しかし放送席に居た悠人は違う。ステージ二階にある放送席から観客席を見下ろしていた悠人は、ＶＩＰ席に座るＩＫＵＴＯとその隣となりに座る女性に気付いていた。

「あの人はまさか……!?」

　悠人は座っていた椅い子すから思わず立ち上がっていた。




「えっと、ＭＣはなし？」

　ステージの脇でハンドサインを送る悠人に耀はそう言った。その瞬間、観客席から笑い声が漏れる。

「耀ちゃん、耀ちゃん！　マイク入ってる!!」

「なにやってんだよ!!」

　燈と晶の声もマイクがしっかり拾って会場に流していた。今度は大爆笑だ。その様子に燈は不安げな表情を浮かべ、晶はまたふて腐くされたようにそっぽを向いた。耀もこの前、いやつい先さき程ほどまでなら、心が折れてしまったかも知れない。でも今は違う。

　目指すべきものがはっきりとそこに見えるからだ。日無輝夜全盛期のライブ映像からすると、目の前にある会場は些さ細さいなものだ。しかしそこにいる観客はみんな自分たちを見ている。どんな形かは分からないが、期待してくれているのは間ま違ちがいない。

　ならばそれを超こえよう。それを凌駕しよう。そしてその先に夢を見よう。みんなと一緒に……！

「行くよ、燈ちゃん、晶ちゃん！」

　耀は二人だけに聞こえるよう声を掛け、そして次の名前は胸中で囁ささやくにとどめた。

　……行くよ、悠人！

「初めまして、Ｌｕｍｉｎｏｕｓです!!」




「持ち時間は正味十分。つまりわずか六百秒」

　ＩＫＵＴＯは隣の席に座る女性に言った。

「見てください。輝夜さん。ここから永遠に続く六百秒の伝説が始まります」

「……煜斗くん、シンデレラの魔法は十二時で切れちゃうのよ」

　かつて日無輝夜と名乗った女性のその言葉はＬｕｍｉｎｏｕｓの歌声にかき消された。

　そしてその六百秒が過ぎた。ＩＫＵＴＯの言う通り六百秒が過ぎても魔法は解けなかった。Ｌｕｍｉｎｏｕｓの初ステージは予想以上の盛り上がりを見せて、特別にアンコールが許可されたのだ。




「待って下さい！」

　アンコール曲の指示を出した悠人は、慌てて会場の外へと向かい、その女性の後ろ姿に声を掛けた。ＩＫＵＴＯの隣に座っていたその女性が、予定されていた最後の曲が終わると同時に席を立つのを見たからだ。

　会場のすぐ側にあるタクシー乗り場に向かっていた女性は、悠人の声に足を止めたが決して振り返る事は無かった。

「日無輝夜さん……。いえ四、五年くらい前にショッピングセンターのステージで歌っていた『歌のお姉さん』ですね？」

　女性は肩かたごしに悠人へ一いち瞥べつをくれて答えた。

「三人の名前を聞いてピンときたわ。みんな立派になったのね。あなたも、三人も」

「やっぱりそうだったんですね。ひょっとしてと思って……」

　息せき切って悠人はそう言った。しかし何をどう話していいものか、悠人ははっきりと決めていなかった。ほとんど反射的な行動だったのである。輝夜が「あの子たち」と言ったので悠人は閃ひらめいた。

「あ、あの。良かったら、みんなに会って下さい。みんな輝夜さんが目標なんです！　一声かけてくれるだけでも喜ぶと思います！」

「それは必要ないわ」

　女性は笑った。

「あの子たちにはもう新しい目標が出来たんだもの。私がいま出て行っても意味は無いわ」

「そんな事ありません！」

　そんな悠人に女性はきっぱりと言った。

「あの子たちには、私のようになって欲しくないの」

　その口調には冷徹な響きがあった。言われてみれば、確かに輝夜は全盛期に突然、引退してしまったのだ。

「でもきっと何か理由があったんでしょ!?　それも……」

「理由があるとすれば、そうね……」

　悠人に向かってその女性は笑って言った。

「私にはあなたのように、魔法を掛けて輝かせてくれる人がいなかったという事かしらね」

「俺……？」

　日無輝夜を名乗っていた女性は暮れていく空を見上げて言った。

「いつもあの子たちの側にいて、力になってあげて。辛つらい時も、悲しい時も、苦しい時もある。楽しい事ばかりじゃない。そんな時こそ、あなたが側にいてあげて。それだけで星は輝けるの……」

　悠人も女性に倣ならい空を見上げた。そんな悠人に女性は言った。

「私の魔法は十二時で切れちゃったのよ。だからいつまでもシンデレラたちの側に居てあげて。それが私からのたった一つのお願い」




「ありがとうございましたー！」







[image: ]







　耀と一緒に燈、晶も観客席に頭を下げた。

「……お前、ステージに上がると性格変わるな」

　晶がそっと耀に囁く。

「だってアイドルだもんね」

　耀に代わって燈がそう言い返す。耀は無言のまま顔を上げた。

　観客席からはさらなるアンコールを求める声が怒ど濤とうのように押し寄よせていた。しかしあくまでこれは新入生歓迎ライブ。さすがにこれ以上の時間延長は認められない。

　耀は会場を見回す。いつかまたここへ、これ以上の場所へ。みんなと一緒に行こう。

　耀は目ま蓋ぶたを閉じて天を仰あおぐ。そこには確かに日の無い夜に輝く満天の星が見えた。







あとがき







「アイドル観が違う」

　もういつだったかは思い出せませんが、かなり昔にアイドルの話をしていて、ついこんな言葉が口をついて出てしまいました。そしてあとになってふと思った。

『アイドル観』ってすげー言葉だよな。それがこの作品の執筆動機の一つです。




　そんなわけでＨＪ文庫では『グロリアスドーン』以来のご無ぶ沙さ汰たでした。

　庄しよう司じ卓たかしです。生きてます（笑）。

　今回はアイドルものです。ロボには乗りません。宇宙戦艦も出てきません。




　さて執筆動機は冒頭のような事情ですが、それ以前から私はアイドルものを書きたかったのですよね。現在は何度目かのアイドルブームですが、私は一九八〇年代のアイドルブームの直撃を受けた世代でして。とあるアイドルのファンクラブに入ってコンサートに行ったり、ファンの集いで一緒に写真を撮って貰ったり。買うと握手して貰えるのが、ＣＤではなくアナログシングルレコードだったり、写真が写メではなくインスタントカメラだったりする時代なのですが（笑）。

　そんなわけでデビュー前から何となくアイドルものを書きたいなぁなどと考えておりました。晴れて作家業を始めてから、何度かアイドルものの企画を出したのですが、これがなかなか通らない。それもそのはずで、所謂いわゆるライトノベルの世界ではアイドルものは超レア。私のホームグラウンドである馬鹿ＳＦ、ライトスペオペよりもはるかに少ない。

　少年向けライトノベルでアイドルものなんて無理ですよと、至極真っ当な判断をする各編集部を説得しようと色々と試し行こう錯さく誤ごしてきました。




　ライトノベルでは少年主人公でないと厳しいというので、まずは平凡な男の子がスカウトされて男性アイドルデビュー。人気美少女アイドルと幼おさな馴な染じみの女の子の板挟みになりながら活躍する『異世界召喚俺Ｔｕｅｅ！』ならぬ『芸能界デビュー俺Ｋａｋｋｅｅ！』なんて構想もありましたが「主人公が格好良すぎると人気が出ません」と言われて没。

　それならばと「主人公が魔法の力でアイドルたちを影ながら支える」企画に変更。言うなれば『魔法のＡＤ』ですな。当時流行はやり始めていたソーシャルゲームの要素を入れて、魔法はスマートフォンで発動。一定時間ごとに魔力がチャージされ、ミッションをこなすと新魔法やアイテムが！　というのも考えていたのですが、複雑すぎるとまたもや没に。

　ちなみに本作の主人公「林崎悠人」の名前はこの頃からの名残です。二次元アイドルの元祖的存在の一人が元ネタと言えば、ピンとくる人もいるかも知れませんが、リアルタイムで知ってる方は確実にアラフォー以上ですね（笑）。

　結局ＨＪ文庫編集部から「いっそ小細工なしに正面からアイドルもので行ってはどうでしょう」というアドバイスをいただき、敢あえてど真ん中にド直球で行かせて貰いました。

　そして執筆終了直前、ある事に気がついた。

「ＳＦ要素もファンタジー、伝奇要素もない作品ってデビュー以来初めてだったわ」

　書き始める前に気付けよ、自分（笑）。まあアイドルという存在自体、現実のファンタジーであり、それがまたテーマの一つでもあります。




　企画スタートから刊行にこぎ着けるまで色々と紆う余よ曲きよく折せつがありましたが、最後まで心折れずに協力して下さったＨＪ文庫編集部の皆さんには感謝の言葉がありません。

　立ち上げ時の担当で作品タイトルにもなってるユニット名『ルミナス』の名付け親であるＫさま。その後を引き継いで無事刊行まで尽力して下さったＳさま。ありがとうございます。

　そしてイラストの松うに先生。躍動感溢れる素晴らしいキャラクターを有り難うございます。色が乗ったカバーイラストを目にした時、思わず「おお！」と歓声を上げてしまいました。




　最後になりますが、なかなか刊行に至らずやきもきしながらもお待ち下さった読者の皆さま。申し訳ありません。まあ色々と大人の事情というものがありまして（笑）。

　私なりの『アイドル観』をお楽しみいただければ幸いです。

　本作品の今後の展開は未定ですが構想だけはあるので何とか続きを書ければと思います。前述の『芸能界デビュー俺Ｋａｋｋｅｅ！』や『魔法のＡＤ』路線もまた面白そうなのですが（笑）。







庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」http://www.syoji-sc.com/

庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/

庄司卓twitter @syojitakashi
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